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まえがき









　この小説は、二つの視点から構こう成せいされています。

　夢ゆめ美みの視点、そして鈴すず影かげの視点です。

　それぞれ、始まりの部分に、それを示しめすアイコンが表示されています。

　一人だけに深く感情移入して読みたい方、また二つの視点で読んでいくのは難むずかしいと考える方々は、夢美のアイコンだけを選んで、読み進めてください。

　それでも充じゆう分ぶんに、お楽しみいただけます。

　また、二つの視点を行ったり来たりしながら読んでも大丈夫という方々は、ぜひ始めから、通して読んでみてください。

　より立体的な世界を味わえることと思います。

　それでは、銀ぎん薔ば薇らの扉とびらを開けましょう！
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「ほんっと、夢ゆめ美みってムードがないよね。　かわいい名前してるくせに」

　と、しょっちゅう言われてしまう、この私。

　佐さ藤とう夢美、高校二年生、十七歳。

　以前は、よく反発してたけれど、最近はもういなおって、

「はいはい、そうよ」

　と、答えたりする。

　だって私は、

「主しゆ婦ふっ！」

　なんだもの。

　いとしのママは、私が中三の時に、病気で死亡。

　残されたのは、カップラーメンさえも作れない亭てい主しゆ関かん白ぱくのパパと、まだ二歳の双ふた子ごの弟、天てん吾ごと人じん吾ご。

　それで佐藤家の家事育いく児じは、私の肩かたにかかってきたわけ、ドッサリと。

　以来、悲しむ暇ひまもないほど忙いそがしく、日々を過ごして二年間。

　おかげで、私は、立りつ派ぱな主婦になってしまった。

　炊すい事じ洗せん濯たく、料理、育児はお手のもの。

　包ほう丁ちようさばきもあざやかに、お弁当作りは自信たっぷり、味には定てい評ひようがある。

　ボタンつけやつくろい物も、スーパーの買い物も、バーゲンの人ごみだってけちらして、立派に目的物を手に入れられる。

　整理整せい頓とんも得意、洗濯も、布ふ団とん干ほしも、朝のゴミ出しも、テキパキテキパキやってのける。

　今や幼よう稚ち園えん生へと成長した天吾と人吾のＰＴＡに出て、おばさんたちと堂どう々どうとわたり合うことだって、できる。

　でもその代わり、なくしてしまった乙女おとめらしさ。

　かわいくて、繊せん細さいで、ムードに弱く傷きずつきやすい、ナイーブな少女チックさ。

　だって乙女チックしてたら、生きてけないんだもの。

　傷ついたからって、いちいちオチこんでたら、今日のオカズが作れないし。

　ムードにひたっていたら、オムツやパパの靴くつ下したなんて、とてもじゃないけど、洗う気にゃなれない。

　それで頑がん張ばっているうちに、いつの間にか、タフで強ぉい主婦になってしまった、うっうっう。

　このごろ時々、思う。

　私はまるで、お手伝いさんみたいだって。

　主婦の仕事って、果はてしがないのよねぇ。

　やるそばから、生まれてくるんだもの。

　料理だって、洗濯だって、掃除だって、終わってほっとすると、あくる日にはまた、初めっからやらなけりゃならない。

　クラスメートの皆みんなは、学校終われば青春エンジョイしてるのに、私だけ早く帰ってスーパー行って、買い物して。

　家に帰れば、洗濯物の取りこみ、掃除、夕食のしたくにお風ふ呂ろたき。

　食事が終われば、テレビ見てる暇もなく後片づけ、布団敷しき、天吾人吾をお風呂に入れて、ぐったり疲つかれて宿題やって寝る。

　朝は誰だれより早く起きて、朝食のしたくして、四人分のお弁当作って、食事の片づけして、ようやく登校。

　そうして私一人が頑張って、快かい適てきにした家の中で、パパたちはヌクヌク暮らしてるんだよぉ・・・。

　あーっ、私も一度でいいから、かしずかれたいっ！

　みんなに身のまわりのことをいろいろお世話してもらって、女王様みたいに暮らしてみたいっ!!

　そんな欲よつ求きゆう不ふ満まんがたまってるせいか、このごろよく同じ夢を見る。

　それは、すてきな白い扉とびらの奥にある書しよ斎さいみたいな部屋。

　煌こう々こうと光るシャンデリアの下に、私が立っている。

　私のそばには、軍服にマント、黄おう金ごんの拍はく車しやをつけた美しく気け高だかい一人の騎き士しがいて、部屋の隅すみの立派な机の引き出しから、小さな箱を出してくる。

　中には、ピアスが一つ入っているの。

　まん丸で、満月色のかわいいピアス。

　彼が、それを私の片方の耳につけてくれ、ひざまずいて、私の手にキスすると、どこからともなく人がいっぱい出てきて、私に拍はく手しゆをしてくれる。

　うーん、こんなふうにされてみたいっ！

　周りの人たちの顔は、みんなボヤけててよくわからないけれど、私の手にキスしたその騎士が誰なのかだけは、はっきりわかる。

　それは、留学生の鈴すず影かげさん、うふっ。

　鈴影聖せい樹じゆ。

　皆からは、レオンと呼ばれている。

　ドイツからの短たん期き留りゆう学がく生せいなんだ。

　正式名は、聖樹・レオンハルト・ローゼンハイム・ミカエリス・鈴影。

　お父とうさんがドイツ人で、お母かあさんが日本人。

　ずっとドイツにいたんだけれど、お母さんが白はつ血けつ病びようになって、一度日本に帰りたいと望んだために、ついてきたんだって。

　すぐにサッカー部に入部、試合に出た時には、皆が目をまん丸にした。

　ゴールキーパーやって、その位置から、相手チームのゴールに直接シュートを決めたんだもの。

　宏ひろしなんか、

「あいつ、どんだけキック力あんだよぉ・・・」

　って、アゼンとしていた。

　エース級の活かつ躍やくだったんだ。

　でも、その後、なぜか試合に出なくなって、部員の指導に当たってるって話。

　皆、不思議だって言ってる。

　真実は、不ふ明めい。

　その後すぐに、お母さんが亡なくなったせいかもね。

　宏の話によれば、一カ月だけの留学ってことで、もう間もなくドイツに帰ってしまうみたい。
















　ああ、つまんない。

　すっごい美び貌ぼうで、カッコよくて、あこがれの対象としてピッタリだったのになぁ。

　高こう貴きで上品な感じのするその顔の中で、ひときわ目立つのは、美しく黒い瞳ひとみ。

　切れ長で、涼すずしげで、そして少し陰かげがあって、せつなげですてき。

　時々は、うっとりするほど甘あまやかで、魅み惑わく的てきな微笑ほほえみを見せるとかで、それをまともに目もく撃げきしてしまったら、もう恋のるつぼ。

　こがれ狂くるわずにいられないという、もっぱらの噂うわさ。

　見上げるほどの長身で、すらりとした八はつ頭とう身しんで、洗せん練れんされた身のこなし。

　でも脱ぬぐと、意外にたくましくて、着やせするタイプなんだって。

　うっ、見てみたいっ！

　でも私は主婦しなくちゃならないから、「おっかけ」してる暇なんてないんだ。

　時々、学校の中とか、グラウンドで見かけるだけ。

　鈴影さんは、艶つややかで黒い髪がとってもすてき。

　光の当たり具合によっては、深い緑色に見える。

　鈴影さんのこと考えたり、聞いたりしているだけで、私、すごく幸せな気持ちになれるんだ。

　ちょっとミーハーだけど、でも、それでいいと思う。

　どっちみち、手のとどかない遠い人だもん。

　ひと言も口きいたことないし、もちろん性格とかも噂で聞くだけだし、向こうだって私を全然知らないし、それにもうすぐ帰ってしまうんだし。

　真しん剣けんになって片想いで悩むより、ミーハーで、みんなとキャッキャッ言ってた方が楽しいもんね。

　それでいいんだ。

　そう思ってたのよねぇ・・・。
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「夢ゆめ美み、今度の土曜の弁当作ってくんない？」

　そう言ったのは、高たか天ま宏ひろし。

　隣となりの家に住んでる幼おさな馴な染じみ。

　お父とうさんは、病院づとめのお医者さん。

　お母かあさんは、料理教室の先生。

　うちのママが死んだ時には、ずいぶん力になってもらった。

　私の料理の腕うでが上じよう達たつしたのは、宏のママのおかげもあるのよ。

「最近さ、オフクロ、料理教室増やしたんで、忙いそがしいらしいんだ」

　と言われたら、今までお世話になってる関係上、いやとは言えない。

「いいけど・・・」

「やった！」

　パチンと指を鳴らして、日焼けした顔の中から元気いっぱいの瞳ひとみを輝かがやかせるところは、すごくかわいい。

　でも、

「ついでに、うちの部の連中の分も頼たのむぜ、二十五人分」

　ずうずうしいところが、私は嫌きらいっ！

「なんで私が、サッカー部の昼ご飯の世話しなくっちゃなんないわけ」

　宏は、サッカー部の主しゆ力りよくでキャプテン。

　熱ねつ血けつで、がむしゃらで精せい悍かんで、私は結けつ構こう、宏のサッカーが好き。

　でも、それだからといって、大食らいのサッカー部員二十五人分の昼メシの面めん倒どうをみるほど、暇ひまじゃない。

　家族の分作るだけで、手いっぱいなんだから。

「タダでとは言わない。出させるからさ、弁当代。そうだな、一個六百円でどう？」

　うっ、六百×二十五＝一万五千円。

　主しゆ婦ふは弱いんだよね、現げん金きんに。

「夢美の料理って、ホント美う味まいよ、最高。部の連中に自じ慢まんしたら、皆みんなが食わせろって言うんだ。頼むよ」

　おまけに主婦は、おだてにも弱い。

　かくて私は、作るはめになってしまったのだった、二十五人分。







「わあ、すっごい夢美ちゃん！　これだけお弁当があったら、一週間ぐらいは籠ろう城じようできるね。で、敵は誰だれ？　いつ来るのっ!?」

　とリキんだのは、人じん吾ご。

「やだ夢美ちゃんっ！　これを置いて、家出とかしないでよねっ!!」

　と半泣きになったのは天てん吾ご。

　双ふた子ごでも、性格は全然違ちがう、不思議だなぁ。

「これはね、お隣となりの宏とサッカー部員の分よ」

　そう言って、天吾と人吾をなだめておいて、私はいったん学校へ。

　午前中の授業をすませてから、サッカー部に行き、人手を借りてお弁当を運ぼうと思った。

　女おんな手で一つじゃ、とても無理だもの。

　ところがサッカー部室は、カラッポだった。

　ああ、グラウンドで練習中なんだ。

　それで出て行こうとした瞬しゆん間かん、耳に響ひびいてきたすすり泣きの声。

　んっ!?

　びっくりして、あちこち見まわしてみると、ロッカーの陰かげに、部員が一人いた。

　ユニフォームを着て、ぺったりと床ゆかに座すわって、膝ひざをかかえこみ、向こう向きで泣いている。

「どうしたの？」

　直後にこっちを振ふり返ったその顔は、まあ、なんともかわいい女の子。

　透すきとおるような色白の頰ほおをドロで汚よごし、繊せん細さいでまっすぐな眉まゆをひそめ、みずみずしい感じの瞳に、涙をいっぱいためている。

　肩かたの下まである長ちよう髪はつは、脱だつ色しよくしたのか染そめたのか、輝くような金きん髪ぱつで、私は一いつ瞬しゆん、ラファエロの描えがく天使像のようだと思ってしまった。

「どうしたの？」

　とたん、その子はいきなり立ち上がり、私のそばまで来ると、二の腕をつかんで引き寄よせて、悲しげな光をたたえたその瞳で、まっすぐに私を見つめた。

「言わないでよね、僕がここで泣いてたってこと」

　ボ、僕ぅっ!?

　驚きあわててよく見れば、その肩かた幅はばといい、胸といい、この子って男だわ、女じゃない。

　顔とムードは美少女でも、体は違う、立りつ派ぱに男っ！

　その時、私は思い出したのだった。

　この子、光こう坂さか亜あ輝きだ。

　遠くからでも、よく目立つこの金髪。

　グラウンドでよく見かけるもの、間違いないっ！

　一年生に、すごくきれいな金髪の男の子がいるって、皆が噂うわさしてた。

　なんでも小さなころからスイミングクラブに通っていたために、プールの塩えん素そで髪がすっかり脱色されてるんだって。

　それがまたよく似合って、ビスク人形ドールみたいにかわいくって、ちょっと内気なところが初うい々ういしくって、たまんないって話。

　うん、まぁ、よくわかるかも。

「言わないけど、よかったらわけを話してくれる？」

　私は、ちょっとおせっかい。

　主婦やってると、どうしても、世話好きオバさんみたいになるのよね。

　よくクラスメートにも、佐さ藤とううぜぇとか言われるんだけど、もう体たい質しつになってるから、どうしようもない。

「力になれるかもしれないから」

　そう言うと、光坂君は、わずかにうなずいた。

　その素直さに、私は、またもびっくり。

　普通だったら、関係ねーだろ、消えろよ、くらい言うと思うな、今時の一年生って。

「僕、入学した時、高天さんに声かけられて、入部したんだ。高天さんのことは、中学の時から知ってたし、すごいストライカーだって皆言ってて、僕もあこがれてたから、うれしくって。今までやってきたスイミングも続けるつもりだったけど、高天さんに誘さそってもらったサッカーも、やりたかった。でも、やってみたら、恐こわいんだ。接せつ戦せんになると・・・」

　そう言いながら、光坂君はふっと私の方を向いた。

　きつく寄せられた眉根と、思いつめた二つの目。

　そのせつなげな表情に、私は胸が痛くなってしまった。

　自じ己こ嫌けん悪おと、悲しみをいっぱいかかえて、途と方ほうにくれた様子でこっちを見つめる彼が、まるで道に迷まよった小さな子供みたいに痛いた々いたしく見えたんだ。

「あ、ぶつかると思うと、体が硬かたくなって、どうしても動きが止まるんだ。それで高天さんに怒ど鳴なられる。もっと突つっこめって。でも、できないんだ、恐くて。スイミングみたいに、自分のコースがはっきり空あいてないと、思いきってやれない。きっと高天さんはガッカリしてるよ。僕が期待に応こたえないから。ダメなヤツだって思ってるに決まってる。いつも口だけ達たつ者しやだって言われてるし・・・」

　伏ふせられた長いまつ毛が涙ぐんだ目に影かげを落とし、まぶしいほどきれいだった。

「まぁ、そう思いつめないことよ」

　私は、そう言って光坂君の背中をたたいた。

「誰だって、うまくいかないことはあるでしょ。でも、それがすべてじゃない。次は挽ばん回かいしようって思えばいいの。そうやって私たちは前に進んでいくんだもの。宏だって、てんでダメなことあるの、知ってるでしょ」

　光坂君は、ちょっと笑った。

「ん。ものすごく皆が注目してるゴール前で、ボールもらって、さぁシュートって時に、スカッて音のしそうなほど大きなカラ振りしたこと、あったよね」

　あった、あった！

「皆、怒おこったけど、僕笑っちゃった。高天さんらしいよね、ああいうの」

　だよねぇ！

　私たちが、すっかり気が合ったその時、バタンと部室のドアが開いて、宏が姿を見せた。

「誰が、カラ振りだって？」

　どうやら聞いていたらしく、その目に、険けんがある。

　私は話をそらそうとして、あわてて言った。

「お弁当、一人じゃ運べないから、部員を二、三人貸してよ」

　宏は、面めん倒どうそうにバサバサッと髪をかき上げた。

「アキ、他の一年生を連れてって、昼メシ、レオンちに運んどいて」

　え・・・。

　レオンちということは、すなわちイコール、鈴すず影かげさんの家!?

　とたんに、私の頭の中は、いっきに鈴影さん一色っ!!

　思わず大声で言わずにいられなかった。

「え、なんで鈴影さんちなのぉ!?」

　宏は、ちょっと肩をすくめた。

「この土・日で、強化合宿しようと思って、合宿所の使用申しん請せい書しよ出したんだ。けど、空から手て部も出しててさ。ジャンケンやって、負けたんだ、あっちの部長の冷れい泉せん寺じ貴たか緒おに」

　わっ、冷泉寺貴緒。

　うちの学校じゃ、知らない人はまずいない、タレント並みに知ち名めい度どのある才さい女じよ。

　私と同い年の二年生。

　でも、生まれ育ちは大きく違っていて、財ざい閥ばつと言われる冷泉寺一族の血を引く娘むすめ。

　つまりブルジョア、お嬢じよう様。

　学年ナンバーワンの成績を誇ほこり、身長百七十五という長身を誇り、細ほそ身みで、なんと空手部のエースで、大美人。

　将来、つきたい職業は外げ科か医いだそうで、いつもメスやシャーレや試し薬やくを入れた黒いカバンを持ちまわしている。

　性格はといえば、冷れい静せい沈ちん着ちやく、理性的、クールで冷れい淡たん、ストイック。

　時々は、冷れい徹てつですらあるという。

　従したがって芸術的才能がまったくなく、ロマンがわからず、一部の生徒からは鉄てつ女じよと呼ばれている。

　おまけに、言葉遣づかいがすごく悪くて、それだけ聞いていると、女番長のようだという噂もある。

　私は、一度廊ろう下かですれ違っただけだけど、青く見えるほど澄すんで冷ややかなその目と、視線がバキッと合った時には、思わず震ふるえてしまった。

　すっごくきれいな瞳なんだけれど、よく切れる刃は物ものみたいに、冴さえ冴ざえと光っていて、恐い。

「宏、よくジャンケンなんかできたよね。私だったら面と向かって立つ勇ゆう気き自体がない」

　すると、宏は不思議そうに私を見た。

「なんで？　わりといいヤツだぜ。さっぱりしててさ。ただ、いやなのは」

　そう言いながら宏は腕を上げて指を自分の髪の中につっこみ、くやしそうに握にぎりしめた。

「異い常じように頭がいいってこと。オレのジャンケンのくせを、すぐ読みやがってさ、ちっくしょう。三敗したんだぜ、三敗っ！」

　私の隣となりで光坂君が、クスクス笑った。

「僕だって、高天さんになら勝てるよ。高天さんの出す順番って、いつも決まってるもの。パア、チョキ、グウ、でしょ」

　うっ、宏の単たん細さい胞ぼう。

　昔っから、ちっとも変わらない、この単たん純じゆんさ。

　なんだかこっちの方が恥はずかしくなってしまう。

　あきれて見つめる私の前で、宏はちょっと赤くなって、こっちをにらんだ。

「うるさい。とにかく、それで合宿所が使えねーんだよ。そしたらレオンが、自分んちのコートを提てい供きようするって言ってくれたから、借りることにしたんだ。ちゃんと運んどけよな」

　怒鳴るように言いながら、宏は大机の上から練習記き録ろくノートを取り上げ、くるっと背を向けて出ていった。

　バタンとドアが閉まり、私の隣りで光坂君がほっと息をついた。

「レオンさん、明日ドイツに帰るんだって」

　そうなんだ。

　私は、少し悲しくなって、うつむいた。

　ただあこがれていただけだったけれど、やっぱり、お別れは寂さびしいな。

　ドイツなんて私とは何の縁えんもないから、ほとんど永久的にさよならだもん。

「女子は皆、がっくりしてるよ」

　私は、ため息をついた。

「すてきな人だものねぇ……」

　すると光坂君も、ふうっと大きな息をついたんだ。

「女の子って、レオンさんみたいなのが好きなんだよね。僕みたいに男らしくないのは、嫌いなんだ」

　私は、そんなことないよって言おうとした。

　でも光坂君はもう、私の方なんて見ていなかった。

「僕ね、小さな頃、病びよう弱じやくで、何度も死にかけたんだ。疳かんも強くて、育てにくかったみたい。霊れい感かんとかもあったし」

　へぇ！

「それで、そういうタイプの男の子は、女の子として育てれば丈夫に健康に育つってお爺じい様が言い出して、ずうっと女の子扱あつかいだったんだよ。服とかも、言葉遣いもね。これでもまだ、よくなった方。中学の時は、しょっちゅう女の子に間違えられたもの。小学校の時は、もう完全に女の子だと思われてたしね。七五三なんかも女の子の年でやったし」

　それで私は思わず、和服にポックリ、カンザシ姿の光坂君を想像して、もうちょっとでふき出してしまうところだった。

　寸すん前ぜんのところで踏ふみとどまったのは、ご家族に対する深い同情の気持ちから。

　だって、それほどまでにするってことは、いかに彼の未来が危あやうかったかの証しよう明めいだもの。

　ワラにもすがりたい気持ちだったんだ、きっと。

　私だって、もし天吾か人吾の体が弱くて、いっつも大たい病びようばっかりしていて、女の子として育てれば丈夫になれるって聞いたなら、迷わずやってしまう、スカートにリボンに七五三。

　それが、親心ですもんねぇ、ホロリ。

　でもしかし、そうまでしてやっと今日まで大きくなったこの子を、粗そ末まつに扱あつかったら、なんだかバチが当たりそう。

「光坂君も充じゆう分ぶん、女の子に人気あるよ」

　私が励はげますと、光坂君はうなだれていた顔を一気に上げ、こちらを向いた。

「ほんとっ!?」

　目を輝かせたその顔は、いかにも男の子って感じで、とてもかわいかった。

「元気、出た？」

　光坂君は金髪をサラッと揺ゆらしてうなずく。

「うん！」

　私は、微笑ほほえんで言った。

「じゃお弁当、一緒に運ぼ」
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　かくて放課後、私は光こう坂さか君たちと一緒に、鈴すず影かげさんの家にお弁当を運んだのだった。

　場所は、都内目め黒ぐろ区く、高級住宅地。

　素す晴ばらしく立りつ派ぱな門の向こうには、おい茂しげる森が続き、建物なんかはチラリとも見えない。

　鉄の門もん扉ぴを入って、正面玄げん関かんに到とう着ちやくするまでに、かかった時間が十五分。

　玄関の東側には、緑豊かな芝しば生ふのド真ん中を切り抜ぬいて、アンツーカーのサッカーコートが広がっていた。

　初めておじゃました私は、緑地公園の中に迷まよいこんでしまったんじゃないかと思ったくらいだった。

　もっと、家らしい家ってあるでしょうに。

　これじゃ全然、落ち着かない感じ。

　と考えるのは、日ごろ狭せまい敷しき地ちに慣なれてる私だけ？

「ママが亡なくなってから、レオンさん、ここで一人で暮らしてたのかな」

　光坂君の言葉で、私は一人暮らしの鈴影さんを想像し、ちょっと同情した。

　その時、

「バカやろー、センターバック、走れぇっ！」

　コートの中で大声を上げていた宏ひろしが、私に気づいて軽く手を上げ、腕うでで額ひたいの汗あせをぬぐいながら走ってきた。

「サンキュ。その辺に置いといて。あ、これ、金ね」

　強めの風にふき乱みだされている宏のサラサラの髪は、ブルーブラック。

　ほとんど黒だけれど、よくよく光にかざして見ると、深い紺こん色いろで、すごくきれいなんだ。

　知ってるのは、私だけ。

　忘れもしない中二の春、ベランダでサッカーの本を読みながら眠ってしまった宏を、お母かあさんに頼たのまれて起こしに行った時、見つけたの。

　光の中で、無心に眠っていた紺色の髪の宏が、神話の英えい雄ゆうみたいにすてきに見えた。

　急に心臓がドキドキしてきて、しばらくの間、声をかけることができなかったくらい。

　それまでは、自分と同類って感じだったのに、その時突然、宏の日に焼けた肌はだや、すっかりたくましくなった体つきに気づいて、ああ男の子なんだって意識してしまって、まぶしかった。

　以降、宏の髪の色は、その時の胸のドキドキとしっかり結びついていて、私はそれを誰だれにも言えない、本人にさえも。

　恥はずかしくって、ダメ。

　だから、宏がブルーブラックだってことは、私だけの秘密なんだ。

「なんだよ、じっと見て、へんなヤツ。おい、気をつけて帰れよ。ここ広いからさ、迷まい子ごになるな」

　ムッ、口を開くと、憎にくらしい。

　あんたがすてきなのは、やっぱり眠ってる時だけよ。

「アキ、早く着替えてコートに出ろ。ボール出ししてやっからさ」

　私の隣となりにいた光坂君にそう言って、宏はうるさそうに長い前髪をかき上げながら、皆みんなのところに走っていった。

　小学校のころから、宿題なんて放りっぱなしでサッカーに夢む中ちゆう。

　そのせいで、成績はあんまりよくなかったんだけれど、でも結局私と同じ学校に来てるってことは、入試で頑がん張ばったのかな。

　それとも、私のレベルが落ちたとか？

　うーん、悩むな。

「夢ゆめ美みちゃん、練習見てかない？」

　光坂君が誘さそってくれたけれど、私はダメ。

　だって、主しゆ婦ふは忙いそがしいんだもん。

「また今度ね」

　そうしてさっさと家に帰る・・・つもりだった。

　んだけど、ね。

　ふっと見かけた渡り廊ろう下かのその突つき当たり。

　そこになんとっ、あの白い扉とびらがあった。

　いつも私が夢で見るのとまったく同じ、あの白いドアが！

　信じられなかった。

　私は呆ぼう然ぜんとして、しばらくの間それを見つめていた。

　まあ、ドアの形なんて、みんな似にたりよったりのものかも。

　と、初めは考えた。

　でもしだいに、いや待てよ、これはひょっとして、正まさ夢ゆめかもしれないと、思い始めたのだった。

　正夢・・・つまり、事実と一いつ致ちする夢。

　私は、非ひ科か学がく的てきなことはあんまり信じないんだけれど、それでも、この世のものはすべて科学で証しよう明めいできると割わり切ることには抵てい抗こうを感じるタイプ。

　となったら、よおし、この目で確かめるよりないっ！

　私はこっそり上がりこんで、そのドアをノックし、返事がないのを幸いに、ギイッと開けてみた。

　すると、するとぉっ！

　その中は、やっぱり夢に出てきたあの書しよ斎さいだった。

　私は、立ちつくしてしまった。

　天てん井じように吊つるされているシャンデリアの形も同じ、壁の色も、床ゆかのモザイク模も様ようも、はっきりくっきり記き憶おくにピッタリ！

　とすると、あの夢の部屋は、ここだったんだ。

　私はここを、夢に見ていたんだ。

　まだ信じられない気分で私は、ぐるっとその部屋の中を見まわしていて、やがて見つけた、立派な机。

　確か、この机の中からピアスの箱を出してきたんだっけ。

　そう思って、その引き出しを開けてみると、何とっ！

　中にあった、おんなじ箱がっ!!

　私はもう、胸のドキドキが最さい高こう潮ちよう。

　うっ、中を見たいっ！

　でも、その小さな箱の留とめ金がねには、紙がべったりと貼はりつけてあった。

　五つの先せん端たんを持つ星が描いてある紙。

　これを破やぶらなけりゃ、中を見ることはできない。

　他人の物だから、そんなことをしちゃいけないとは思うけれど、でもできるもんなら、えーい、破ってしまいたいっ！

　と思ったその時、ガッシャーンと窓ガラスの割れる音がし、そこからサッカーボールが飛びこんできて、私の持っていた小箱を直ちよく撃げき！

　きゃあっ!!

　私は思わず手を放し、ボールは回転しながら、その小箱と一緒に床に落らつ下かした。

　たたきつけられた小箱は、カタンと蓋ふたが開き、直後にそこからあのピアスがはね返ってきて、なんと私の耳たぶに突き刺ささったのだった。

　私は耳を押さえて大声を上げ、その瞬しゆん間かん、ピアスから七色の光がパッとあたりに飛びちった。

　私は、ますます大だい悲ひ鳴めいっ！

　きゃあっ、これはいったい何なのっ!!

「夢美、どうしたっ!?」

　叫さけんでドアから飛びこんできた宏と光坂君が息をつめ、その七色の光の中に立ちつくした。

「何だ、これ!?」

「体が、動かないよ……」

　その時、もう一方のドアが急に開いて、そこから冷れい泉せん寺じ貴たか緒おが姿を見せ、やっぱり目をむいて立ちすくんだ。

「ちょっと、何だよ、これ!?」

　男の子みたいなその言葉遣づかいにも、驚おどろく余よ裕ゆうがないほど私は呆然としたまま、五、六秒。

　まもなく光はすうっとおさまり、あたりはいつも通りの色しき彩さいに戻って、私以外の三人は、放り出されるように床に転ころがった。

　宏が最初に、飛びのくように起き上がり、床に片かた膝ひざをついた。

「何だっ、今のっ!?」

　首をかしげる光坂君のそばで、冷泉寺さんが冷ややかなその目を私に向ける。

「あんたのそのピアス。そこから光が出てた。ちょっとこっちに見せてくれ」

　それで私は、ピアスが突き刺さったことを思い出し、あわてて取ろうとした。

　でも取れなかった、痛くて。

　それで壁の鏡かがみの前に行って、そこに耳を映して、見ながら取ろうとしたんだ。

　でも鏡の前に立った瞬間、私は叫びそうになってしまった。

　ひえぇっ！

　だってピアスの色が、変わっていた。

　夢で見た時も、さっきも、確かに黄色っぽい満月色だったのに、今はまっ赤か。
















　ほとんど血の色、うっ、恐こわいっ！

「取って！　誰か、早く取って!!」

　私が言うと、まず宏が、それから光坂君が、取ろうとした。

　でも、ピアスはビクともしなかった。

　最後に冷泉寺さんが試してみて、ダメだとわかると、ギラッと私をにらんだ。

「耳を切れ」

　ううっ、評判通り、冷たいっ！

「とにかく、医者に行こう！」

　宏が私の肩かたを抱いてそう言い、私は心細さのあまり、宏にすがりつきたい思いで、うなずいた。

「僕、レオンさんを呼んでくる」

　光坂君が駆かけ出していき、私たちの後ろで冷泉寺さんが、床に転がっていたピアスの小箱を拾ひろい上げながら、ほっと息をついた。

「そのピアス、肉にくいこんでる。ちょっとやそっとじゃ、取れないと思うけど」

　ゾクッ！

　取れなかったら、どーしようっ！

　校則違い反はんで退たい学がくだよぉ・・・。

「大丈夫。オヤジに言って、すぐ、いい病院を当たってもらう」

　言いながら宏は振ふり返り、冷泉寺さんをにらんだ。

「おどかすのよせよ。だいたい、なんでおまえがここに来てんの？」

　冷泉寺さんは、ピアスの小箱をあちこち調べながら、その冴さえた視線をこっちに投げた。

「合宿所の取り合いに負けたバカなサッカー部が、どうしているのか見にきたんだ。そしたらいきなりの悲鳴で、放っておけなかったわけ」

　宏は、ムッとしたようにその目を光らせながら、私の肩をつかんだ手にぐいっと力を入れた。

「行こう」

　でも私はその時、新発見をしたんだ。

　確かに冷泉寺さんは、言葉がすごく悪い。

　でも、言ってることは、わりとまっとう。

　だって、自分たちが合宿所を占せん領りようしてしまったから、追い出されたサッカー部のことを心配して、様子を見に来たわけでしょ。

　それで悲鳴を聞いて、急きゆう遽きよここに駆けつけてくれたんだ、やさしいじゃん。

「ありがとうって言えば？」

　足を止めて私が宏にそう言うと、宏はカッと目を見開いた。

「負けただの、バカだの言われて、どーしてありがとうなんだっ!?」

　と、後ろで冷泉寺さんが、そっぽを向いたまま、ひと言。

「単たん細さい胞ぼう」

「何ぉっ！」

　宏は、いきり立って冷泉寺さんを振り返り、もう完全に私のことなんて忘れている。

　ああ、ほんとに単たん純じゆん。

　しかし考えてみりゃ、この二人って、タイプが逆なんだ。

　熱くて感情的な宏と、冷ややかで冷静な冷泉寺さん。

　うーむ、相性悪いかもね。

　そこに、荒あら々あらしい足音とともに光坂君が戻ってきた。

　鈴影さんを連れている。

「どうしたって？」

　低く響ひびきのいい声で言いながら、鈴影さんはドアの間から姿を現し、私の方へと歩いてきた。

　黒く艶つややかな髪、品のいい端たん正せいな顔立ち、涼すずしげな目、そして流れるような身のこなし。

　うっ、あこがれが近ちか寄よってくる！

　ときめかずにいられないっ!!

「ピアスが、刺さって、取れなくなったんです」

　光坂君が言って私を指さすと、鈴影さんはふっとこちらを向いた。

　瞬間、私は息をするのを忘れてしまった。

　翳かげりをおびて深く輝ががやくその眼まな差ざしと、いきなりまっ正面から見つめ合ってしまったものだから。

　そのあまりの美しさに、息ばかりじゃない、ほとんど何もかも忘れてしまったっ！

　ううっ、美しいっ!!

「え・・・」

　少し目を見開いて鈴影さんは言い、つかつかと歩み寄ってきて、私の耳に指を伸ばした。

「ちょっと、ごめん」

　ささやくような声とともに、繊せん細さいな感じの指先が私の耳たぶに触ふれ、彫ほりの深いその横顔が、もうちょっとで頰ほおに触さわりそうなほど近づいて、ふわっとミントの香りがした。

　私はもう、気が狂くるってしまいそうだった。

　今までは、せいぜい五メートルほど近づいたのが最大接せつ近きん距きよ離りだったのに、今はほとんど、十センチっ！

　ああ、ときめきが止まらない!!

「このピアス、どこにあった？」

　え・・・鈴影さんってば、知らなかったのかな。

　不思議に思いながら、私が机の引き出しを指さし、冷泉寺さんの持っている小箱のことを教えると、鈴影さんはギラッとその目を光らせた。

「冷泉寺、それを見せろ」

　突き出した鈴影さんの手の中に、冷泉寺さんは、ポーンとその箱を放った。

「いかにもあんたが好きそうなやつだね。裏打ちの革かわの装そう飾しよくから見て、作られたのはローマ帝国が東西に分ぶん裂れつした三九五年前後ってとこかな」

　うっ、さすがは才さい女じよ、見るとこが違う！

　と思ったその時、鈴影さんが、手の中でぎゅっとそれを握にぎりしめた。

「月光のピアスだ」

　えっ!?

「医者に行こう、早く！」

　驚く私の肩をいきなり抱き寄せて、鈴影さんは私を外へと連れ出し、私はただもうびっくりしたままだった。

　いったい何？

　月光のピアスって、何なのっ!?
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　私の肩かたを抱いたまま鈴すず影かげさんが外に出ると、別べつ棟とうの方から男の人たちがばらばらっと駆かけ寄よってきた。

　私は、びっくり！

　だって、この人たちって、誰だれ？

　家族にしちゃ、年ねん齢れいが皆みんな同じくらいでそろいすぎてるし、数が多すぎる。

　使用人とかにしては、黒いジャケット姿に細いネクタイって、変よ、変っ！

「九く段だんの、病院に行く」

　鈴影さんがそう言いながら玄げん関かん前につけられた車に私を乗せると、男性たちはいっせいにどこかに散ちっていった。

　あれ・・・。

　ポカンとしている私の隣となりに、鈴影さんが乗りこんできて、車は発進。

　敷しき地ち内ないを門に向かうかと思いきや、建物の脇わきに口を開けていた地下道へ。

　入ってみると、そこは駐車場で、たくさんの車が並んでいた。

　その中の一台が動き出し、私たちの車の前に入りこむ。

　さらに一台が、私たちの後ろにつき、その上、脇に停とまっていたオートバイも動き出して、私たちの車の両側についた。

　よく見れば、それを運転しているのは皆、さっきの男の人たちだった。

　私は冷ひや汗あせ、タラリ。

　だって、これって・・・何？

　まるで政せい府ふ要よう人じんか、皇こう室しつみたいな警けい護ごだけど、これはいったい、何っ!?

　答を求めて、私は鈴影さんを見た。

　でも鈴影さんが、ものすごく深しん刻こくな顔をして黙だまりこんでいたので、声をかけられなかったんだ。

　その態たい勢せいのまま道路に出て、走っていくと、隣りの車線を走っている車の中の人とか、道を行く人たちが皆、びっくりしたようにこっちを見た。

　恥はずかしいったら。

　でも鈴影さんは、動どうじる様子もない。

　何か考えこんでいるその横顔には陰かげがあり、胸が痛くなるほどきれいだった。
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　私たちの車が停とまったのは、大きな総合病院の門の前。

　げっ、こんな大きな病院じゃ、すごく待たされる。

　天てん吾ごや人じん吾ごが熱を出した時、大きな病院の方が安心だからって連れていくと、四時間待ちとか、普通だもの。

　鈴すず影かげさんってば、日本の医い療りようの実じつ態たいを知らないんだ、きっと。

　運転手さんが運転席から外に出て、急いで車の後ろをまわり、私たちの座すわっていた後こう部ぶ座ざ席せきのドアを開ける。

　鈴影さんは長い脚あしを伸ばして車から出て、私の方に向きなおった。

「さ、降りて」

　私は、このままもっと小さな病院に行った方がいいと言おうとした。

　その時、病院の門の脇わきの扉とびらから二人の男性が姿を現し、こちらに向かってきたのだった。

「お待ちしていました、レオンハルト閣かつ下か」

　閣下っ!?

「用意は整っております。こちらにどうぞ」

　鈴影さんはうなずき、私を振ふり返った。

「降りて。早く行こう」

　私は車を降り、鈴影さんと一緒にその人たちの後に続いた。

　そして信じられないことに、とてもきれいな診しん察さつ室しつに入り、たったの一秒も待たずに診察を受けたのだった。

　こんなことって、あるんだぁ・・・。

　信じられないのは、そればかりじゃなかった。

　検査をすると、たいてい、一週間後に来てくださいとか言われるのに、すぐその場で次々と検査結果が出てきたのだった。

　アゼンとしている私に向かって、医い師しが言うことには、

「実に信じられないことですが、ピアスは、耳の皮ひ下か組そ織しきにくいこんでいます」

　ひっ！

「これをはずすには、耳たぶを切せつ除じよ、つまり大きく切り取ってしまうしかありません」

　いやだぁっ！

　ブンブンと首を横に振る私の頭に、鈴影さんが手を置いて止め、医師に言ってくれた。

「耳を切らなければピアスが取れないということを書いた診しん断だん書しよを出してください。学校の了りよう解かいを取りたいので」

　それを聞いて私は、ちょっと感かん激げきした。

　鈴影さんが、そんなことまで気を使ってくれてるなんて、思わなかったから。

　でもよく考えたら、そんな場合じゃなかったんだよね。

　どーしよう、このピアス・・・。
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「こんなことになるなんて、お詫わびのしようもない」

　鈴すず影かげさんは、病院から私の家まで送ってくれ、別れぎわにそう言った。

　涼すずやかに美しいその眼まな差ざしで、私をじいっと見つめて、静かにそう言ったのだった。

「これは、ちょっといわくのあるピアスなんだ。本来なら、ドイツのミカエリス本家から外に出ることのない家か宝ほうだ。もちろん私が持ってきたわけではない。それがどうしてあの部屋にあったのか、不ふ明めいだ」

　そこでちょっと言葉を切って、鈴影さんは心配そうにその瞳ひとみを陰かげらせた。

「明日、帰国する予定だったが、延えん期きする。このままじゃ、帰れないからね」

　そう言われて私は初めて、鈴影さんにとってもこれは大変なことなんだと気がついた。

　私は、自分の耳にピアスがくいこんだってことしか考えていなかったけれど、鈴影さんにとっては、自分の家の家宝が、他人の体から離れなくなってしまったってことだものね。

　大変だ、これって！

「ごめんなさい」

　あの部屋に入ったりしなければ、こんなことにはならなかったと思って、私は、すごく気分が重くなった。

　責せき任にんを感じて。

　でも、夢のことは、言えなかった。

　自分の願がん望ぼうを知られるのが、恥はずかしかったから。

　だけど家宝となったら、返さなきゃならないよね。

　そうでなかったら、鈴影さんが困るもの。

　私は、勇気を出して言った。

「やっぱり耳を切って、ピアスをお返しします」

　そう言うと鈴影さんはちょっと笑った。

「それよりは、ピアスごと君をドイツに連れていく方がいいよ」

　涼しげなその瞳にあでやかな光が浮うかび、きらめいて私の心に刺さしこんだ。

「君が、それでいいなら、ね」

　私は、その甘あまやかな瞳に見とれ、返事もできないほど、うっとり。

　冗じよう談だんを言うような人には見えなかったけれど、言うこともあるんだなぁ・・・。

　そう思いながら、その美しさに魅み入いられて、じっと見つめていた。

「ああ、もう家に入った方がいい」

　視線を伏ふせて、鈴影さんはそう言った。

「道みち端ばたで話していると、目立つからね」

　私は、あわててうなずいた。

　私があんまりマジマジ見つめるものだから、鈴影さんは、きっと困ったんだ。

　でも目を伏せた鈴影さんも、思いを秘ひめている感じが伝わってきて、とても美しい。

　美青年だから、どこを向いても絵になるんだ、すごいなぁ。

「私の方でも、はずす方法を調べてみる。医学的に無理でも、別のやり方でクリアできるかもしれないから」

　え、それって、どういうことだろう。

　医学的じゃないとすると・・・非医学的ってことよね。

　もしかして、おまじないとか？

　いや、そんなの、鈴影さんの知ち的てきな雰ふん囲い気きと真ま逆ぎやくだし。

「じゃ、もし何かあったら、すぐ私に連絡してくれ。夜中でもかまわない。必ず、するんだよ、いいね」

　押しつけるようにそう言った鈴影さんは、とても真しん剣けんで、思いつめた表情をしていた。

　私はびっくりして、その苦しげな顔を見上げた。

　鈴影さんみたいに何でもできて、大人で、そしてすてきな人が、こんなに深しん刻こくそうにするなんて。

　そう考えると、私は急に恐こわくなった。

「このピアスのいわくって、何ですか」

　瞬しゆん間かん、鈴影さんはきゅっと眉まゆ根ねを寄よせ、潔けつ癖ぺきな感じのするその唇くちびるを強く結んで、私から視線をそむけた。

「言えない」

　艶つややかな漆しつ黒こくの前髪の奥、半なかば伏せられた長いまつ毛の下で、孤こ独どくの影かげを宿やどした黒い瞳が静かにまたたいていた。

　ああ鈴影さんは、秘密を持っている人なんだ。

　この時、私はそう思った。











[image: ]









「わぁ、夢ゆめ美みちゃん、ピアスしたんだあ。カッコいい！」

　これは天てん吾ご。

「ふーん、女ってへんなもん好きなんだなぁ」

　これは人じん吾ご。

　夕食の後片づけがすむと、私は二人をお風ふ呂ろに入れて、絵本を一冊読んであげて、二段ベッドに追いこむ。

　パパは企き業ぎよう戦士だから、帰りはたいてい真夜中すぎ。

「はい、おやすみなさい」

　パチンと電気を消して、子供部屋のドアをしめると、その後がやっと私の時間、ほっ。

　今日は、いっぱいいろんなことがあったもんねぇ、疲つかれた感じ。

　とにかくお茶でもいれて、夜食を作ろう。

　確か、シナモンがあったはず。

　シナモンティに、軽くアップルコンポート、アイスクリームの残りでチョコレートサンデーなんて、おいしそう。

　食べて気持ちを落ち着けてから、ゆっくり考えることにしよう。

　と、思ったその時、玄げん関かんのチャイムがピンポンパン。

「はい、どなた」

「オレ、高たか天ま」

　宏ひろしだった。

　あら、ちょうどいい、ごちそうしてあげよう。

　私は玄関の鍵かぎをあけて、スリッパを出しながら言った。

「入って。これから夜食を作るとこ。ついでだから食べてけば？」

「いらない」

　暗い声に驚おどろいて顔を上げると、宏が怒おこったように私をにらんでいた。

「合宿中、抜ぬけて来たんだ。すぐ帰る」

　そう言って、いったん唇くちびるをきゅっと結び、それから思いきったように口を開いた。

「昼間のボール、オレが蹴けったんだ」

　いつも陽よう気きで明るいその目を、自じ己こ嫌けん悪おの激はげしい光でいっぱいにして、宏は切りこむように私を見ていた。

「ごめん・・・」

　うっ、謝あやまってる！

　自分の非ひを認めることなんか、死ぬより嫌きらいな意い地じっぱりのくせに。

　私が驚いて、ついついじいっと見つめ返していると、宏はくっと顔をそむけた。

「マジに見るなよ、恥はずかしいだろっ！」

　日に焼けた横顔に、ブルーブラックの髪が乱みだれて振ふりかかって、きれいな影かげを落とし、とても精せい悍かんに見えた。

　ああ宏は、どんどん男らしくなっていくんだなあって思って、私は少し感かん激げきだった。

　手におえないガキ大だい将しようで、怒られると逃げ出してばっかりいたのに、自分から謝ってくるような潔いさぎよさを見せてくれるなんて、すごい。

　成長だわぁ、うん、うれしい。

「私は平っ気よ。でも鈴影さんの方が、大変な気がする。ま、とにかく上がんなさいよ、ね」

　言って私は立ち上がり、先に台所に入っていこうとした。

　瞬しゆん間かん、

「だって、オレのせいだろ」

　ぐいっと二にの腕うでをつかんで引き寄よせられ、私はぐらっとバランスを失うしなって、玄関の三た和た土きに立っていた宏の腕の中に、転ころがりこんでしまった。

「おまえ、ほんとはショックなんだろ」

　目を上げると、すぐ上に、熱い輝かがやきを浮うかべた宏の二つの瞳ひとみがあった。

「女って、ピアスが自分の運命変えるって信じてるんだろ。ごめん。オレ、何でもするよ。どうすればいい？」

　夢む中ちゆうでそう言う宏の、男の子らしい腕と胸の中にぎゅっと抱きしめられて、私はドキッとした。

　心臓が、はっきり音を立てそうなくらい、ドキッって。

　その直後だった。

「あ！」

　宏が叫さけんで、まぶしそうに目を細めた。

「今、そのピアス、光ったぜ」

　え・・・。

　私はびっくりして、宏の腕の中から体を起こした。

　その時、宏が突とつ然ぜん、ぎゅっと顔をしかめたかと思うと、片方の手で自分の喉のどを押さえたのだった。

「う・・・」

　その顔が、見るまに青ざめていく。

　宏は苦しげに身をよじりながら、ぎゅっと眉まゆ根ねを寄せ、両手でＴシャツの胸むな元もとをつかんで握にぎりしめた。

「どうしたのっ!?」

「何でも、ない・・・」

　ようやく動かしたその唇は、もう土つち色いろで、蠟ろうのように白くなった額ひたいには、びっしりと冷ひや汗あせが浮かび、震ふるえるように光っていた。

「ちょっと、何か、へんな気分・・・」

　息いき遣づかいが、どんどん荒あらくなっていって、宏はやがて、ハアハアと肩かたを大きく上下させてあえぎながら、玄関の壁にドッサリと寄りかかり、苦しげに目を閉じた。

　なんだか、すっごく調子悪そうっ！

「上がって、寝てきなさいよ」

　私が腕をつかむと、宏は強く首を横に振って、ぐらっと体を起こし、のめりこむような目でこっちを見た。

「大丈夫・・・家で休むからいい。また後で来るよ」

　そうして私の手を振り切ると、よろめいてドアにぶつかりながらそれを開け、外に出ていってしまったのだった。

　あんなに苦しそうなのに、いったいどこが大丈夫なのよ。

　もう意地っぱりなんだからっ！

　私は心配になって、後を追って玄関の外に出た。

　いつも宏が通り道にしている庇ひさしの下を通り抜けながら、彼の家との境さかいのフェンスの方に目をやる。

　宏はちょうど、その中ほどにあるドアをくぐるように通って、自分の家の芝しば生ふに一歩踏ふみこんだところだった。

　その瞬間、ぴったりと立ちすくみ、あえぐように空を仰あおいでＴシャツの襟えり元もとを引きちぎりながら、苦しげな声で叫さけんだ。

「うわあっ！」

　びっくりする私の前で、その均きん整せいのとれた体が一いつ瞬しゆん揺ゆらぎ、宏は弓ゆみなりにのけぞって、両手で自分を抱きしめた。

「あ・・・」

　全身をビクンビクンと激はげしく痙けい攣れんさせながら、くずれるように芝の上に膝ひざを突つき、ぎゅうっと眉根を寄せる。

「ああっ！」

　苦しげに身をよじりながら、息も絶たえ絶だえに芝生の上を反はん転てんする宏に、私が駆かけ寄ろうとしたその時、宏は、姿を変え始めた。

　その体の形が、変わっていったのだった。

　耳がとがり、掌てのひらが伸び、全身の骨がギシギシと音を立てながら変形していって、その骨こつ格かくは人間の形から動物の形へと変わり、体はしだいに銀色の長い毛でおおわれ始めた。

　目を見開いて立ちすくんでいる私の前で、宏は、そうして一匹の大きな犬になってしまったのだった。

　うっ！

　う～～っ！

　信じらんない、どーしよう!!

　私は息を吞のみ、目をこすり、ホッペをつねってみたけれど、そこにはもう、私の知っている宏はおらず、破やぶれた服と、一匹の大きな銀色の犬がいるばかりだった。

　こっ、こっ、こっ、これが宏だなんて・・・信じらんない！

　目の前で見てても、とても、信じる気になれないっ!!

　私が呆ぼう然ぜんと立ちつくしてると、銀の犬になった宏が、ふっとこっちを振り返った。

「おい、オレ、どうなったんだ!?」

　ひっ、しゃべってるっ！

　私は、とてもじゃないけど答える気になれず、宏を手て招まねきして家まで連れてきて、玄関の鏡かがみに映して見せてやった。

　宏は、目を見開いて自分の姿に見入っていたけれど、やがて大きくうなだれて言った。

「なんで、オレが狼おおかみなんだよぉ・・・」

「え、犬じゃないの？」

　私が言うと、宏はムッとしたようにこっちをにらんだ。

「この目を見ろ、この牙きばもっ！　それに第一、この体たい毛もうだ。一本一本が枝えだ分わかれしてるだろ。これは狼の証しよう拠こだ」

　へえ、狼って枝毛なんだぁ。

「今度、トリートメントするといいわよ」

　すると宏は、前足をヒョイッと上げて、ゴインと私をぶった。

　わーん、狼のくせに、人をぶつなっ！

「なんで、いきなり、こんなになっちまったんだ」

　宏の瞳の中で、いらだたしげな光がまたたいた。

「原因は何だ、どーしてなんだっ!?」

　私はそれより、宏のこれからのことを思って、心配した。

　こんなになっちゃって、この先いったい、どうなるんだろう・・・。

「やっぱり、家に帰って、パパとママに説明するよりないわよねぇ」

　私がそう言うと、宏は牙をむいて怒った。

「言えんっ！　親に弱みを握にぎられるのは、いやだっ!!」

　へんなの。

「じゃ、とにかく上がりなさいよ。お茶でも飲みながら、善ぜん後ご策さくを考えよう。学校のこともあるしさぁ。部活のコーチには電話をかけて、親が急きゆう病びようだから家に戻りましたって言っとけばいいよ」

　宏は、力なくうなずいた。

「おまえって、悪わる知ぢ恵え、働くのな」

　あら、これは主しゆ婦ふとして必要な生活の知恵。

「そうさせてもらう・・・」

　宏はそう言い、そのまま居い間まに入りこもうとした。

　私はあせって、台所から雑ぞう巾きんを取ってきて、宏の前に置いた。

「足はよく拭ふいてね。毛を落としちゃいやよ。せっかくきれいに掃そう除じしてあるんですからね」

「うるせーな、おまえって」

　えーえー、あんただって自分で掃除する立場になったら、充じゆう分ぶんうるさくなるわよ、ふん。

　そうして私は、宏を自分の部屋に入れておいて、庭に服を取りに行ってきた。

　それはビリビリに裂さけていて、もう着られそうもなかったけれど、でも放っておいたら、宏のパパやママがびっくりするもんね。

　自分の息子むすこの裂けた服が庭に放り出してあるのなんて見たら、大おお騒さわぎよ、きっと。

「すっげえ、ボロボロ・・・突然、息ができなくなってさ、体中がものすごく熱くて、苦しくて、思わず引きちぎらずにいられなかったんだ」

　宏の言葉を聞きながら、私は自分の部屋を出て、隣となりの台所に入り、紅茶をいれてきた。

　それをトンと宏の前に置くと、なんと彼は、目をむいて怒ど鳴なった。

「おまえっ、オレにこれを飲めって言うのかっ!?」

　あら、いけなかったかしら、ボールに入れちゃ。

　だって、ねぇ・・・その口の大きさじゃ、紅茶カップで飲んだら、脇わきからこぼれるもん。

「まさか、今夜は床ゆかの上で寝ろなんて言うんじゃねーだろーな」

　ジロッとにらまれて、私は困った。

「我が慢まんしなさいよ。明日になったら、ちゃんとした犬小屋を買ってきてあげるから」

「オレは、ベッドじゃなきゃ寝ないっ！」

　だってベッドは一つしかないしさ。

「一緒でいい」

　私は、いやだっ！

「あんたは、床の上っ！」

　いったんはそう言って、私は脱だつ衣い所じよでパジャマに着替えてき、自分のベッドにもぐりこんだ。

　でも、床に寝そべって前脚の上に頭をのせ、恨うらみがましい目つきでこっちを見つめる宏がどうにもかわいそうになって、しかたなく、ちょっと起き上がって言った。

「いいわよ、入っても」

　宏はパッと顔を輝かがやかせて、すぐベッドの上に飛び乗り、脇にもぐりこんできた。

　その銀色の毛は、羽みたいに柔やわらかで、そしてとてもなめらかで、きれいだった。

「へえ、わりと毛け質しついいのね」

「ウール百パーセントだぜ、きっと」

　笑いながらそう言って、宏はちょっと口をつぐみ、その鋭するどい目に、ふっとまじめな光を浮かべた。

「オレ、ずっとこのままなんだろうか・・・」

　私は胸を突つかれ、何とか慰なぐさめようとして、言った。

「病気かもしれないから、明日になったら、お医者さんにみてもらおうよ」

　宏は大きくため息をついて、横を向いた。

「獣じゆう医いにかよ・・・」

　すねないでよぉ。

「でも、おまえと一緒のベッドで寝られるのは、超・ラッキィかもな」

　え？

「オレんちから、おまえの部屋の電気が見えるんだ。それがふっと消えたりすると、ああ今、寝たんだなあとか思って」

　言いながら宏はベッドにうつぶせになり、斜ななめに私を仰いだ。

「何となく、こう、すっごくアブない気分になってさ」

　その瞳が、熱く甘あまやかにきらめいて、私は胸がドキッとした。

「あ、おまえのピアス、また光ってる」

　そう言われて、私が耳に手を当てたその時、宏は叫び声を上げながら大きく体をのけぞらせた。

　全身を引きつらせ、苦しげにシーツを強くつかんで、あえぎながらベッドの上を反はん転てんし、タオルケットと一緒にそこからすべり落ちながら、元に戻っていった。

　元の、人間の体に！

　それがすっかり終わるまで、私は息を吞んで見つめていたけれど、終わった直後に、大だい悲ひ鳴めい。

　だって、ヌードなんだものっ！

「バカやろー、見るなっ！」

　まっ赤かになって宏は、タオルケットにくるまりながら、そこから日に焼けた形のいい腕を伸ばして、私の耳を指さした。

「そういえば、さっきも光ったんだ、それっ！　そいつがおかしい!!」

　瞬間、私は思い出した。

　鈴すず影かげさんが、このピアスのことをすごく心配していたこと。

　それから、さっきも胸がドキッとして、これが光ったこと。

　今も、よ。

　そうして宏は狼になり、元に戻ったんだ。

　じゃ私がドキッとするたびに、これが光って、宏が変わるの!?

　と思ったとたんに、

「夢美ちゃん、おしっこ」

　声とともにドアがパッと開いて、天吾が入ってきた。

　ドキッとする私の前で、天吾は私を見、それからその目をまん丸にして、裸はだかの宏の方を見、乱みだれたベッドを見た。

　ひえぇぇっ、パパに言われたら、どーしようっ！

　私はぎゅっと目をつぶり、なんとか言い訳わけしようと知恵をしぼった。

　が、何にも浮かんでこなかった。

　わーん、もうだめだっ！

「あれ、夢美ちゃん、いつ、犬買ってきたの？」

　へっ!?

　驚いて、天吾の視線の先を振り返れば、タオルケットの中で、宏は狼になっていた。

　あ・・・さっきのドキッで変わったんだ。

　ああ危き機き一いつ発ぱつね、恐こわかったっ!!

「銀色の犬だね。ペンキで染そめたの？　ボク、触さわってみたい」

　そんな天吾を、私は何とかごまかしながら、トイレに連れて行き、もう一度寝かしつけた。

　そうして部屋に戻ってくると、今度は宏をタオルケットでおおっておいて、もう一度ドキッとしてみようとした。

　たぶん、それで元に戻れるはず。

　ところが、ところがあっ！

　できなかった。

　ドキッっていうのは、やろうとしてもできないものらしい、自然のメカニズムなんだ、きっと。

　となったら、宏の協力を仰ぐしかない。

「ねぇ宏、私をドキッとさせて。そうすれば、あんたは元に戻れると思うから」

　瞬間、宏は一気に私に飛びかかり、押し倒たおされて私は、その熱い息や、大きな牙を目の前にして、どっきんっ！

　きゃあっ、食われるっ!!

　とたんに宏は叫び声を上げ、私の上でのけぞって、大きくあえぎながら胸を押さえ、床の上を転げまわった。

　私はあわてて立ち上がって、彼の上にタオルケットをバサッ。

　宏はその下で、モゴモゴと人間に戻っていき、やがてズボッと顔を出した。

「おまえっ、もう一生、ドキッとするなよっ！」

　と言われても・・・。

　悪いのは私じゃない、このピアスだって。

　そう思いながら、はっと気がついた。

　何で、私は変わらないのに、宏は変わるんだろ。

　私がそう言うと、宏はちょっと首をかしげた。

「変わるヤツと変わらないヤツがいるのかなあ」

　少し考えこんでいて、それからふっとその目を輝かせる。

「あの部屋にオレたちが飛びこんだ時、そのピアス、すっげえ光り方してただろ。考えてみれば、あれからオレ、ずっと体の調子がおかしかったんだ」

　私はゴクンと息を吞んだ。

　ということは・・・あの時、あの虹にじ色の光が原因で、この反応が出てるのかもしれないってこと？

　そうだとしたら、あの部屋に入ってきた二人、光こう坂さか君と冷れい泉せん寺じさんも、やっぱり同じかもしれないよね。

「宏、鈴影さんちに行こ！　相談しようよ、それしかない」
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　夜は、少しずつその闇やみを深めていた。

　聖せい樹じゆはシャワーブースから出て、濡ぬれた肩かたにバスローブを引っかける。

　頭からタオルをかぶり、髪をぬぐいながら執しつ務む室しつのドアを開けた。

　パソコンの前に座すわり、電源を入れてから、まず小集ロ会ツ所ジ内のセキュリティに目を通す。

　問題がないとわかると、騎き士し団だん本部に接続した。

　瞬しゆん間かん、液えき晶しよう画面に、思ってもみない表示が浮うかび上がる。

「アクセス不ふ能のう」

　考えられないことだった。

　聖樹は唇くちびるを引き結び、頭からかぶっていたバスタオルをつかんで、部屋の隅すみにある籐とうのカゴに放り投げた。

　もう一度、総そう帥すいのアドレスと暗あん証しよう番号を入力し、送信する。

　しかし、今度も同様だった。

「アクセス不能」

　こんなことがありうるだろうか。

　総帥のコードは、万ばん能のうのはずだった。

「銀の薔ば薇ら騎士団」本部コンピュータの、もっとも奥まで入っていけるのだ。

　こんなことは、今まで一度もない事じ態たいだった。

　信じられなくて、もう一度試みる。

　しかし、画面は変わらなかった。

　いくつかある総帥コードをすべて打ちこんでみても、依い然ぜんとしてアクセス不能が続く。

　聖樹は、音を立てて椅い子すの背もたれに寄よりかかり、両手で髪をかき上げながら天てん井じようを仰あおいだ。

　ミカエリス家宝ほう物もつ殿でんに収しゆう蔵ぞうされているはずの七しち聖せい宝ほうの一つ、月光のピアスが、なぜ日本の、この小集ロ会ツ所ジ宿泊施し設せつにあったのか。

　宝物殿に出入りした人物のデータをチェックし、その中から怪あやしげな人間をリストアップして本部に拘こう束そくする手続きを取り、帰ったらすぐ取り調べたいと考えてアクセスしているというのに、いったいどうしたというのだろう。

　聖樹は、電話機を取り上げる。

　リーザに聞いてみようとしたものの、あせっていたせいか、携けい帯たい電話ではなく本部の電話番号をダイヤルした。

　すぐに気づいたが、まぁこのまま呼び出せばいいだろうと思った。

「はい、『銀の薔薇騎士団』本部、明かりの騎士ブラウエンです」

　聖樹は名前を名乗り、リーザを呼ぶように命めいじる。

「リーザ・オルデンブルクは、長ちよう期き出しゆつ張ちよう中ちゆうですが」

　聖樹は、目を見開いた。

　そんなはずはない。

　昨日きのうまで聖樹は毎日、リーザの携帯電話にかけて騎士団内部の動きを聞いていたのだ。

「主張先は？」

　たずねると、キーを打つ音が聞こえ、やがて思ってもみない答が返ってきた。

「極きよく東とう地ち区く、日本です」

　聖樹は、息を吞のむ。

　日本にいる？

　そんな、バカな。

「誰だれの命令だ」

　再びキーを打つ音が聞こえた。

「命令権者の名前は、記入されていません」

　何だ、それは・・・。

「おかしいですね。入力ミスかもしれませんが、これ以上は、私の手元ではわかりかねます。このお電話を、上位騎士のどなたかにおつなぎいたしましょうか。『聖都カドツシユの騎士』アクスクー様か、長老ゲローン派全体会議議長シュバインフルト様でしたら、事情がおわかりになるかと思いますが」

　聖樹は、断ことわって電話を切った。

　あの二人に聞いても、正しい情報は期き待たいできない。

　すぐさま出入国管理事務所に電話をつなぎ、所長を呼んで、リーザの出国について調べさせた。

「ええ、出国しています。一カ月前ですね。行き先は、日本です」

　一カ月前と言えば、聖樹がドイツを発たった日だった。

　ミカエリスの空港から飛び立つ時には、リーザの見送りを受けたのだ。

　では、あの後すぐリーザは日本に向かい、ずっと滞たい在ざいしているというわけか。

　いったい誰が、そんな命令を出したのだ。

　何のために!?

　高くなっていく鼓こ動どうを抑おさえ、聖樹はリーザの携帯にかけてみる。

　しばらく呼び出し音が鳴って、リーザの声がした。

「ああ、聖樹か」

　いつもの調子だった。

「何か、変わったことはないか」

　そう聞くと、リーザはちょっと笑った。

「こっちは平常通りだ。ついに一カ月目だな。まぁ無事にすぎてよかったよ。明日、本部で会えるのを楽しみにしてる」

　同意しながら聖樹は、電話を切る。

　胸に、暗い渦うずが広がった。

　あいつ、誰の命令で動いているんだ。

　私を欺あざむいて、日本で何をしている!?

　疑ぎ念ねんが一気に胸に流れこんできて、頭を混こん乱らんさせた。

　ふと、憲けん章しようの命令伝でん達たつの条じよう項こうが脳のう裏りをよぎる。

　騎士は、自分より上位の騎士、および組織の命令を受ける。

　リーザは総帥直ちよく属ぞくだったが、非常時には他からの命令を受けることもあった。

　何か、非常事態でも起こったのか。

　それでアクセスも、できなくなっているというわけか。

　だが、昨日までは正常だった。

　リーザの動きの方は、聖樹の出発の日からであり、その命令はそれ以前、つまり聖樹がまだミカエリス家にいる時点で発せられているはずだった。

　二つは、別物だ。

　聖樹は慎しん重ちように記き憶おくをたどり、それを溯さかのぼる。

　やがて、長老ゲローン派全体会議議長の言葉を思い出した。

　聖樹の作った新条項に対し、対たい抗こう措そ置ちを取ると言っていたのだ。

　それが、これか。

　長老ゲローン派全体会議は、いくつかの非常組織を結けつ成せいすることができる。

　その組織が、リーザを召しよう喚かんするというのは、ありうることだった。

　そうだとすれば、騎士団のコンピュータに命令権者の名前が記入されていないのもわかる。

　それは、極ごく秘ひで下される命令なのだ。

　総帥にも報ほう告こくされない。

　聖樹は、別れを告つげるかのようだったリーザの眼まな差ざしを思い浮かべる。

　あれはもっと前、総帥就しゆう任にんの宣せん誓せいの折のことだったが、つながりがあるかもしれない。

　あの時、リーザを連れていった二人の騎士の顔を思い浮かべ、騎士団名めい簿ぼで調べようとして聖樹はパソコンのキーをたたいた。

　アクセス不能の文字が浮かび出る。

　思わずキーボードに、両手をたたきつけた。

　オレは嫌いやだと絶ぜつ叫きようしていたリーザの声が胸によみがえる。

　あれは、このことだったのだろうか。

　さまざまな疑問が頭の中で煮にえ返り、収しゆう拾しゆうがつかない。

　聖樹は大きく息を吸すいこみ、静かに吐はいて、混乱する気持ちを静めようと努つとめた。

　落ち着け、落ち着けと自分に言い聞かせる。

　真っ先にしなければならないことは、何だ？

　まずアクセス権の回かい復ふく、そして月光のピアスがなぜここにあるのかについてはっきりさせることだ。

　このままの状態が続き、本部で月光のピアスの消しよう失しつが明らかになれば、総帥が持ち出したと言われても釈しやく明めいできない。

　リーザのことは、その後にするしかなかった。

　再び本部に電話をかけ、情報局に接せつ触しよくして、新しいコードを手配させる。

「了りよう解かいいたしました。新しいアドレスと暗証番号をこれから申し上げます。このコードは、三分後から使用可能です」

　聖樹は電話を切り、息をついた。

　これでパソコンが使えると考えて、いく分ほっとする。

　七聖宝が収蔵されている宝物殿のセキュリティは完かん璧ぺきで、外部の者が持ち出すことは不ふ可か能のうだった。

　だが前当とう主しゆ暗あん殺さつ未み遂すい事件においてもそうだったように、ミカエリス家および騎士団の警けい備びは、外に対しては厳きびしいものの、内部に甘あまい。

　宝物殿金庫も、上位騎士ならば開くことができた。

「総帥、先ほどご依い頼らいのあったリストをお持ちしました」

　ノックの音とともに声がして、騎士が来訪者リストを持ってくる。

　この小集ロ会ツ所ジに出入りする人物は全員、監かん視しカメラにとらえられると同時に、案内係に用件をチェックされ、一覧表に掲けい載さいされるのだった。

　月光のピアスは、いつからあの机の中にあったのか。

　また誰が、それを持ちこんだのか。

　聖樹はリストを受け取り、目を通す。

　めくっていくと、今日の訪問者の欄らんに、叔お父じドランドの名前があった。

　今け朝さ、家族を連れてきて小集ロ会ツ所ジ内を案内し、食堂で休きゆう憩けいして帰っている。

　もちろん、ピアスが入っていたあの机の部屋にも出入りしていた。

　聖樹は、胸にわだかまっていた疑問が溶とけていくような気持ちになる。

　叔父なら、宝物殿から「月光のピアス」を持ち出すことができた。

　それを持って日本まで来て、机に入れることも、もちろん、できる。

　何のために？

　決まっている、騎士団の秘ひ宝ほうを総帥が簒さん奪だつし、日本に運んで処しよ分ぶんしようとしていたとの嫌けん疑ぎをかけるためだ。

　あの机に入れておき、騎士の誰かに発見させ、本部に報ほう告こくさせれば、総帥の仕し業わざにすることは可能だった。

　そのくらいのことなら、あの叔父にも充じゆう分ぶんできるだろう。

　犯はん行こうと同時に本部のコンピューターへのアクセスを遮しや断だんし、こちらが情報をつかめないようにしたのだ。

　聖樹はもう一度、来訪者リストに目を通す。

　出入りしたのは、叔父の他には日本人騎士ばかりで、ミカエリス家の宝物殿に出入りできる人物は見当たらなかった。

　上位騎士の誰かが宝物殿から月光のピアスを持ち出し、それを日本人騎士に依頼してこの家に持ちこませたという可能性もないではなかったが、極秘を要することであり、やたらな人物に頼たのむわけにはいかない。

　ここはやはりドランドを使ったと考える方が自然だった。

　聖樹は舌した打うちし、騎士を呼びつける。

「黄おう金ごんの騎士ドランドを呼び出せ。今すぐだ」

　出ていく騎士を見送って、パソコンに向きなおった。

　新しいアドレスと暗証番号を使い、本部のコンピュータに接せつ続ぞくする。

　一瞬、パソコンの液晶画面がまたたき、やがて文字が浮かんだ。

「アクセス不能」

　今、受けとったばかりのコードでもダメだということは、妨ぼう害がいは完璧なのだ。

　聖樹は、アクスクーの顔を思い浮かべる。

　彼の命令がなかったら、ここまではできないだろう。

「申し上げます」

　先ほどの騎士が戻ってきて報告した。

「黄金の騎士ドランド様は、すでにドイツにお戻りになっています。本部にも連絡して確かめました。帰国された後のち、休きゆう暇かを取っておられるとのことで、本部にはいらっしゃいません」

　聖樹は、奥歯をかみしめる。

　この状態では、リーザは使えない。

　早そう急きゆうにミカエリス家に戻り、自分で調べるしかなかった。
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「遅くにすみません。私、佐さ藤とう夢ゆめ美みといいます。鈴すず影かげさん、いらっしゃいますか」

　鈴影家の門についていたドアフォンを押して、私はそう言った。

「ちょっと、お話があって」

　ドアフォンに出たのは、男の人で、相変わらず鈴影さんとの関係はわからない。

　う～ん、不思議な家だぁ。

「どうぞ、お入りください」

　そう言われて門を入り、宏ひろしと一緒に広い庭を歩いて、玄げん関かんに到とう着ちやく。

　そこにはやっぱり一人の男性がいて、私たちを客間に案内してくれた。

「お客様がご到とう着ちやくです」

　客間には、低いテーブルと、それを囲むように革かわのソファが置いてあって、もう鈴影さんが座すわっていた。

　寝ていて起こされたっていう感じではなく、ずうっと起きていたみたいな、冴さえた表情だった。

「レオン・・・あの・・・信じられないだろうけれど」

　宏はソファに浅く腰こしかけ、大きく開いた両りよう脚あしの上に肘ひじをつき、両手の指を落ち着きなくからませながら、言いにくそうに切り出した。

「オレ、変身するんだ」

　鈴影さんは、その涼すずしげな目をわずかに見開いた。

「ピアスのせいか」

　私はうなずいた。

「みたいです。私が、ドキッとすると光るんです。それで宏が変わって、もう一度光ると元に戻るの。もしかして、あの時一緒にいた光こう坂さか君や冷れい泉せん寺じさんも、そうなんじゃないかと思って・・・」

　鈴影さんは静かに立ち上がり、サイドテーブルに歩み寄よると、その上の電話に手を伸ばした。

　そして別べつ棟とうで合宿していた光坂君を呼びつけたのだった。

　彼は二分ほどで、息を切らせて飛びこんできた。

　ユニフォームのままだった。

「レオンさん、どうかしたんですか。あれ、高たか天まさん、夢美ちゃんも、何でここにいるの」

　私は、ちょっと口をつぐんだ。

　だってねぇ、話せば長い話なのよぉ・・・。

　鈴影さんは、今度は学校の合宿所にいる冷泉寺さんにかけて、すぐ来いと呼びつけた。

「冗じよう談だんじゃない！　何時だと思ってんだ」

　冷泉寺さんの不ふ愉ゆ快かいそうな声がこっちまで聞こえてきた。

「明日、行く。それでいいだろ」

「今、来るんだ」

　低く静かに言って、鈴影さんはガチャンと受話器を置いた。

　うっ、ずいぶん高こう圧あつ的てき。

　私がびっくりしていると、それに気づいて鈴影さんは、ちょっと笑った。

「亡くなった私の母が、冷泉寺の父親の友人だ。小さな頃は、よくドイツに遊びに来て私の家に泊とまっていた。六歳前の話だけどね」

　ふうん、幼おさな馴な染じみなんだ。

　私と宏みたいな関係なんだね。

「さて冷泉寺が来たら、君にドキッとしてもらわなけりゃならないが・・・どうすれば、ドキッとしてくれるのかな」

　そう言いながら鈴影さんは、その涼しげな瞳ひとみだけを、ちらっと私に向けた。

　一いつ瞬しゆん、斜ななめにきらめいたその眼まな差ざしの、あまりの美しさ、色っぽさに、私は一気にドッキン。

　直後に宏が、

「うわあっ！」

　悲ひ鳴めいを上げて変わり始め、同時に光坂君も、ビクッと体中を痙けい攣れんさせ、両りよう腕うでで自分を抱きしめながらソファから転ころがり落ちた。

「ああっ！」

　ぎゅっと眉まゆを寄せ、目をつぶり、きれいな唇くちびるを開けて荒あら々あらしい息をくり返しながら、彼はびっしりと冷ひや汗あせを浮うかべ、苦しげに身をよじり、絨じゆう毯たんの上で反はん転てんした。

「ああ！」

　透すきとおりそうなほど色白で、繊せん細さいな光坂君が、身もだえして苦しんでいる様子は、今にも壊こわれてしまいそうなほど痛いた々いたしくて、私は目をそむけずにいられなかった。

　宏の場合は、日に焼けてセンが太くて丈じよう夫ぶそうだから、まだいいんだけどね。

　光坂君は、もう、かわいそっ！

　ごめんね。

　責せき任にんを感じる私の前で、宏がすっかり狼おおかみになってしまう頃、光坂君も、ほぼ変身を終えた。

　それは、輝かがやくようなエメラルド色の、猫ねこだった。

　つぶらな瞳が、とってもかわいい日本猫。

　体は小さくて、狼の宏の半分ほどしかない。

「猫ぉっ!?」

　宏がそう言い、光坂君はびっくりして自分を見下ろし、それから鏡かがみに映してみて、完全絶ぜつ句く。

　その時、ゴンゴンとノックの音がし、ドアがガタンと蹴け飛とばされて開いた。

「来たぜ」

　ふてくされた様子で、ゆらっと姿を見せた冷泉寺さんの彫ほりの深い顔には、黒く光るサングラス。

　オレンジ色のタンクトップの上から黒いアウターをはおり、色の抜ぬけたジーンズに長い脚を包んで、ドサッと扉とびらに寄りかかった。

「犬や猫と遊んでないで、早く用を言え」

　うっ、ドキンとするほどカッコいい！

　瞬間、彼女は両手を上げて自分の髪の中に突つっこみ、頭をかかえこむようにしながら体をくねらせ、声を上げて変身した。

「うわっ！」

　宏と光坂君が元に戻っていくその間に、冷泉寺さんが成なったもの、・・・それは純じゆん白ぱくの鷹たかだった。

　鷹よ、タカ、鳥の鷹っ！

　どこからどこまで、まっ白。

　あまりにも白すぎる氷や雪が、ほのかに青みがかって見えるのと同じで、薄うすいブルーに見えるほど純じゆん粋すいに白い鷹。

「狼に、猫に、鷹か。いちおう、わかったよ」

　大きくため息をつく鈴影さんの隣となりで、冷泉寺さんが目をむいた。

「何の話だ!?」

　そんな彼女の肩かたを、鈴影さんがなだめるように抱いて、鏡の前まで連れていった。

　その向こうでは、光坂君と宏が、あせって服を取り合っている。

「高天さん、それ、僕のだっ！」

「いーじゃないか、貸せよっ！」

　宏は、自分の体より大きく変身するから、服が裂さけてしまうんだけど、光坂君は半分ぐらいに小さくなるわけで、ちゃんとそのまま着られて便べん利り。

　一方、冷泉寺さんは鏡の前で息を吞のみ、信じられないといったように、翼つばさを上げたり、足を上げたりして、それが確かに自分であることを確かめ、自分自身に納なつ得とくさせると、ギッと私に向きなおった。

「さっき、一瞬光ったそのピアスの中に、何か仕し掛かけがあるんだろ」

　つんとくちばしを突きつけられて、私は困った。

「いえ・・・あの、私がドキッとすると、自然に光って皆みんなが変身するみたい」

　すると冷泉寺さんは、体の前で、腕を組むみたいに翼を重ね合わせ、冴さえ冴ざえとしたその瞳を静かに光らせた。

「心臓がドキッとした時、体内ではノルアドレナリンが分ぶん泌ぴつされる。ノルアドレナリンには、血けつ管かんを収しゆう縮しゆくさせる作用があるんだ。そのピアスは、耳の皮ひ下か組そ織しきにくいこんでいるように見えるから、血管の収縮に反応して光るのかもしれない。すぐ、父の研究所に持ちこんで研究してみよう。耳を切れ」

　ひえっ！

　びくっと体を縮めた私の前に、鈴影さんがすっと立ちふさがって、止めてくれた。

「私からも説明したいことがある。その前に、おまえを元に戻そう。高天、光坂、外に出てろ。ああ私の部屋に着る物があるから、行って着てこい」

　そうして二人が部屋を出ていくのを確認してから、鈴影さんは自分の麻あさの半はん袖そでシャツを脱ぬいで、冷泉寺さんへと放った。

「着てろ」

　その瞬間、私は見たのだった。

　半はん裸らになった鈴影さんのたくましい肩から斜ななめに、細い革の帯がぴっちりと締しめられていて、その脇わきの下に吊つってあるホルスターに、美しい銀色の鞘さやの短たん剣けんが差しこまれているのを。

　うっ、すごいっ！
















　カッコいいわ、まるで騎き士しみたい。

「それ、短剣でしょう!?」

　私が聞くと、鈴影さんはちょっと目を伏ふせた。

「ああ、銀の剣。代々、ミカエリス家に伝わっている当とう主しゆの印しるしだ。今は私が当主だからね。家か訓くんで、いつでも身につけてなけりゃいけないことになってる」

　へえ、そうなの。

「鈴影さんの先せん祖ぞは、貴族か騎士だったの」

　私が言うと、冷泉寺さんがムッとしたようにこちらをにらんだ。

「そんな小こ者ものじゃない。先祖は、神しん聖せいローマ皇こう帝ていだ。愚おろか者ものっ！」

　え・・・すごい！

　びっくりしながら私は、細かな薔ば薇らの模も様ようを浮き彫ぼりにしたその短剣が、みごとに似合う鈴影さんの均きん整せいのとれた美しい体に見とれた。

「佐藤、ちょっと、ごめん」

　いきなりそう言って、鈴影さんは長い指を伸ばして私のあごにからめ、くいっと私の顔を上うわ向むけた。

　え・・・。

　と思った瞬間、鈴影さんは、その頰ほおを斜めに傾かたむけて私に近づけ、なんとキッ、キスしようとしたっ！

　アップになった長いまつ毛の下で、影かげを宿やどした瞳が、うっとりするほど甘あまやかにきらめいて、私は頭の芯しんまでドッキンっ！

「オッケイ」

　ポンと肩をたたかれて、はっと我われに返って振ふり向くと、もう冷泉寺さんは人間に戻っていて、大きく息をつきながら鈴影さんの麻のシャツを着ているところだった。

　うっ、くやしいような、ほっとしたような・・・気分複ふく雑ざつ。

「くっそ、頭がガンガンする。シャワー借りるぜ」

　首を横に振りながら冷泉寺さんは、髪を大きくかき上げて、部屋から出ていった。

　部屋に残ったのは、私と鈴影さんだけ。

　私は、思いきって聞いてみた。

「このピアスって、どういうピアスなんですか」

　鈴影さんは、ふっと真しん剣けんな表情になって、その目を暗く輝かせ、立ち上がった。

「おいで」

　彼の後について、私は長い廊ろう下かを通り、いくつもの角かどを曲がって、その建物の一番奥の部屋に入った。

　そこは図書室で、壁には可か動どう式しきの本ほん棚だなが並べられ、窓に向かって机が三つあった。

　本棚の中から鈴影さんが取り上げたのは、一冊の黒い革表紙の本。

　タイトルを書いてあるらしい金きん張ばりの装そう飾しよく文字は、所々がはげ、古い紙は枯かれ葉はのような茶色をしている。

「何て書いてあるの？」

「悪あく魔まの鍵かぎ」

　そう言って鈴影さんは、ゆっくりとそのページを開けた。

「著ちよ者しやは、アルベルト・フォン・ボルシュタット。一一九三年生まれの哲てつ学がく者しやで、バイエルン司し教きようをつとめていた。弟で子しには、トマス・アキナスがいる。『神しん学がく大たい全ぜん』を出したスコラ哲学者だ」

　う・・・ん、聞いた気もするけど、忘れた。

　私、結けつ構こう、横文字に弱いから。

「我わがミカエリス家は、悪魔関係の蔵ぞう書しよコレクションにかけては、世界でも有名なんだ。ここにあるのは写本コピーだけどね。それでも一六〇〇年代のものだ」

　へえ。

「たくさん出ている悪魔研究書の中でも、この『悪魔の鍵』は、非常に信しん憑ぴよう性せいの高いものとされている。この中に、その『月光のピアス』のことが書かれている。読むから聞いてくれ」

　私はうなずいて、鈴影さんの美しい眼差が、その横文字の上をたどっていくのを見ていた。

「『月光のピアス』とは、ムーンストーンで作られ、金で細さい工くをされた満月色のピアスである。これは別名、呪のろいのピアスとも呼ばれ、自分の心臓の血の中にひたすと、呪いをかけることができる。呪いがかかっている時には、このピアスは血色をしている」

　私は、ゴクンと息を吞まずにいられなかった。

　だって今、これって、血色だもんっ！

　ってことは、呪いがかかってるってことだ。

「この呪いを止めることのできるものは、祝しゆく福ふくされた聖せい櫃ひつと、その蓋ふたを閉ざす聖なる五ご角かく星せいである」

　その時、私は思い出した。

　そういえば、このピアスの入ってた箱には、五角の星形の描かれた紙が貼はってあったんだっけ。

　あの星と箱とが、呪いを止めてたんだ。

　だとすれば、もう一度、あの箱の中に入れてしまえば、止まるかも。

「しかし、この聖櫃と聖なる五角星で閉ざされていたものが、ひとたび破やぶられた時には、もう何をもってしても、この呪いを止めることができない」

　うっ！

「その時、ピアスは七色の光を放ち」

　そーよ、放った、虹にじみたいに光ったもんっ！

「その光を浴びたすべての者は、呪いの成じゆう就じゆに協力させられる」

　ゾクッ！

「ピアスが七色の光を放ってから十五日後に、呪いは必ず達たつ成せいされる」

　十五日っ！

「またこのピアスをした人間の心臓の血は、あらゆる者に永遠の命を与える」

　読み上げながら鈴影さんは一瞬、鋭するどい視線を私に投げた。

「つまり君は、あらゆる者から心臓の血をねらわれるってことだよ」

　ゾゾゾォ～っ！

「月光のピアスの呪いを解とくことができるのは、七つの聖せい宝ほうか、あるいは呪いをかけた本人の、解けろという言葉だけである」

　は・・・七つの聖宝って何っ!?

　呪いをかけた本人って、誰っ!?

　そもそも呪いって、いったい何なのっ!?

　パニックを起こしそうな私の前で、鈴影さんは、パタンと本を閉じた。

「あの三人が変わるのは、たぶん、このピアスにかかっている呪いのせいだ」

　私は、カラカラになった喉のどを一生懸けん命めいに押し広げて声を出した。

「誰だれが、どんな呪いをかけてるの？　七つの聖宝って、何っ!?」

「頼たのむから、落ち着いてくれ」

　そう言って鈴影さんは、私を椅い子すに座らせ、自分はそばに立って身をかがめ、私と目の高さを同じにした。

「七つの聖宝というのは、人間以外の存在のエネルギーを秘めた、七つの宝ほう飾しよく品ひんのことだ」

　うっ、わからないっ！

　言葉が全然、わかんないっ!!

「正確には、三宇宙四精せい霊れいの聖せい物ぶつと呼ばれている。三宇宙というのは、宇宙をあらわす三つの宝飾品、月光のピアス、星ほし影かげのブレス、太陽のリングをさし、四精霊は、バラスクスの四大だい元げん素その精霊といわれる、風のシルフの聖十字、土のグノームの聖せい剣けん、水のオンディーヌの聖せい衣い、火のサラマンドラの聖せい冠かんをさす」

　ひえっ、ますますいっそうわかんないっ！

「このピアス、ブレスレット、指輪、十じゆう字じ架か、剣、衣ころも、冠かんむりは、一つ一つでも大きな力を秘ひめた聖物だが、これらをそろえて身につけた時には、お互いの力がお互いを制せい御ぎよし合って、より大きなエネルギーを生み、どんな願い事も叶かなうと言われている。これらは昔、教きよう皇こう庁ちように置かれていて、ローマ教皇が自分の協力者に、褒ほう美びとして分け与えた聖宝だったんだ。しかし、それらが俗ぞく世せに出たとたん、それをめぐって争あらそいが起こり、その影響の大きさを痛つう感かんした教皇は、当時の神聖ローマ帝国皇帝だった私の先祖に命めいじて、再びこれを集めさせた。そして、それらが人に害がいを与えないように管理することを命じたんだ。私の先祖は、一族の勇者からなる『銀の薔薇騎士団』を創そう立りつして、この三宇宙四精霊の聖物を集め終え、家宝として守って今に伝えてきた。そのうちのピアスだけが、なぜここにあるのか私にもわからない」

　長い長い鈴影さんの話がやっと終わって、私はほっと息をつき、それを頭の中で整理した。

　つまり、このピアスには呪いがかかっていて、このままだと、私を含めた四人が、これ以上にどうにかなってしまうわけなのよね。

　で、それを解く方法は、二つ。

　三宇宙四精霊の聖宝か、呪いをかけた本人の解けろという言葉か。

　でもこの場合、呪いをかけた本人の正体がわからないんだから、これはもう、三宇宙四精霊の聖宝、つまり七聖宝におすがりするしかないと思う。

　月光のピアスは私の耳についているし、残りの六つは、ドイツの鈴影さんの家にあるんだもの。

　つまり、私たちがそろってドイツに行けばいいってことじゃない？

「ドイツに行きましょう、鈴影さん。そして呪いを解いて、宏たちを元の姿に戻してあげないと」

　鈴影さんはうなずいた。

「どうやら、それが一番だね。私も急いで帰りたいと思っていたところだ」

　私たちの間で話はバッチリまとまって、それを聞いた宏も光坂君も、信じられない様子を見せながらも、とにかく同意した。

　だって、このままじゃ、困るもんね。

　藁わらにもすがりたい思いだったんだと思う。

　ところがっ、冷泉寺さんが、バツだった。

「呪い!?　人間以外の存在のエネルギーっ!?　はん、バカバカしい。そんなもんのために、ドイツくんだりまで行く気になんかなれん」

　ガンとして、信じようとしない。

「この現げん象しようは、科学的に証しよう明めいできるはずだ。父の研究所で研究してもらう」

　そんな冷泉寺さんに、鈴影さんはやさしく微笑ほほえんだ。

「やれることは、全部やった方がいい。おまえの考えも、私の方法も試してみよう。おまえたちに研究所に行ってもらって、データを取って研究を始めてもらい、その間にドイツに行ってくるんだ、いいね」

　静かに、でもきっぱりとそう言われてしまうと、冷泉寺さんも逆らいようがなかったみたいで、しぶしぶオッケイした。

　私はといえば、人の意見も取り入れつつ自分の意見も通す鈴影さんの大人っぽさに、ただただ敬けい服ふくするばかりだった。

　そうして私たちは大だい至し急きゆう、ドイツに行くための準備に取りかかった。

　だって、あと十四日で、呪いが満期っ！

　それまでになんとかこれを解かないと、自分がどうなってしまうのか、見当すらもつかないんだもの、必死よっ!!

　鈴影さんが、元はといえば自分の管理不ふ行ゆき届とどきだったという理由で、旅りよ費ひの全部をもってくれることになったので、私はただ、パパを説得するだけでよかった。

「ドイツのいいお医者さんに見せれば、こんなピアスを取るぐらい簡単だって。でも時間がたつと、だんだん手術が難むずかしくなって、痕あとも残りやすいそうだから、今、行ってきたいの。ね、パパ、お願い！　私のいない間、天てん吾ごと人じん吾ごの世話をよろしくっ!!」

　これで、うちのパパはオチた。

　幼よう稚ち園えんの降こう園えん時間からパパの帰宅時間までの間のタイムラグは、急きゆう遽きよ、ベビーシッターを頼むことにし、その費用も、鈴影さんが出してくれることになった。

「もともと私の管理が悪くて起こったことだから、できるだけのことはさせてもらうつもりでいる」

　うっ、お金持ちって、すてき。

　それからパスポートの申しん請せいを出して、おりるまでにはちょっと時間がかかった。

　その間に私たちは、冷泉寺さんのパパの経営している製薬会社の研究所に行って、脳のう波は、血けつ圧あつ、血けつ沈ちん、心しん電でん図ず、レントゲン等々、いろいろな検査をしたんだ。

　牙きばの一部や羽も、重要な研究材料になるというので、宏たちは何度も変身させられ、グロッキーぎみ。

　でもそのおかげで、新しい発見をすることができた。

　つまり、私がドキッとした時に出るピアスの光は、満月の光の波は長ちようとちょうど同じなんだってこと。

　うーん、満月ねえ・・・。

「ひょっとして、満月で変身する狼男や虎とら男おとこの伝説アナモルフオーズと、関係あるのかもな」

　宏がそう言うと、冷泉寺さんが冷れい笑しようした。

「じゃ、鷹たか女おんな伝説ってのも、あるわけか？」

　うっ、自分で自分をギャグるところが、すごいかも。

「女!?　冷泉寺さんは、ちゃんとした男だと思うな。鷹男伝説と言うべきだよ」

　と言って、なぐられてしまった光坂君って、かわいそう。

　でも悪わる気ぎじゃないと思うわ、事じ実じつだもの。

「私が男なら、光坂、おまえは女だ」

　これも事実に近いかも、うん。

　製薬会社の研究所に、この調査を頼むにあたって、冷泉寺さんは関係者にすべてを打ち明けざるを得えなかったけれど、私と宏、それに光坂君は、このことについて誰にも何も言わなかった。

　もちろん両親にも。

「親なんかに、弱みを握にぎられたくない」

　これは、宏のセリフ。

「だって、恥はずかしいもの」

　これが、光坂君。

　そして私は、パパや天吾、人吾たちの立場を心配したから。

　だって、もし私が人を変身させる人間だなんてことを知ったら、三人とも、自分の将来に不安をいだくと思うんだよね、いろいろと。

　いっそ何も知らない方が、伸び伸びできていい。

　それに、ドイツに行って呪いさえ解けば、何もかも普通に戻るんだもの、よけいな心配させたくない。

　というわけで、私はひたすら、ピアスの手術に行くのだということにしておいた。

　緊きん急きゆうを要ようするというので、学校を休む許可も取った。

　冷泉寺さんも、パパがオーケイを出してくれた。

　でも、宏と光坂君は理由がなくて、結局親に認めてもらえず、家出同どう然ぜんで出発することになったんだ。

　パスポートに必要な親の同意書とハンコは、鈴影さんが偽ぎ造ぞうした。

　かくて、ピアスが私の耳についてから九日目、呪いの達成まであと六日と迫せまった月曜日、私たちはドイツに向けて出発したのだった。
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　乗った飛行機は、鈴すず影かげさんの家の専せん用よう機き。

　それを聞いて、私は、目がまん丸だった。

　専用機って・・・鈴影さんって、どーゆー人なの!?

　宏ひろしも光こう坂さか君もびっくりしていたけれど、事情を知っている冷れい泉せん寺じさんだけが、冷れい静せい。

　飛行機の中では、ひたすら鈴影さんと論ろん議ぎをくり広げた。

　まず冷泉寺さんが、

「呪のろいとか、人間以外の存在のエネルギーとかいう、まがまがしいものについて、こっちにわかるように説明してもらいたいもんだな。現存する歴史的史し料りようを使って、定てい義ぎづけてみろよ、レオン」

　なんて才さい女じよらしいことを言い出し、それに鈴影さんが応おうじて話し出した。

「紀元前第九世紀ごろから伝わっているヘブライ人の伝説によれば、主しゆ神しんエホバの天使であるルシファーが、エホバに逆らい、罰ばつとしてその領りよう土どから追つい放ほうされた。その時ルシファーは、自分の部下の天使たちを集めて、地下と地上のあらゆる悪の支し配はい者しやになろうとした。このルシファーを、ヘブライ人は敵対者という意味の、サタンという名に改かい名めいした。これがキリスト教に入って、デビル、つまり悪あく魔まと呼ばれるようになったんだ。以上が悪魔の起き源げん」

　その博はく識しきぶりに私はぐっと威い圧あつされ、息がつまりそうになってしまった。

「悪魔に仕つかえる者の中に、魔法使い、魔ま女じよ、使い魔がいる。魔術をよいことに使う魔法使いは、ウィザートといい、悪いのはソースラー。男の魔女はウォーロック、女の魔女はウィッチという。日本では、全部ひっくるめて魔女と呼んでるけどね。また魔女の存在は、旧きゆう約やく聖せい書しよの中に初めて出てくる。『出しゆつエジプト記』の中の二十二章十七節だ。汝なんじは、魔女を生かしておいてはならないとある。また、同じく旧約聖書の『ミカ書』五章十一節には、魔術の存在について書かれた部分がある。魔女の定義については、いろいろな人間が多くを語っているが、一五八〇年に出されたジャン・ボタンの書『悪魔崇すう拝はい』の中では、魔女とは悪魔と結けつ託たくすることによって、おのれの目的をとげようとする者、となっている。また一五九九年出版のデル・ソオーの著ちよ作さく『妖よう術じゆつ論ろん究きゆう』の中では、悪魔と結んだ契けい約やくの力によって、常じよう識しきでは理解できない不思議を行う者、となっている。一六〇八年に出たＷ・バーキンズの『妖術論』の中では、悪魔と同どう盟めいを結び、その助けを利用して不ふ可か思し議ぎを行うことに同意する者、と書かれている。これらの悪魔のことが、教会によって正式に認められ、弾だん圧あつされ始めたのは、一三一八年二月二十七日に教きよう皇こうヨハネス二十二世の出した教書からだ。彼はその中で、いつでもどこででも魔女裁さい判ばんを開始してよいと書いている。また、一四八四年に教皇インノケンティウス八世は」

　うっ、もうだめだっ！

　耐たえられなくなって、私はガタンと席を立ち、一人で避ひ難なんした、トイレへと。

　行ってみたら、結けつ構こう広くて、内ない装そうがきれいで、居い心地ごこちがいい。

　トイレというよりは、化け粧しよう室しつに近い感じで、一人がけのソファもあり、大型の鏡かがみもあり、化粧道具もそろっている。

　私がたてこもってしまっても、他にもあるから平気なの、うふっ。

　それでずうっとそこにいたら、鈴影さんが心配してやってきて、ドアをたたいて言った。

「気分、悪いの？」

　私がわけを話すと、彼は笑って、アテンダントを呼び、別室を用意してくれた。

　そこは通路の突つき当たりにある部屋で、飛行機にしては広い窓があり、それに向かって二人がけのソファが置いてあった。

　まるで観かん覧らん者しやのペアシートみたいで、かわいい。

「お気に入りなら、ずっとここにいてくれると助かるよ。いつ君がドキッとして、あの三人が変身するかと思うと、気が気じゃないから」

　ああ、そうね。

　こんな飛行機の中でやってしまったら、アテンダントが大パニック。

　機長だって驚おどろくかもしれない、落ちるかも。

　そう思いながら私は、ずっと不思議に思ってきたことを、口に出して聞いてみた。

「鈴影さんは、呪いとか、悪魔とか魔女を、信じてるんですか？」

　私は、この事件が起こるまでは、あんまり信じていなかった。

　主しゆ婦ふやってると、そういった現実離れしたものについては、無む視ししがちなのよね。

　だって、主婦にとっていちばん大切なのは、現実なんだもの。

　それ以外については、深く考えないようになるんだ。

「私は、そういう教育を受けてきたからね」

　そう言ってから鈴影さんは、アテンダントを呼んでカフェを頼たのみ、私の隣となりに腰を下ろした。

「この間、これについて話したよね」

　着ていた絹きぬシャツのボタンをはずし、形のいい腕うでを上げて、脇わきの下に吊つっていた銀の剣けんを出す。

「これは、私の家に伝わっている当とう主しゆの印しるしだけれど、同時に、銀の薔ば薇ら騎き士し団だんの総そう帥すいの印でもある。ミカエリス家は、ローマ教皇から三宇宙四精せい霊れいの聖せい宝ほうを守るように言われた時、当主を総帥とする『銀の薔薇騎士団』を創そう設せつし、聖宝を守ってきた。信じていなかったら、命がけで守ることなんてできやしない。ミカエリス一族の男は、小さな頃からそのために、教育されるんだよ。そういったものを信じ、命をかけて守ることができるようにね」

　私は、びっくりした。

「鈴影さんも、そうだったんですか？」

　彼はうなずいて、やさしく、うっとりするほど魅み惑わく的てきに笑った。

「そうだ。ミカエリス家は血けつ統とう主しゆ義ぎじゃなくて、一族の中から一番すぐれている男を選んで、後こう継けい者しやにする。その人間がミカエリス本家の当主となり、同時に『銀の薔薇騎士団』の総帥になって、この銀剣を身につけるんだ。これは、ミカエリス一族の支配者の印だ。これがほしくて、皆みんなが小さな頃から競きよう争そうする。成績でも、スポーツでも、社しや交こう術じゆつでも、必死になって争あらそい合うんだ。自分を磨みがくことに、自分のすべてをかける。私も、そうだった」

　ああそれで、鈴影さんは何でも百点満点の人なんだって、私は思った。

　でも、どうしてそんなに当主や総帥になりたがるんだろ。

　総帥になったら、三宇宙四精霊の聖宝を守って、時には命をはらなけりゃならないわけでしょ。

　そういう生活って、ハードよぉ。

「鈴影さんは、恐こわくないんですか？　命を賭かけて何かをしていたら、当然、傷ついたりもするわけでしょ。そういうのって、恐くないの」

　私が聞くと、鈴影さんは、くすっと笑った。

「恐くはないね。多くの中からただ一人選ばれた自分と、この人生を誇ほこりに思っているから。そのためなら命も惜おしくない。何もかも賭けられる」

　その横顔は、まぶしいほど毅き然ぜんとして美しく、そして孤こ独どくだった。

　私はそこに、自分の誇りを高く掲かかげながら敢かん然ぜんと進んでいく壮そう烈れつな魂たましいの姿を見、初めて鈴影さんのことがわかった気がした。

　ずっと、何も知らないままにただあこがれていた彼のことが、やっとわかったと感じて、うれしかった。

　鈴影さんは、こういう人なんだ。

　自分を誇り、与えられた使し命めいを見つめ、そのためには何でも、自分自身でさえも犠ぎ牲せいにしてしまって、それでよしと言える人なんだ。

　その鮮せん烈れつさと強さに、私はとても心を打たれた。

　でも同時に、そういう考えって、すごく貧まずしいとも思った。

　だって自分自身のこと以外、見向きもしないような、まっしぐらな生き方なんだもの。

　幅はばが狭せますぎるよ。

　そんなんで、寂さびしくないんだろうか。

　そんなふうに生きていって、本当に鈴影さんは幸せになれるんだろうか。

　それが心配で、私は言わずにいられなかった。

「でも、そんな考え方をしてたら、人間として幸せになれないと思うけど・・・」

　鈴影さんは、ふっと笑った。

「幸せ、ね」

　つぶやくように言って、目を伏ふせる。

　長いまつ毛が頰ほおの上で、鳥の羽のようなきれいな影かげを描えがいた。

「それは、求めるなと言われているから」

　私は、びっくりした。

「誰だれから、ですか」

　だって、そんなことを言う権けん利りなんて、誰にあるっていうの。

　誰にもあるわけないじゃない！

　人間は皆、幸せになるために生きてるんだもの。

「私、その人に言いたいです。あんたは間ま違ちがっているって」

　鈴影さんは、くすっと笑った。

「そんなふうに言われたら、さぞ驚くだろう。そう言ったのは、私の父だ。愛情をこめてのアドヴァイスだったと、私は思っている」

　私は、アゼンとしてしまった。

　父親がそんなことを言うなんて・・・。

　しかもそれが愛の忠ちゆう告こくだなんて！

　鈴影さんの世界は、私からはまったく想像もつかないような世界だった。

　そういえば鈴影さんは、どことなく哀かなしげな、孤独な雰ふん囲い気きを身にまとっている。

　それは、厳しすぎる現実に身を置いているからかもしれなかった。

　でも、それでいいの？

　鈴影さんみたいに秀ひいでた人、誰よりも素す晴ばらしい人が、幸せになれないなんて、そんなのおかしいんじゃない？

　私は、次々と心にわき上がってくる様さま々ざまな考えを整理しながら言った。

「お父とうさんがそうおっしゃるなら、そうなのかもしれませんね」

　私みたいな他人が、無む責せき任にんに何か言ったりしちゃいけないのかも。

　そうは思ったんだけど、でも、鈴影さんが幸せにならなくてもいいなんてことは絶対にないはずだ。

　誰にだって、幸せを追う権利があるんだもの。

　自分を誇りに思うのもいいけど、毎日を楽しむことだってしなくちゃ。

「私、鈴影さんは、幸せになった方がいいと思います」

　そう言うと、鈴影さんは驚いたようにこちらを見た。

「生きることが楽しくてたまらないって経験、鈴影さんは今までに一度もしたことないでしょ？」

　息を吞のむ気配が伝わってきた。

「達たつ成せい感かんや、そこから生まれる満足感だけで人生を駆かけ抜ぬけていっても、むなしいと思います」

　まっすぐにこっちを見つめるその黒い瞳ひとみに、美しく艶つややかな光がゆらめき、私はそこに自分が映っているのを見ながら、一生懸けん命めいに言った。

「たった一度の人生なんだから、もっとゆったりとして、あたたかで、楽しい時間をしっかり味わった方がいいんじゃないでしょうか。もし何か私にできることがあったら言ってください。力になれるかもしれないから」

　鈴影さんが、この世の中のいろんなことに目を向けて、様さま々ざまなものを見たり、聞いたりしてくれるといい。

　そうして今の緊きん張ちようから解かい放ほうされて、生きることは楽しいと感じてくれるといい。

　そう思った。
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　真夜中を過すぎると、さすがに皆みんなが眠りに入った。

　聖せい樹じゆだけが起きている。

　手元の明かりをつけ、「悪あく魔まの鍵かぎ」を読みなおしていた。

　先ほどアテンダントに頼たのんだゲロルシュタイナーの透とう明めいな泡あわが、シャンパングラスの底からしきりに立ち上ってきて、明かりを受けて七色にきらめく。

　ミカエリス家に戻って、打たなければならない手のあれこれを考えると、眠れなかった。

　まず三宇宙四精せい霊れいの聖せい物ぶつの封ふう印いんをはずし、その力でピアスの呪のろいを解といて変身を止め、ピアスを元の箱に戻す。

　それが優ゆう先せん課か題だいだったが、宝ほう物もつ殿でんはミカエリス家の敷しき地ち内ないにあった。

　そこを通っていく際さい、夢ゆめ美みの耳についているのが「月光のピアス」だとわかっては、騒さわぎが起きる。

　また空港や街の中でも、上位騎き士しに出くわす危険が皆かい無むとはいえなかった。

　アクスクーは、日本で罠わなにかけようとした聖樹が、それを逃のがれて帰国してきたことに神経をとがらせているに違ちがいない。

　どんな動きも、すぐキャッチできる態たい勢せいを取っているだろう。

　もし聖樹と行動をともにしている少女の耳に「月光のピアス」がついているとわかれば、聖物を持ち出したことを理由にして身み柄がらを拘こう束そくされかねなかった。

　自由に動けなくなるのは、まずい。

　帰れば、国内および各国に派は遣けんした二十四人の騎士が調査報告を持って集まってきている。

　それを元に前総そう帥すいに任にん命めいされた全騎士を召しよう還かんし、面接を行って、一いつ刻こくも早くアクスクー一いつ派ぱを追つい放ほうせねばならなかった。

「月光のピアス」については、とりあえず隠かくしておくしかない。

　夢美たち三人も、ミカエリス家の中に泊とめない方がいいだろう。

　聖樹はアテンダントを呼び、空港に帽ぼう子し屋を待たい機きさせ、機が着いたらすぐ乗りこませるように手配を頼んだ。

「搭とう乗じよう者しやの佐さ藤とう夢美の帽子だ。一緒に選んでやってくれ。深い物を」

　帽子をかぶれば、ピアスは隠れるだろう。

「それからホテルを頼む。ミカエリス家に一番近いシティホテルを、三室だ」

　これで、見つからずにすむ。

「もう一つ、マインツ大だい司し教きように連絡して、至し急きゆうミカエリス家に来てくれるように伝えてくれ。七しち聖せい宝ほうの封ふう印いんを解といてほしいと言えばわかる」

　七聖宝の封印を解く時には、必ず聖せい職しよく者しやを立ち会わせねばならない。

　何が起こるかわからないからだった。

　聖職者がその場にいれば、それを止め、すべてを正常な位置に戻すことができる。

　だが、どんな聖職者でもいいわけではなかった。

　七聖宝を収しゆう集しゆうして封印した時の神しん聖せいローマ皇こう帝ていを支えていた大司教、選せん帝てい侯こうとも呼ばれているマインツ、トリーア、ケルンの各大司教のうちの一人以上でなければならない。

「マインツ大司教が不ふ在ざいの場合は、トリーアかケルン大司教に、同じ連絡を。ミカエリス家には、セスナで大司教を迎えに行くようにと」

　アテンダントはうなずいて、連絡のためにスタッフ室に戻っていった。

　聖樹は大きな息をつき、椅い子すの背を倒たおしてもたれかかる。

　窓の外には闇やみが広がっていた。

　三宇宙四精霊の聖物で呪いが解け、変身が止まっても、ピアスが耳から離れるという保ほ証しようはない。

　聖樹は、いく度も「悪魔の鍵」を読み返したが、それについての記き述じゆつはまったくなかった。

　どうやって耳からはずし、元通り宝物殿に納おさめればいいのかと考えて、途と方ほうにくれる。

　夢美本人も不安に思っているだろう。

　早く何とかしてやりたい。

　そう考えながら、昼間、彼女から言われた言葉を思い出す。

　まるで母から言われているような気がした。

　若い頃の、まだ健康だった母、そして父が出会って恋に落ちた母、その母が自分に向かって話しているかのように思えたのだった。

「まいった・・・」

　苦く笑しようしながら片手を胸に当てる。

　そこに彼女の顔があり、微笑ほほえんでいた。

　貴女ダアムと、聖樹はつぶやく。

　私だけの貴女ダアム。

　思いもかけず彼女を連れ帰ることになったのは、運命だろうか。

　月光のピアスが彼女を選び、招まねき寄せたのかもしれなかった。
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「総そう帥すい閣かつ下か、お帰りなさいませ」

　敬けい礼れいする騎き士したちの間を通って聖せい樹じゆは、自分の執しつ務む室しつに向かう。

「黄おう金ごんの騎士ドランドに召しよう還かん命令だ。すぐ本部に出しゆつ頭とうせよと伝えろ」

　そばにいた騎士が敬礼して飛び出していくと、すぐ後ろにいた騎士が進み出た。

「総帥直ちよく属ぞく調査団二十四名、全員、会議室に待たい機き中です」

　うなずきながら聖樹は、執務室のドアを開ける。

　後を追ってきた一人の騎士が、出入り口で立ち止まり、敬礼した。

「ただ今、マインツ大だい司し教きようがご到とう着ちやくになりました」

　聖樹は、ホテルで準備が整うのを待っている夢ゆめ美みたちのことを思う。

　すぐにも呼び寄よせたかったが、四人とも「月光のピアス」の影えい響きよう下かにあった。

　聖せい宝ほうの封ふう印いんを解とく時には、普通でも危険が伴ともなう。

　すでに月光のピアスに支配されている四人に、どんな影えい響きようが出るかまったくわからなかった。

　ホテルからここまでは、五分とかからない。

　六つの聖宝が封印から解放され、反応が落ちついてから呼んだ方が安心のように思えた。

「マインツ大司教を、宝ほう物もつ殿でんの貴き賓ひん室しつに」

　そう言いながら総帥専用の館内電話で情報局局長を呼び出す。

「宝物殿に出入りした人物のデータを、執務室に届けてくれ。極ごく秘ひだ。メールは使うな」

　電話の向こうで、局長は一いつ瞬しゆん、言いよどんだ。

「それが、総帥、申し訳ありません、コンピュータがサイバー攻こう撃げきにあい、データが削さく除じよされて、混こん乱らんを極きわめています」

　聖樹は息をつめる。

「いつからだ」

　局長は、キーボードをたたく音を響ひびかせながら答えた。

「総帥に、新しいアクセスコードを振ふり出した直後からのようです。復ふつ旧きゆうは絶ぜつ望ぼう的てきです」

　聖樹は電話を切る。

　これで、「月光のピアス」を持ち出した人間を特定することはできなくなったのだった。

　やってくれるな、アクスクー。

　この分では、マインツ大司教がこの館に入ったことも、もうつかんでいるだろう。

　どんな手を打ってくるかわからない。

　聖樹は立ち上がり、部屋の一番奥にあるドアを開けた。

　非ひ常じよう灯とうの明かりの中に、地下に続く秘密階段が浮かんでいる。

　それを駆かけ下り、地下道を走って、再び階段を駆け上った。

　その先にあるドアを、専用コードで開ける。

　目の前に、宝物殿のエントランス・ホールが広がっていた。

　貴賓室に向かおうとして、ふと考える。

　持ち出されたのは、果はたして「月光のピアス」だけか。

　他の聖宝は、どうなっているのだろう。

　大司教に声をかけるのは、確かめてからの方がよさそうだった。

　身をひるがえして聖樹は、宝物殿の金庫に向かう。

　大きな金属ドアに暗あん証しよう番号を打ちこみ、指し紋もん認にん識しきをさせて金庫の中に入った。

　ミカエリス家に伝わる多くの宝物は、様さま々ざまな形をしたジュラルミンの耐たい火かケースに入り、年代順に整理されて棚たなに並べられている。

　聖樹は、一番奥の棚まで行き、七聖宝と書かれた大きなケースの前に立った。

　そこに暗証番号を入れ、指紋認識をさせてロックを解かい除じよする。

　息を吸すいこみながら尾び錠じように手をかけ、それをはね上げた。

　はじかれたように蓋ふたが持ち上がる。

　その中に視線を落として、聖樹は目を見開いた。

　からっぽだった。

　聖宝は、ただの一つも入っていない。

　ビロードで裏打ちされ、仕切りが作られたそこには、納おさめられているはずの聖宝の名前が金きん糸しで刺し繡しゆうされているばかりだった。

　聖樹は、握にぎりしめた拳こぶしを棚にたたきつける。

　思わず声が出た。

「くっそ、アクスクーっ！」

　際さい限げんもなく高くなっていく鼓こ動どうを聞きながら、唇くちびるをかむ。

　どうする!?

　どうするんだ!!

　とっさにジュラルミン・ケースを閉め、金庫から外に出て地下道を通り、自分の執務室に戻った。

　閉めたドアに寄りかかり、肩かたで息をしながら腕うでを上げ、甲こうで額ひたいをぬぐう。

　体中が、冷ひや汗あせでじっとりと濡ぬれていた。

　どうする!?

　最優先事じ項こうは、何だ!?

　音を立ててネクタイのノットを解き、シャツの前ボタンをはずして風を入れながら考える。

　七聖宝の消失がわかったら、調査委員会が発ほつ足そくする。

　七聖宝は、騎士団が所しよ有ゆうするもっとも重要な聖せい物ぶつだった。

　その調査は、高位の騎士に任まかせられるだろう。

　第二の階位を持つ騎士は、現在、病気療りよう養よう中ちゆうであり、その次はアクスクーだった。

　アクスクーが調査委員会を率ひきいれば、総帥に嫌けん疑ぎをかけることはわかりきっている。

　身み柄がらを拘こう束そくされるだろう。

　そうなれば、アクスクー一いつ派ぱの追つい放ほうは難むずかしくなる。

　それを意い図としてアクスクーは、これを仕し組くんだのかもしれなかった。

　自分が騎士団から除じよ名めいされないため、これからもここで権けん力りよくを振るい、利り益えきを独どく占せんするために。

　アクスクーの言葉が胸をよぎる。

「君には高くつくものになるだろうがね。火傷やけどくらいではすまないと覚かく悟ごしておくことだ」

　聖樹は目に入る汗をぬぐい、そのまま手を上げて髪の中に指をうずめ、握りしめた。

　よし、やってやる！

　どちらが勝つか、見ているがいい!!

　執務机に歩み寄り、騎士の控ひかえ室しつに通じる内線ボタンを押した。

「会議室に集まっている直ちよく属ぞく調査団に、今、行くと伝えろ。それまでに報告書を回かい収しゆうし、データ化しておいてくれ」

　七聖宝の紛ふん失しつは当面、極秘とし、大だい至し急きゆうアクスクー一派の追放を進めるしかなかった。

「マインツ大司教には、帰ってもらえ。理由は、総帥の急きゆう病びようだ。黄おう金ごんの騎士ドランドに、連絡はついたか」

　実じつ行こう犯はんの叔お父じを締しめ上げれば、何か情報が得えられるかもしれなかった。

「まだです」

「急げ」

　そう言って電話を切り、シャツのボタンをはめながら部屋を出る。

　出入り口に立っていた警けい備びが二人、後ろに従したがってきた。

　総帥会議室に向かいながら聖樹はネクタイを締め、襟えりを正す。

　報告書に基もとづき、今すぐに面接を始めるつもりだった。

　一番最初にアクスクーを呼びつけ、罷ひ免めんしてやる。

　そうすれば、向こうの動きを止められるだろう。

「総帥閣かつ下か」

　総帥会議室に通じる廊ろう下かの角かどを曲がった時だった。

　血けつ相そうを変えた騎士が走り寄ってきた。

「先ほど長老ゲローン派全体会議が緊きん急きゆう委員会を招しよう集しゆうし、総帥権の一時停止を決けつ議ぎしました」

　聖樹は、立ちすくむ。

「なぜだ」

　信じられなかった。

「理由は、何だ」

　騎士は、苦しげな表情になった。

「昨夜、七聖宝のうちの六つが、オークション会社クリスビーズのオークション・カタログに載のっているという情報が入ったのです」

　聖樹は、頰ほおをゆがめる。

「すぐ調査した結果、七聖宝のすべてが宝物殿から持ち出されていることが発はつ覚かくしました。持ち出しの時期は、総帥が日本に出発される直前と判はん明めい。その後、クリスビーズ本社に問い合わせた結果、七聖宝のうちの六つを入手したのは、クリスビーズの日本支社であるとわかりました。時期は、総帥が日本に行かれている間です。誰だれが持ちこんだのかを問い質ただしたのですが、顧こ客きやく情報はもらせないとの一点張ばりで、それでも、騎士団の重要人物からの入手であったため、騎士団が何らかの理由によりこれらを処しよ分ぶんしようとしたのだと判断して取引を行ったという回答を得えたそうです。いくつかの聖宝については、すでにオークションが行われて落らく札さつされ、クリスビーズの手から離れてしまっているとか。このため長老ゲローン派全体会議が開かれ、『聖都カドツシユの騎士』アクスクー様のご発案で、緊急委員会が招集されました。この委員会で先ほど、事件の捜そう査さのために総帥権を一時停止させることが決まったのです」

　聖樹は、歯ぎしりする。

　やられたと思った。

「総帥権の一時停止とともに、身柄の拘束も決議されています。ただ今、監かん視しの騎士がまいりますので、それまでご自分の部屋で待たい機き願います」

　このまま拘束されたら、もうどんな動きをすることもできないだろう。

　罠わなに追いこまれるに決まっている。

「どうぞ、お部屋にお引き取りください。お連れします」

　聖樹は、とっさに階段の手すりに飛びつき、それを乗り越こえて階下に飛びおりた。

　階上で、大きな声が上がる。

「逃とう亡ぼうだっ！　緊急手配っ！　館内封ふう鎖さっ!!」

　警けい戒かい音おんが響ひびき渡る廊下を駆かけ抜ぬけ、玄げん関かんに向かった。

　見れば、玄関ドアの上から、閉へい鎖さ用ようの厚いシャッターが下りてくるところだった。

　シャッターと床ゆかの間は、すでに五十センチほどしかなく、それがさらにじりじりと狭せまくなっている。

　ホールに面した他の窓も、次々とシャッターで閉ざされ始めていた。

　聖樹は、閉まっていく玄関シャッターの下にすべりこみ、何とかすり抜ける。

　シャッターは聖樹の服をこすり、胸から袖そでを引きちぎって下した敷じきにしながら音を立てて閉まった。

　体にまといつくシャツの切れ端はしを脱ぬぎ捨てながら庭を駆け抜け、走りまわる警備たちを茂しげみに隠かくれてやり過すごすと、塀へいに飛び乗り、それを越えて敷地内から脱だつ出しゆつする。

　追つい跡せきされる可能性を考え、ホテルと反対方向に足を向けた。

　この先、どうするか。

　優先事項は、何だ。

　総帥権を停止され、逃亡状態でも、できることは？

　いや、やらねばならないことは!?
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　聖せい樹じゆは、自分自身に言い聞かせる。

　やらねばならないこと、それは、ピアスの呪のろいを解とき、変身を止め、この騒さわぎに巻きこまれたあの四人を普通の生活に戻してやることだ。

　だが、どうやって、それをする!?

　考えこみながら、ふと背はい後ごの足音に気づく。

　誰だれかが、後をつけてきていた。

　長老ゲローン派の密みつ偵ていか、それともアクスクーの一派か。

　聖樹は足を速める。

　ついてくる足音も、速くなった。

　聖樹は駆かけ出し、全力で走る。

　足音は、ピッタリと後を追ってきた。

　自分の足についてこられるのは、相当な身しん体たい能のう力りよくの持ち主ぬしだと思いながら大通りから小路に飛びこむ。

　角かどの家の壁に張はりつくようにして身をひそめ、追いかけてくる人物を待った。

　ところが、いつまでたっても誰も現れない。

　道の角からそっと向こうをのぞくと、人の姿はまったくなかった。

　聖樹は、ほっと息をつく。

　体中の緊きん張ちようが一気にゆるんだその時、頭上から何かが落ちてきて頭にかぶさった。

　とっさに払はらいのけながら、飛びのく。

　地面に落ちたそれは、ジャケットだった。

　声が降ってくる。

「オレのだけど、着ろよ」

　振ふり仰あおげば、塀へいの上に立っているリーザの姿が見えた。

「半はん裸らの逃とう亡ぼう者しやは、目立つぜ」

　そう言いながら飛びおりてきて、聖樹の目の前に立つ。

「久しぶりだな」

　聖樹はうなずいた。

　言いたいこと、聞きたいことがたくさんある。

　多すぎて、何から口にすればいいのかわからなかった。

　優先事じ項こうは何だ、と聖樹は考える。

　まずは、敵か味方かをはっきりさせることだ。

「リーザ、おまえ、日本にいたそうだな。誰の命令で動いている？」

　リーザは、しかたなさそうな息をつき、ズボンの後ろポケットに、片手の人差し指と中指を差しこんだ。

　その二本の指の間に一枚のカードをはさんでつまみ出し、そのまま掲かかげてみせる。

「長老ゲローン派全体会議だ」

　それは、漆しつ黒こくの磁じ気きカードだった。

　沈ちん金きんで、チェイカーと彫ほられている。

　聖樹には、意味がわからなかった。

　そんな組織は、今まで見たことも、聞いたこともない。

「チェイカーは、長老ゲローン派全体会議に属ぞくする極ごく秘ひ機関だ。総そう帥すいの言げん動どうをチェックする。オレたちは何も知らされていなかったが、『菩ぼ提だい樹じゆ下かの三人』に選ばれた時から、これは決まっていたんだ。次じ期き総帥になれなかった者は極秘機関チェイカーに属し、その一員となって次期総帥および総帥の監かん視しにつくと。おまえが次期総帥に就しゆう任にんした時に、オレは初めてそれを聞いた。チェイカーになるか、騎き士し団だんを退たい団だんするか、どちらかを選べと」

　次期総帥就任挨あい拶さつの式場に入ってきた時の、リーザの眼まな差ざしが思い出された。

　まるで別れを告つげるような目で、こちらを見つめていたのだった。

「オレは、チェイカーになることを選んだ」

　あの時リーザは、今までの自分たちの関係、その友情に、別れを告つげていたのだ。

　今、初めて、聖樹にはそれがわかった。

「その後しばらくは、何の命令も出なかった。だが、オレはずっと恐おそれていた。いつかは必ず命令が出て、おまえのスパイをすることになるのだと」

　リーザの目に浮うかんでいた恐きよう怖ふ、「菩提樹下の三人」に選ばれたほどのリーザを戦おののかせていたもの、それは友を裏切る恐れだったのだということも、今になってようやくわかった。

「おまえが『銀の薔ば薇ら騎士団』憲けん章しように新しん条じよう項こうを付け加えた時、総帥の独どく裁さい化かを危き険けん視しした長老ゲローン派全体会議が騎士団緊きん急きゆう評ひよう議ぎ会かいを開き、それが非常委員会を招しよう集しゆうして、『黒の命令書』を出す決けつ議ぎをした。チェイカーにグループを組ませ、総帥の監視体制を強化する、それが黒の命令書だ」

　リーザは、指の間にはさんだ黒いカードを振ふり動かした。

「黒の任にん務むは、影かげのように総帥にまといつき、その言動のすべてを非常委員会に通つう報ほうすることだ。数人が交代で二十四時間、おまえに張りついていた。もちろんオレもだ」

　それが長老ゲローン派の対たい抗こう措そ置ちなのだった。

「この磁気カードは、総帥のコードと同じ働きをする。これがあればおまえの出入りする所すべてに出入りでき、どこまでも後を追っていけるんだ」

　今までぼんやりとしていたことが、急にはっきりと見えてきて、聖樹は大きな息をついた。

「おまえが黒の命令書を受け取ったのは、いつだ」

　そう聞くと、リーザは皮ひ肉にくな笑えみを見せた。

「あの舞ぶ踏とう会かいの日だ。舞踏会に出かける直前」

　それで、あの時、姿が見えなかったのだ。

　真夜中に、オレはいやだと絶ぜつ叫きようしていたリーザの声、死人のように青ざめていたその顔が脳のう裏りによみがえった。

　リーザを、責せめることはできない。

　これは組織の命令なのだ。

　自分たちの運命は、分かれたのだと思うしかなかった。

「ラ・ルも、チェイカーなのか」

　聖樹の言葉に、リーザはうなずいた。

「それを命めいじられた時は、一緒だった。だが彼の返事は聞いてないし、それ以来、会っていない。チェイカーは、個人で行動するのが原げん則そくなんだ。グループを組むのは、今回のように非常委員会から命令が出た時だけだ。ラ・ルがチェイカーを承しよう知ちしたのか、本当に自じ殺さつだったのか、どんな事情があったのかについては、オレにはまったくわからない」

　聖樹は、うなずいた。

「ありがとう。話してもらえて、うれしかった」

　極秘事項を口にしたのは、立場は変わっても、その胸に昔の友情がいく分かは残っているからに違ちがいない。

「私は今、逃亡中だ。話しているところを誰かに見られては、まずいだろう。早く館に戻れ。おまえのこれからが、いいものであるように祈いのっている」

　そう言うと、リーザは不ふ敵てきな笑みを浮かべた。

「黒の命令書が出た時は、自分の運命を呪ったよ。おまえの側そつ近きんでいながら同時にスパイ活動をするなんて、ひどい裏切りだ。なんでこんなことが起こるんだって考えて、いつも苦しかった。だが今は、それでよかったと思っている。最高のプログラムだった」

　リーザは、その黒い瞳ひとみの中に挑いどむような光をまたたかせる。

「なぜって、黒の命令書のおかげでオレは、誰よりもおまえの行動をよく知っている。日本にいる時のことも含めて、すべてをだ。それで、おまえの嫌けん疑ぎを晴らせる。おまえがクリスビーズ日本支社に出入りなどしなかったということを完かん璧ぺきに証しよう明めいできるからだ」

　目の前の世界が突とつ然ぜん、一回転するかのような気がした。

　聖樹は息をつめて、リーザを見つめる。

「オレがチェイカーになっていなかったら、長老ゲローン派はオレの言うことなど取り上げないし、信じもしなかっただろう。つまりオレが側近のままでいたならば、この危機を乗り越こえさせてやれなかったということだ。聖樹」

　そこで言葉を切ってリーザは、ちょっと笑った。

「結果的に、オレは、かなり、いい側近だよな」

　その微笑ほほえみは、いつまでも一緒だと誓ちかった時のものだった。

　その時からまったく変わっていない、そのままの笑顔。

「これから黒のチェイカーの全員を集めて報告書を作り、長老ゲローン派全体会議議長のところに持ちこんで話をつける。総帥権の一時停止は、必ず解いてやる。しばらく我が慢まんしてろ」

　たとえ敵てき対たい勢せい力りよくの中にいても、リーザとは友情で結ばれている。

　このままいつまでも、きっと一緒に行けるのだ。

　そうわかって、うれしかった。

　聖樹は歩み寄より、リーザに腕うでを投げかけて抱きしめる。

「我わが友リーザ、愛いとしい我が側近リーザ、君の好こう意いをいつまでも忘れない。ありがとう」

　今は、この友情に頼たより、甘あまえよう。

　だが、今後もしリーザの身に何か起こったらその時は、必ずや自分が助けになると固く心に誓いながら、その大きな体を抱きしめた。

「心から感謝する」
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　鈴すず影かげさんの手配してくれたホテルで、私たちは連絡を待っていた。

　ミカエリス家で七しち聖せい宝ほうの力を借りれば、ピアスの呪のろいが解とける。

　そうすれば、私たちはその日のうちにトンボ返りで日本に帰れるはずだったから、最初は結けつ構こう、軽い気分だった。

　でも、いつまでたっても連絡が入ってこないので、心配になって皆みんなでロビーに集まったんだ。

「ほんと、遅おそいよね」

　光こう坂さか君がそう言った時、玄げん関かんの回転ドアの向こうに、鈴影さんが姿を見せた。

　電話とかで連絡してくるものとばかり思っていたし、誰だれも連れていなくて一人きりだったので、私たちはびっくりした。

　しかも、半はん裸らの上にジャケットだけをはおった格かつ好こう。

　別れた時と、全然違ちがうんだもの。

　まぁ鈴影さんだから、それなりにカッコよくて、新しいファッションなのかもと思えてしまうんだけどね。

「遅れてすまなかった」

　鈴影さんは歩み寄よってきて、そばのソファに腰こしを下ろし、いく分青ざめた顔で私たちを見まわした。

「実は、七聖宝は紛ふん失しつしていた」

　えっ!?

「宝ほう物もつ殿でんから持ち出されていたんだ」

　ええっ!!

「私の管理が甘あまかったようだ。申し訳ない」

　そんなぁっ！

　せっかくここまで来たのに、肝かん心じんの聖宝がないなんて、むごいよっ!!

「誰が持ち出したんだよ。今、どこにあるわけ？」

　宏ひろしが聞くと、鈴影さんは眉まゆ根ねを寄せた。

「持ち出した人間は、不ふ明めいだ。世界に支社を持つ大手オークション会社クリスビーズのカタログに七聖宝が掲けい載さいされたという話だから、おそらくクリスビーズの本社にまわされて保ほ管かんされているんだと思う。ロンドンだな」

　冷れい泉せん寺じさんが、寄りかかっていたソファの背もたれから体を起こした。

「じゃロンドンに飛んで、それを買い戻せば？」

　鈴影さんは、長い髪をサラッと乱みだして首を横に振ふる。

「すでにオークションにかけられて、落らく札さつされた聖宝もあるそうだ」

　じゃ七聖宝は、世界に散らばっちゃったってこと!?

　それって・・・また集めるのに、どんだけかかるのっ!?

「聖宝については、長老ゲローン派全体会議が方ほう針しんを決めることになっている。彼らの結論を待たなければならない」

　ああ、ダメだ。

　そんなの、とっても待ってらんないっ！

「鈴影さん、じゃ、こうしたら？」

　私は、身を乗り出した。

「私たちは、とにかく呪いが解ければいいだけだから、七聖宝のことは今はおいといて、呪いを解くもう一つの方法、つまり、呪いをかけた本人を捜さがし出した方が早いんじゃない？　そしてその人間に、解けろと言わせればいいんだから」

　冷泉寺さんが、ヒュッと口くち笛ぶえを吹いた。

「へえ。たまには、論理的ロジカルなことも言うわけだ」

　たまには、は、よけいよっ！

「夢ゆめ美みの言う通りだ。レオン、すぐ呪いをかけた人間を捜そうぜ」

　宏が言って、光坂君も同意し、鈴影さんは、ポケットから携けい帯たい電話を出した。

　それをかけようとして、ふと手を止める。

「誰か、国こく際さい対たい応おうの携帯を持っていないか？」

　光坂君と冷泉寺さんがすぐ、自分の携帯を出した。

「どうぞ」

「成なり田たで、適てき正せいにしてきた」

　鈴影さんは、近くの光坂君の携帯を取り、どこかに電話をかけた。

「リーザ？」

　そう言いながら、鈴影さんの表情は、すごく柔やわらかになった。

　きっと親しい人なんだろうなって、私は思った。

　打ち解けた、とてもいい顔だったから。

「イッヒ・・・」

　深い響ひびきのドイツ語でそう言いかけて、鈴影さんはふっと周りを気にし、日本語に替かえた。

「忙いそがしいところ悪いな」

　きっとロビーにいるドイツ人たちに聞かれたくない話なんだろう。

「図書室から本を一冊持ってきてほしいんだが。七聖宝の収しゆう集しゆうについて書いてあるやつ。ん、私の携帯は、しばらく使わない。どうせ盗とう聴ちようされてるんだろ？」

　冗じよう談だんめいた、余よ裕ゆうある言い方だったけれど、私はすごくびっくりした。

　だって盗聴されてるって、普通のことじゃないもの。

　鈴影さんは何も言わないけれど、もしかして大変なことが起きているのかもしれないって感じた。

「じゃ、よろしく」

　鈴影さんが電話を切って五分ほどすると、黒い髪の男の人がやってきた。

　見上げるくらい背が高く、服越ごしにも見て取れるほど筋きん肉にく質しつの精せい悍かんな体をしていて、まるでボディビルダーみたいだった。

　その人は鈴影さんに近寄って一冊の本を渡し、やはり周りを気にしながら日本語で話した。

「ドランドが、おまえに接せつ触しよくしようとしてるぜ」

　鈴影さんの表情がすっと鋭するどくなる。

「何のために？」

　男の人は、ニヤッと笑った。

「黒のチェイカーの報告書が長老ゲローン派全体会議に提てい出しゆつされれば、総そう帥すい権けんの一時停止は解かい除じよされるに決まってる。その動きをかぎつけたアクスクーが、次の手に出たってことさ。おまえが総帥に戻れば、すぐさま騎き士しの面接が始まり、自分が罷ひ免めんされかねない。その前に、ドランドを使っておまえを始し末まつしようって腹だろ」

　ひぇっ、始末ぅ!?

　私はギョッとしたけれど、鈴影さんは、静かに笑っただけだった。

「おもしろいな」

　その二つの目に、精せい悍かんで大だい胆たんな光が浮うかび上がって鈴影さんの美び貌ぼうを彩いろどり、私の胸を突ついた。

「ドランド叔お父じさんのお手て並なみを拝見するとしよう」

　そんなにも好戦的な鈴影さんを見るのは、初めてのことだった。

　心がシビれてしまうほど、カッコよかった。

「おい、ドランド叔父さんを見くびるなよ。今回の事件の、実行犯はあいつだ。七聖宝を日本に運んで、処しよ分ぶんしたんだ」

　え、そうなんだ！

「それだけの能力は、あるってことだからな」

　男の人はそう言ったけれど、彼自身もかなりバカにしているようで、その目の中にはうすら笑いが浮かんでいた。

「あいつなら、かなり汚きたない手を使うだろう。気をつけろよ。おまえの客がここに宿泊していることは、すでに本部に知られている。いずれ偵てい察さつが入るだろう。その前に移動した方がいい」

　そう言って男の人は、鈴影さんと握あく手しゆを交かわした。

　その握手というのは、ちょっと変わっていて、腕うでと腕をからませて、その上で手を握にぎり合い、そしてキスするのだった。

　そんなのを見るのは初めてだったけれど、でも、かなりすてきで、私は見とれてしまった。

　やっぱ、ドイツ男は、カッコいい！

　男の人が立ち去ると、鈴影さんは静かにソファに腰を下ろし、手にしていたその本を開きながら私たちを見まわした。

「これは、私の先せん祖ぞが、教きよう皇こうの命令で七聖宝を集め歩いた時の記き録ろくをつづった本だ」

　それは、モロッコ革がわで裏打ちされた紺こんビロードの、立りつ派ぱな装そう丁ていの本だった。

　金きん張ばりのタイトルを見て、冷泉寺さんが、

「『七聖宝を求めて　その旅の記録』か」

　と言ったので、その才さい女じよぶりに、私は素直に感心した。

「へえ、冷泉寺さんって、ドイツ語も読めるんですか」

　すると冷泉寺さんは、白い目で私をにらんだ。

「これは、ラテン語だ」

　ぐっ！

　私には、外国語は全部同じに見えてしまうんだもの。

「『月光のピアス』についても、載のっているはずだ」

　鈴影さんは、パラパラとページをめくっていて、やがてその手を止めた。

「ここだ。『月光のピアス』の最後の持ち主は、魔ま王おう子じだな」

　魔王子っ!?

　話が、なんとなくホラーっぽくなってきたのを感じて、私はゴクンと息を吞のんだ。

「正式名は、ゴットフリート・フォン・シュタインベルク。ローマ教皇の信しん頼らいの厚かった枢すう機き卿きようが、愛人との間にもうけた子供で、伯お父じであるバヴァリア国王家に養よう子しに出され、その宮きゆう廷ていで育てられている。『月光のピアス』は、この枢機卿が教皇からもらい、養子に出される息子むすこゴットフリートの幸せを祈いのって、その耳につけたものだ。このゴットフリートは、恐おそろしいほどの美貌の持ち主ぬしだったと書かれている」

　まぁ、すてきかも。

「ところがゴットフリートは、十七歳の誕たん生じよう日びから義ぎ理りの兄である国王の実じつ子し四人を殺さつ害がいし始め、さらに国王をも殺して、自分が王国の後こう継けい者しやになろうとした。その凶きよう行こうは裁さい判ばんで明らかにされ、ゴットフリートは悪あく魔まと契けい約やくして彼らを殺害したことを認めたんだ。魔王子と呼ばれるようになったのは、それからだ。本来なら火か刑けいにされるところだったが、王族であることからそれを免まぬかれ、居城内に造つくられた『魔封ふうじの塔とう』に閉じこめられた。それから数十年後、教皇の命めいにより世界に散った七聖宝を収集していた私の先祖は、『月光のピアス』がこの地にあると聞きつけ、十じゆう字じ架かと聖書、聖水、銀ぎん剣けんで身を守り、封印されたその『魔封じの塔』を開けた。そこには魔王子の遺い体たいはなく、『月光のピアス』だけが残されていた。呪いのかかっている証しよう拠こに、それは血色だった。私の先祖は、聖せい職しよく者しやの立ち会いの下もとでそれを聖せい櫃ひつに入れ、聖なる五ご角かく星せいで封じて、教皇の元に持ち帰った」

　読み終えて鈴影さんが顔を上げると、宏がたまりかねたように叫さけんだ。

「じゃ呪いをかけた本人は、とっくに死んじまってるってことだろ。それじゃ呪いを解かせられないじゃん。どーすんだ」

　確かに、宏の言う通りだった。

　七聖宝は紛失、呪いをかけた本人はもういない。

　そして今日は十日目、呪いの達たつ成せいまであと五日っ！

「よし、魔王子の城に行ってみよう」

　パタンと本を閉じて、鈴影さんがきっぱりと言った。

「そして魔王子がどんな呪いをかけたのかを探さぐる。呪いを解く手がかりがあるかもしれない」

　ん、そうしよっ！

　私たちがうなずいたその時、カツカツと近づいてくる靴くつ音おとがした。

　目を向ければ、一人の中年紳しん士しがこちらにやってくるところだった。

　鈴影さんは、わずかに舌した打うちして立ち上がる。

　表情は冷ややかで、目には切れるような光が浮かんでいた。

　え・・・何だろ、この妙みような反応。

　私が注ちゆう視ししていると、中年紳士は、困ったように笑って鈴影さんの前で立ち止まった。

　鈴影さんは、さっと周りに視線を走らせ、先に口を開く。

「密みつ偵ていが聞いている可か能のう性せいがあります。彼らのレベルを超こえた言葉、ヨーロッパの言げん語ご以外でお願いします。たとえばスワヒリ語とか、イヌイット語とか、日本語とかで」

　中年紳士は、わかったといったようにうなずいた。

「日本語にしよう。私も日本に戻った時は、日本語を使う。わりと自由にしゃべれるからね。聖せい樹じゆ、実は私も、長老ゲローン派全体会議から嫌けん疑ぎをかけられて、君と同じ立場に立たされているんだ。クリスビーズの日本支部の話では、騎士団の重要人物が聖宝を持ちこんだということだったが、日本に行っていたメンバーの中で、重要人物といったら君と私の二人だけだからね。こんなことになるなんて、まったくなんて不幸なんだ。私の場合は、君ほど地位が高くないから、まだ拘こう束そく命令までは出ていないが、そのうちにそうなるだろう。君と共きよう闘とうしたいと思って、急いで館を出てきたんだ。協力し合おう。君も単身での逃とう亡ぼうじゃ、心細いだろ」

　逃亡っ!?

　びっくりしたのは、私ばかりじゃなかった。

　皆みんながいっせいに身を乗り出して、鈴影さんを見つめる。

「レオン、いったい何が起こっ」

　そう言いかけた宏を、鈴影さんは片手を上げて止め、中年紳士に目を向けた。

「そうでしたか。お気の毒どくです、ドランド叔父さん」

　え・・・じゃ、これが例の、叔父さんなんだ。

　七聖宝を処分したとか、汚い手を使うとか、鈴影さんを始末するとか言われてた人だよね。

　そんな危険な人と接せつ触しよくして、大丈夫なんだろうか。

　私は、心配しながら鈴影さんを見た。

　さっさと離れた方がいいんじゃないかと思いながら。

「聖樹、これからどうするつもりだね。いつまでもここにいるわけにはいかないだろ」

　鈴影さんはうなずいた。

「当面、どこか本部の目の届かない所に避ひ難なんしようと考えています。そこで落ち着いて、打つ手を決めようかと」

　私は息を吞んで、話に耳を傾かたむけていた。

　さっきまで鈴影さんは、この叔父さんを問題にもしていなかったのに今、ちゃんと対応しているってことは、きっと何か考えがあるのに違いないと思ったから。

　ところが、その場の空気をまったく読めない宏のヤツが、

「おいレオン、何言ってんだよ。オレたちは呪いを」

　そう言い出したものだから、私は、冷ひや汗あせ、タラリ。

　ああ、こいつってば、バカッ！

　事情がありそうなことぐらい、どーして想像つかないんだっ!!

　ヤキモキしていると、冷泉寺さんが手を伸ばし、後ろから宏をはがいじめにしてその口をふさいだ。

「いい子にしてな、宏ちゃん」

　宏はもがいたけれど、武ぶ道どう家かである冷泉寺さんの腕から逃のがれることはできなかった。

　それにしても、冷泉寺さんが宏をはがいじめにしている姿って、どう見ても、男が二人、からみ合っているとしか見えないよねぇ・・・。

「ああ、いい所がある」

　叔父さんが、思い出したように言った。

「私が先月、買った城なんだが、その後、すぐ日本に行くことになってしまって、まだ本部に届けを出していないんだ。あそこなら、本部にはわからないからピッタリだ。怪かい奇き伝説のある物件だったんだが」

　げっ！

「我わが騎士団には関係の深い城だったから、どうしても手に入れたくてね」

　やだ、怪奇伝説の城なんて！

　身み震ぶるいする私に、鈴影さんは目もくれず、興味深そうにたずねた。

「どういう伝説なんですか」

　いいじゃん、そんなの、放っておこうよ、踏ふみこまないでっ！

　私は、怪奇が大だい嫌きらいっ!!

「それが、魔王子伝説なんだ」

　え!?

「ほら、『月光のピアス』の最後の持ち主となった魔王子ゴットフリートの城だよ」

　その場が一いつ瞬しゆん、シ～ンとなった。

「所しよ有ゆうしていたのは、フェッセン市在住の会社社長グスタフ・フランケン氏だ。城の敷しき地ち内にある管かん理り棟とうごと買い取って、管理する人間を住みこませ、いつ行っても泊とまれるようにしてある」

　鈴影さんは、ふっと笑った。

　不ふ敵てきな感じのする、挑いどみかかるような笑顔だった。

「では、そこをお借りしましょう」

　すると叔父さんは、いかにもうまくいったというようにニヤッと笑った。

「管理人には、しばらく家を空あけるように言っておくから自由に使ってくれ。鍵かぎは、今取ってくる。ああ、先に現地に行っててくれないか。私は雑ざつ事じを片づけてから、行くから」

　来なくていいっ！
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　当時のバヴァリア王国は、今では西ドイツ、つまりドイツ連れん邦ぽう共きよう和わ国こくのバイエルン州にあたるらしい。

　私たち五人は、セスナ機で魔ま王おう子じの城に出発することにし、鈴すず影かげさんが予約を取った。

　ところがセスナが出で払はらっていたため、出発を翌よく日じつに延のばし、その日はなぜかホテルを変えて一泊したのだった。

　で、翌日に飛行場に向かい、フライト許きよ可かがおりるまで、待ち合い室で待たい機きした。

「レオン、事情を説明してくれないか」

　冷れい泉せん寺じさんに言われて鈴影さんは、七しち聖せい宝ほうを持ち出した疑うたがいをかけられ、本部から逃とう亡ぼうしたことを話した。

　鈴影さんが騎き士し団だんを改かい革かくしようとしたことで内部紛ふん争そうが勃ぼつ発ぱつし、義ぎ理りの叔お父じにあたるアクスクーという上位騎士や、長老ゲローン派を敵にまわしたことも。

　先ほどのドランド叔父さんは、そのアクスクーの末まつ弟ていなのだった。

　私たちは、激げき怒どした。

　だって、あんまりなんだもの。

　このままにしておくことなんて、できない！

「オレたちで証しよう拠こを見つけて、レオンを救おう」

　宏ひろしがそう言い、私たちは皆みんな、同どう意いした。

　ところが鈴影さん本人が、首を横に振ふったのだった。

「『銀の薔ば薇ら騎士団』は、組織を世界中に広げる巨大団体だ。君たちの手で何とかできるような相手じゃない」

　私たちは、顔を見合わせた。

　ちょっと傷きずつけられたような気分だった。

　特に、宏はあからさまにふくれて、横を向いてしまった。

　それを見て鈴影さんは苦く笑しようし、子供に言い聞かせるような口く調ちようになった。

「私のことは、かまわないでいい。それよりこの騒さわぎに巻きこんでしまった君たちのことを優先したい。まずピアスの呪のろいを解とくことだ。でなければ君たちは、これまでのような生活に戻れないよ」

　まぁ、そう言われてみれば、確かにその通りだった。

　私がドキンとするたびに三人が変身してしまうんだし、それ以外の変化が現れるかもしれないし、とっても普通の生活なんか送れそうもない。

　でも、こんな状況で、ドランド叔父さんの所しよ有ゆうする城に行くことは、ものすごく危険なように思えた。

「あいつ、罠わなを仕し掛かける気だ。レオンが城に行くって言ったら、やったって顔つきでニヤッとしてたじゃないか」

「ん、僕も見た。やめた方がいいよ、レオンさん」

　冷泉寺さんと光こう坂さか君が次々に言うと、鈴影さんはその目を凜りんときらめかせた。

「私のことと、君たちのことは分けて考えてくれ。ピアスの呪いに関しては、魔王子の城に行ってみなければ、何も解決しない。そうだろ。たとえ何があっても、行くしかないんだ」

　それは、そうだけど・・・。

「叔父が、たまたま魔王子の城の所有者であったことは、私の不運だ。向こうがやる気なら、受けて立つ」

　そう言いながら鈴影さんは、瞳ひとみの中の影かげを濃こくした。

「それにこんな状況に陥おちいったのは、私の力が足りなかったからだ。私に関しては心配いらない。この汚お名めいは、必ず自分ではらす」

　強い意思の力が暗い炎ほのおのように燃え上がって、その横顔を彩いろどり、鈴影さんの屈くつ辱じよくの大きさを私に教えた。

　誇ほこり高い彼にとって、自分の失敗を放っておくことは、耐たえがたい苦しみなのだろうと思えた。

　うーん、私だったら、まったく、何っともないんだけどな。

　中三の時から主しゆ婦ふを始めて山ほど失敗を積み重ね、今では、ちっとやそっとの失敗じゃビクともしない立りつ派ぱな頭と体になってるもん。

　こういう私のタフさを、鈴影さんにも少し分けてあげたい。

　そうしたら、こんなに自分を傷つけずにすむのに。

　これじゃ一生のうちに、いったいどれだけ苦く痛つうを味わうことになるのやら。

　それはそれでカッコいい生き方なのかもしれないけれど、でもハードすぎると思うよ。

　鈴影さんみたいに何でもできて、才能のある人には、もっとゆっくり生きてほしいな。

　そうしたら、その力を、充じゆう分ぶんに発はつ揮きできるはずだもの。

「鈴影さん、前にも言ったけど、あまり考えすぎない方がいいですよ。少し、気持ちをリラックスさせないと、早死にします」

　私がそう言うと、鈴影さんは、クスッと笑った。

　私を見るその目は、とてもやさしかった。

　私は何だか・・・頰ほおが、ポッ。

「そろそろフライト時間だ。行こう」

　鈴影さんが腰こしを上げ、部屋から出ていこうとしたので、私も立ち上がってその後ろに続いた。

　すると脇わきにいた宏がいきなり近づいてきて、ゴンと私の頭をぶったのだった。

　ちょっと、何すんのよっ！

「レオンは、潔けつ癖ぺきで自分に厳しいんだ。人間の生き方として、美しいよ。リラックスしすぎのおまえに、いろいろ言う権利なんかない」

　私は、ムッとした。

「厳しければいいってことにゃ、ならないでしょ。私は鈴影さんに、もっと幅はばの広い生き方ってもんを知ってほしいの。目標に向かってまっしぐらに進んでる彼に、ただ前しか見てない彼に、周りを見てほしいの。だってそうじゃなかったら、生きてても楽しくないでしょ」

　宏はびっくりしたように私を見、その隣となりで光坂君が、悲しげなため息をついた。

「夢美は、きっとレオンさんが好きなんだ」

　わっ、そんなことっ！

　私は、逃げるように部屋から飛び出していこうとした。

　そのとたん、後ろからぐいっと二にの腕うでをつかまれて、引き戻されたんだ。

「待てよ」

　振ふり向くと、宏の顔がすぐそばにあった。

「ほんとか？」

　強く、真しん剣けんなその眼まな差ざしに、まっすぐ見つめられて、私はドキンとした。

　心の中まで踏ふみこんでこられるような気がして。

　直後、三人は、一気に七しち転てん八ばつ倒とう。

　床ゆかを転ころげまわって苦しみ始め、やがてみごとに変わってしまった、狼おおかみと猫ねこと鷹たかに。

「夢美っ！」

　宏が、うなるように怒ど鳴なった。

「早く戻せっ！」

　冷泉寺さんが、トンと床に飛びおりて、ドアの方に歩きながら言った。

「じゃあレオンが必要だろ。呼んでこよう」

「なぜっ!?」

　光坂君が目をむいた。

「なぜ、レオンさんなの？」

　冷泉寺さんは、ふんと横を向く。

「初めの時、あいつがどうやったか見てなかったのか。あんなに思わせぶりにキスのマネができるのは、あいつぐらいだ」

「僕だってできる！」

　吐はきすてるように言って、光坂君はひょいっと私の腕の中に飛びついた。

「夢美、僕を抱いて」

　輝かがやくようなエメラルド色の光坂君の体は、しなやかでなめらかで、そして少し熱かった。

「キスするよ、いいね」

　と言われても、ピンピンおヒゲの猫じゃ、私、ちっともドキッとしない。

「なんで、なんで僕じゃだめなの、どーしてっ!?」

　ごめんね、原因はその顔よ。

「どいてろ、アキ。オレがやる」

　あら、狼だって同じようなものよ、ときめかないって。

　と思った瞬しゆん間かん、宏はいっきに牙きばをむいて私に飛びかかり、私はドッキリ。

　見る間に三人は、元に戻り始め、あわてて自分の服に飛びつきながら物もの陰かげに逃にげこんだ。

「貸せよ、服っ！」

「やだっ!!」

　いつもいつも服を裂さいてしまう宏は、光坂君とよくもめる。

「今度っからは、変わり始める前に脱ぬぐんだな」

　冷泉寺さんが、どこからか代わりの服を持ってきてくれて、言った。

「あるいは、予よ備びを持って歩くかだ。衣い装しよう代は、夢美に出してもらえ」

　何でよっ！

「そもそもの元げん凶きようは、おまえだ」

　でも私は、わざとやってるわけじゃないっ！

　にらみ合う私たちの前に、光坂君が頭っからＴシャツをかぶりながら歩いてきて、そこからズボッと顔を出した。

「僕、すごく心配なんだけど・・・もしかして夢美も変身したりするようになるのかな」

　え、そんなの、やだ。

「変化するのってすごく苦しいよ。女の子の夢美があんな思いをしなけりゃならないなんて・・・かわいそうだ」

　光坂君ってば、やさしいんだ。

　私がそう思った直後、光坂君は、冷泉寺さんにつかみ上げられた。

「おまえは、同じ思いをすでにしてる女が他にもいるってことを忘れているらしいな。思い出させてやろうか」

　冷泉寺さんと光坂君じゃ、五センチぐらい冷泉寺さんのほうが背が高い。

　性格も冷れい血けつだし、勝負は目に見えてるよね、ああかわいそう。

「おい、いつまでもジャレてるんじゃない」

　宏がそう言った。

「行こう、魔王子の城へ」

　日に焼けたその頰に、精せい悍かんな笑いを浮うかべて私を見る。

「あれこれ心配するのはよそうぜ。ぶつかってみて考えればいいじゃん。だろ？」

　はっきりと言いきった宏の、その勝かち気きさがとても男の子らしくて、頼たのもしかった。
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　セスナ機で、魔ま王おう子じの城までおよそ二十分。

　鈴すず影かげさんは、なんと自分でセスナの操そう縦じゆう悍かんを握にぎった。

　飛行機を操縦できるなんて、すごい。

　私が感心していると、冷れい泉せん寺じさんが冷れい笑しようした。

「ミカエリス家の総そう帥すいは、パーフェクトだ。できないことはない」

　へえ、自分のことみたいにいばってる！

　そんな冷泉寺さんは、何だかうれしそうで、私は少し意外だった。

　考えてみれば、冷泉寺さんって、鈴影さんに逆らいはするものの、最終的にはいつも言うことをきいてるんだよね、不思議な関係。

「見えたぞ、あれだ」

　航空地図を見ていた宏ひろしが、指をさした。

「ほら、あの赤い尖せん塔とうのある建物」

　それは、海のような緑の森の中、眼がん下かにサファイア色の湖を見下ろす崖がけの上に立っていた。

　グレーに近い水色の屋根、すらりと優ゆう美びなラインを描えがいた白い壁、楕だ円えん形けいのいくつもの窓、そそり建つたくさんの尖塔の中で、ひときわ高い一つだけが燃え上がるような真しん紅くだった。

　うっ、美しいっ！

「前庭に降りよう」

　空から見下ろした時よりも、実際その前に立って見上げた時の方が、数倍もきれいに見えた。

　森の緑にはえる白はく壁へき、美しく上品な形の角かく塔とう、天を突つく尖塔、その上のブロンズの天使像、湖に映る華か麗れいなそのシルエット。

　ああロマンチックが、一〇〇パーセント。

　と思ってる私の脇わきで、冷泉寺さんのひと言。

「なんだ、シンデレラ城か」

　がっくり。

「早く来いよ」

　宏に言われて、私はあわてて彼らを追って、盾たて壁かべのまん中に取りつけられたアーチ式の門をくぐり、石いし畳だたみの上を歩いて、城の玄げん関かんの中へと飛びこんだ。

　瞬しゆん間かん、そこに立ちすくまずにいられなかった。

　その玄関ホールの正面の、壁にかかっていた一枚の肖しよう像ぞう画が。

　私の背の三倍ほどもある大きさで、華はなやかな金の唐から草くさ模も様ようの額がく縁ぶちの中に、ゾクッとするほど美び貌ぼうの少年が立っていた。

　頰ほおにかかる黒髪を、片手で無む造ぞう作さにかき上げながら、整った頭を斜ななめにかしげて、視線だけをこっちに向けている。

　人を見すえるようなその眼まな差ざしは、艶つややかで凜り々りしく、気品に満ちて美しかった。

　白く形のいい頰の下の、わずかにピンクの耳たぶには、満月の色をした片ピアスがつけられ、その肩かたの上には白い鷹たか、膝ひざの上には緑色の猫ねこ、そして足元には銀の狼おおかみがねそべっている。

「ゴットフリート・フォン・シュタインベルク」

　肖像画の下端の文字を読んだ鈴影さんが、こっちを振ふり返った。

「魔王子、十六歳の肖像だ」

　私は息を吞のんで、その絵を見つめた。

　こんなにきれいな人が、悪あく魔まと契けい約やくし、養よう父ふと四人も義ぎ兄けいを殺したなんて、なんだか信じられない気がした。

「いい男だな」

　冷泉寺さんが、めずらしく人をほめたので、私はうれしくなって彼女のそばに寄よった。

「ほんと、きれいよねぇ」

「きれい!?」

　冷泉寺さんは、ジロッと私を見た。

「そんなものが、男の価か値ちの基準になるか。私は、筋きん肉にくのつき方がいいと言ったんだ。ほっそりと見えるが、これは相当鍛きたえられている。裸ら身しんの肖像画がないのが惜おしいな。もし生きていれば、ひと勝負したかったところだ」

　あっ、あんたって女じゃないっ！

　体つきも、考え方も全部、丸ごと男だぁ!!

「周りにいる動物たちは、彼のペットなんだろうな」

　鈴影さんがそう言い、私は思わず宏と光こう坂さか君と冷泉寺さんを見てしまった。

　この三人、魔王子のペットと同じ動物に変身するんだ。

　明らかに呪のろいの影えい響きようだよね。

「十六歳なら、これは事件を起こす少し前の肖像画だ。このピアスが満月色で、後のちに彼が閉じこめられた部屋から発見された時には血色だったことを考えれば、呪いをかけたのは彼に間ま違ちがいない」

　宏はちょっといらだった様子だった。

「それが何の呪いか、どうやったらわかるわけ」

　鈴影さんは、ゆっくりとホールを横切りながら口を開く。

「きっと書庫に、この城に関係した人々の歴史記き録ろくがあるだろう。その中をあたってみよう」

　広い廊ろう下かから薄うす暗ぐらい階段へと足を運んでいく鈴影さんのすらりとした姿は、少ししめっぽい城内の雰ふん囲い気きにしっくりと合って、まるで中世の騎き士しのようにすてきに見えた。

　私は、うっとりとそんな彼を見つめながら、その後ろに従したがった。

　足を進めるたびに、ギシッと音を立てる濃こい褐かつ色しよくの階段を、踏ふみしめながら。

　鈴影さんが捜さがし当てた書庫は、二階の突つき当たりにあり、ドアを開けると、中には本がびっしりっ！

「全部読むにゃ、十年はかかるぜ」

　宏がため息をつくと、光坂君もうなずいた。

「今日は、十一日目だよ。十五日まで、あと四日しかないのに、この全部を調べるなんてとても無理だ。僕や高たか天まさんや夢ゆめ美みは、ドイツ語が読めないんだし」

　その時、冷泉寺さんが言った。

「魔王子の魂たましいを呼び出して、本人に聞いてみたら？」

　びっくりして振り返る私たちの前で、冷泉寺さんは皮ひ肉にくげな笑えみを浮うかべた。

「どっちみち非科学的なんだから、そのくらいやったらどうかな。レオンは、くわしいはずだよな、そういうこと。ぜひ一度、お手て並なみを見せてもらいたいもんだ」

　そっ、そんなことやって、ホントに出てきちゃったら、どーすんのっ!?

　私は恐こわい、したくないっ！

　一いつ瞬しゆん、そう思ってしまったのだけれど、よくよく考えてみれば、四日でこの本を全部読むのは、どう考えても無理だった。

　ってことは、打つ手が一個もないってことになる。

　このまま何もせずに十五日目を迎えるなんて、とんでもない。

　うーん、この際さい、多少恐くてもしかたないかも。

　できることをできるだけ、試してみなくちゃならない時かもね。

「魔王子を呼び出すなんて、ほんとにできるの？」

　私が聞くと、鈴影さんは静かにその目を輝かがやかせた。

「死し者しやを呼び出すための儀ぎ式しきの方法は、わかっている。やってみたことはないけれどね。呼び出してから、その魂を乗り移らせるための体が必要だ。霊れい媒ばいというんだが、誰だれにでもできるものじゃない。感性が鋭するどくて、直ちよつ観かん力りよくがあって、そしてできれば過去に一度か二度、死にかけた経験を持つ人間がいい。そういう人間がいれば、試すことはできる」

　私は、とっさに叫さけんでしまった。

「それは光坂君の、はまり役っ！」

　だって前にそう言ってたもんね。

「光坂君以外にないと思う」

　私の指し名めいを受けて、光坂君はビクッと体を震ふるわせた。

「僕・・・いやだ」

　宏が大声を上げた。

「なんでだよ、やれよっ！」

　光坂君は、一瞬、すがるように私を見、それから顔をそむけた。

「いやだ」

　透すきとおるように白いその横顔に、金の髪が乱みだれて振りかかって、その表情を隠かくした。

「そんなこと、僕はいやだ！　どうしてもっていうんなら、今すぐ日本に帰る」

「バカやろう。ガキみてーなこと言ってんじゃねーよっ！」

　宏はムキになって怒ったけれど、私には光坂君の気持ちがよくわかった。

　霊媒になるのが恐いんだ。

　だから、やりたくない。

　でも、そう言えないんだ、怖おじ気けづいてるって思われるのがいやで。

　前に、人じん吾ごが、そういうことあったもの。

　人一倍、英えい雄ゆうにあこがれてて、自分もそういうふうに振るまいたいんだけれど、勇気が足りなくて、その理想と現実との間ですごく苦しんで、メチャクチャになったことがあった。

　その時私は、そんな人吾の気持ちがわからなくて、やさしくしてあげることができなかったんだけど、今なら、できる感じ。

　私は、光坂君のそばに行って、その前に立った。

「ね、やってみよう。呪いの秘密がわかって、もう変化しなくてもすむようになるかもしれないんだもの。そうしたらあなただけじゃなくて、宏も冷泉寺さんも、それから私も助かるから。私たちのために勇気を出して。できることは何でも協力するから、ね！」

　光坂君は、息を吞んで私の目の中をのぞきこみ、長い間じいっと見つめていて、そうして自分の中の力を全部、振りしぼるようにしてうなずいた。

「わかった、やってみる」

　私はほっと息をついて、彼の肩をトントンとたたいた。

「よかった。頑がん張ばろうね！」
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　その儀ぎ式しきは、夜の十二時にならなければできないとかで、夜を待つ間に、鈴すず影かげさんが光こう坂さか君に、その方法を教えた。

　私は、夕飯のことを考えて、城の庭の片かた隅すみに立っている管かん理り棟とうに行ってみた。

　その台所には、客用のたくさんの食器があり、大型冷れい蔵ぞう庫こにも肉や野菜がいっぱい入っていた。

　あら、すてき。

　たっぷりつまった冷蔵庫って、好きだわ、頼たのもしくて。

　私は、台所にオーブンがあるのを確認すると、冷蔵庫から鶏にわとりを一羽、それに玉ねぎ、にんじん、セロリ、月げつ桂けい樹じゆの葉なんかを一緒に出した。

　鶏とり肉にくのハムづめなんて、おいしそう。

　添そえ物は、パセリを散らしたフライドポテトに、にんじんグラッセ。

　あ、ミキサーがあるから、ジュースでも作ろうかな、るんるんるん。

　そうして自分で腕うでを振ふるったお料理は、いつになくおいしくて、皆みんなにもとっても好こう評ひようだった。

「ほんと、おまえの取りえって、これだけ」

　うるさい、宏ひろし。

　光坂君が、半なかば尊そん敬けい、半ばあきれたようなため息をつく。

「高たか天まさんって、どんな時でも絶対、食欲が落ちないよね。サッカー部で合宿やってても、一番すごいもん」

「オレは伸びざかりなんだ」

　宏はまだ物足りなそうに、鶏の骨の間に残っているわずかな肉に食いついていた。

「アキも、もっと食うべきだよ。食細いから、そんなにまっ白なんだぜ。体力つけとかないと、いざって時に、もたねーよ」

　と言いながら、光坂君のお皿に手を伸ばすんじゃない、この大食らいっ！

「あんたみたいなのを、憎にくたらしいほど食べるって言うのよ」

「いーじゃん。これはオレの長所の一つだ。ところで食後のデザートは？」

「あんたは、なしっ！」

　そうこうしているうちに真夜中の十二時が近づいてき、私は光坂君のために、特別に作った蜂はち蜜みつジュースを飲ませてあげた。

「頑がん張ばるのよ」

　光坂君は緊きん張ちようのために、元々白い顔をさらにいっそう蒼そう白はくにして大きくうなずいた。

「うん」

　決けつ意いに満ちたその瞳ひとみは、とても凜り々りしく、そしてちょっぴりかわいかった。

「じゃ行こうか」

　十二時少し前に鈴影さんが立ち上がり、私たちは彼の後について、敷しき地ち内ないに建てられている古い礼れい拝はい堂どうに入った。

　そこで光坂君は、祭さい壇だんの真正面にひざまずき、両手を組み合わせて、鈴影さんから教えてもらった言葉をつぶやいた。

　冷れい泉せん寺じさんの通つう訳やくによると、

「死者であるゴットフリート・フォン・シュタインベルクよ、甦よみがえれ。我わがもとに来よ」

　という意味のラテン語だって。

　その後、光坂君は立ち上がり、礼拝堂の北側に作られている墓ぼ地ちに入っていった。

「悪あく魔まよ、全宇宙を支し配はいし、君くん臨りんする者よ、汝なんじの住すみ処かにて我が声を聞け。願わくば、宇宙の支配者の名において、この死者を我がもとに送りたまえ」

　それから墓地の土を取り、パラパラと地面にまいた。

「死者よ、ゴットフリートよ。目をさまし、立ち上がれ。悪魔の名において、我が問いに答えよ」
















　その時鈴影さんが、奇き妙みような形の十じゆう字じ架かを差し出し、光坂君はそれを自分の胸に強く押し当てた。

　後で聞いたとこによると、それは、聖せいアンドレアの十字架と呼ばれるものなんだって。

　それから光坂君は立ち上がり、その聖アンドレアの十字架を礼拝堂の屋根の上に力いっぱい投げ上げてから、西の方向に向かって歩き始めた。

「高天、数をかぞえろ。五十九歩だ」

　鈴影さんの声で、宏は大声でカウントを取り始めた。

　五十九歩の地点まで来ると、光坂君は静かに地面にその全身を横たえ、天を仰あおいで言った。

「我われが、待ちのぞむ。現れよ、ゴットフリート」

　私はもう、いつ魔王子が出てくるかと思って、ハラハラし、森を通り過すぎる風の音にさえビクッとするほどだった。

　でも、いくら待っても光坂君はそのままで、やがて鈴影さんが言った。

「だめだ、来ないな。私のやり方が間ま違ちがっていたのかもしれない」

　瞬間、冷泉寺さんが、我が慢まんできないといったように叫さけんだ。

「そんなことない」

　その表情は必死で、声は悲ひ鳴めいのようだった。

「レオンは、絶対に間違ったりしない」

　のめりこむようなその視線の先で、鈴影さんはやさしく笑った。

「それはおまえの思い過すごしだ。私だって間違うよ」

　直後、光坂君が身をひるがえし、逃げるように飛び出していった。

　びっくりする私の隣となりで、宏がその後を追おうとし、鈴影さんに二の腕をつかまれた。

「待て、高天」

　そう言いながら鈴影さんは、私の方を向いた。

「佐さ藤とう、行ってくれ。君の方がいい」

　宏は目を丸くして私を見、不ふ服ふくそうに鈴影さんを振り仰いだ。

「何で!?」

　それには答えず、鈴影さんは私をうながした。

「行って」

　それで私は、光坂君を捜さがしに出かけたのだった。

　夜の城は、あんまり気持ちのいいものじゃなかったけれど、彼のことが心配だったから恐こわがっている暇ひまがなかった。

　一生懸けん命めい捜して、やがて私は、墓地の中で光坂君の姿を見つけることができた。

　芝しばの上に腰こしを下ろし、立ち並ぶ墓石の一つに寄よりかかるようにして、うつむいていた。

「どうしたの？」

　私が言うと、光坂君は私から顔をそむけたままで、吐はき出すように答えた。

「失敗したのは、僕のせいだ。僕が、魔王子なんて来なければいいと思ってたから」

　伏ふせられたその目に、見るまに大きな涙が浮うかび上がり、震ふるえるその頰ほおをつっと流れて、したたり落ちた。

「心の中で、来るなって願ってた。恐かったんだ。どうしても恐かった。僕は、意い気く地じなしだ」

　きゅっと目をつぶり、墓石に額ひたいをすりつけるようにして声を殺して泣く彼が、かわいそうで、まるで弟みたいにいとおしくて、私は腕を伸ばして、その金きん髪ぱつの頭を自分の胸の中に抱きしめた。

「自分をそんなふうに言っちゃダメ。それが本当のことのように思えてきてしまうから。光坂君は、繊せん細さいなの。人より強く、いっぱい、いろんなことを感じてしまうだけ。うまくいかないことなんて、誰だれにでもあるんだから。次の時、頑張ればいい。次は頑張ろうね、ねっ！」

　光坂君は、ふいっと頭を上げて、濡ぬれた目で私を見た。

「夢美は、僕を信じてくれるの？　僕が頑張ればちゃんとできるってことを、信じてくれるの!?」

　私はうなずいた。

　彼に自信をあげたかったから。

　自信さえあれば、人はどんなことにでも挑ちよう戦せんできるはずだって思っていた。

「私は、あなたを信じてるし、応援してる。ずっと見守ってるから」

　瞬間、光坂君はいきなり私に抱きついたのだった。

「約束するよ。僕はもう絶対に、恐がったりしない、絶対に！」

　男の子らしい固い胸の中に、身動きもできないほど抱きしめられ、すっぽりうずまってしまって、私は心臓がはね上がりそうだった、ドッキンっ！

　とたん、光坂君は体をのけぞらせ、

「あ・・・ああっ！」

　身もだえしながら、猫ねこになった。

「ごめん」

　その服を拾ひろい集めて、私が手を伸ばすと、光坂君はヒョイッと私の腕の中に飛び上がってきた。

　私は彼を抱いて、その柔やわらかな背中をなでた。

「変化するのって、苦しいんでしょ。ごめんね」

　その時、後ろで足音がして、振り返ると宏がこっちにやってくるところだった。

「レオンが、すぐ来いってさ」

　親指を立てて城の方をさしながら、宏は私の腕の中の光坂君を見、ふっと、その表情を硬かたくした。

「アキ、なんで変化したの？　こいつ、おまえに何したんだよ」

　そういえば、これって、私がドキドキした証しよう拠こなんだ。

　私は答えられずに、宏のそばを通りすぎようとし、グイッと二の腕をつかまれた。

「聞いてんだぜ、答えろよ」

　振り返ると、強く光る宏の目が、すぐそばにあった。

「アキが、何したんだっ!?」

　真しん剣けんで、精せい悍かんで、すいこまれそうに熱いその眼まな差ざしに、私はドキッとし、直後に宏も大変化っ！

「夢美っ！」

　わーん、私のせいじゃない！

　みんなピアスが悪いんだっ!!

　早くこの呪のろいの正体をつきとめないと、オチオチときめくこともできやしない。

　私は、人間に戻った光坂君を先に行かせ、狼おおかみの宏に飛びかかってもらって、彼を元に戻すと、あわてて鈴影さんの所に駆かけつけた。

「冷泉寺から、新しん説せつの発表があるそうだ」

　そう言って鈴影さんは、その美しい瞳ひとみに笑いをふくんで、彼女に手を差しのべた。

「幼おさ馴なな染じみ殿どの、どうぞ」

　冗じよう談だんまじりのしぐさだったけれど、上品で、とても優ゆう雅がで、私はほれぼれしてしまった。

　さすがは、元皇こう帝ていの血けつ統とう！

　そんな鈴影さんの前で、冷泉寺さんはニコリともせずに口を開いた。

「『悪魔の鍵かぎ』によれば、この『月光のピアス』に呪いをかけるためには、心臓の血にひたすことが必要だということになっている。心臓から血を取ってピアスにかけ、その後に呪いの言葉を言う、これが順序だ。ところがこの時代に、心臓から血を取って生きていられたとは、考えられない」

　うむ、確かに。

「魔王子は、自分の心臓を刺さし、その血をピアスにしたたらせ、息も絶たえ絶だえで呪いの言葉をつぶやいたのだろうか？　いや、それでは不確実すぎる。心臓を刺した時のショックで、何も言えなくなることだって予想できたはずだ。命をかけようとまでしているのだから、もっと確実な方法を取ったのに違いない。それは何だ？」

　冷ややかなその目で、冷泉寺さんはぐるっと私たちを見まわした。

　でも私たちは誰も答えられず、彼女はほっと息をついて、先を続けた。

「それは、言葉を文書に書き残すことだ。呪いを書いた紙の上にピアスを置き、その上で血をかける。血に満ちたピアスは呪いを受け入れる状態になり、文字にしるされた魔王子の願いを叶かなえる」

　冷泉寺さんの瞳が、一瞬、光をはね返す水のようにギラッと光った。

「その文書を捜せ。魔王子が書きつけた呪じゆ文もん書しよをだ。そうすれば、呪いの内容がはっきりする。おそらく魔王子が閉じこめられていたという『魔封ふうじの塔とう』にあるはずだ」

　それで私たちは、そこへと向かうことになったのだった。

　それは、セスナ機から見下ろした時に、一つだけ屋根の色の違っていたあの塔だった。

　立ち並ぶ尖せん塔とうの中でもひときわ高く、燃え上がるような真しん紅くの塔。

　その長い螺ら旋せん階段を、私たちは時間をかけて上って、ようやくその頂上にある魔王子の閉じこめられていた部屋にたどり着いた。

　階段の窓から見下ろすと、私たちのいる所はほとんど空中で、景色ははるか下の方。

　城の敷地の外にある人家は、もうマッチ箱より小さかった。

「五ご角かく星せいの封ふう印いんだ」

　魔王子の部屋のドアは、白い大だい理り石せきで作られていて、その上には、ピアスの箱に描かれていたのと同じ五つのとんがりを持つ星が、彫ほりこまれていた。

　鈴影さんは、指でその星の輪りん郭かくをなぞり、その一本一本に意味があることを説明してくれた。

「これは、魔ま術じゆつの図形の中で、もっとも強力だと言われているものだ。イエスの誕たん生じようを予告したベツレヘムの星の形をあらわしている。神の力をその場所に留とどめたい時に使うんだ。これを逆にして、中央の角が下に向くように描くと、悪魔を呼び出し、命令することができるといわれている。これは、ただ描いてあるだけじゃない。描いた後で、四元素、つまり土と空気と水と火を接せつ触しよくさせ、香こうをたいて、カバラの呪文をとなえてあるんだ」

　へえ。

「開けるぞ、下がって。高天、手伝え」

　鈴影さんが扉とびらに指をかけ、宏がそれを手伝って、二人がかりでギイッと開けると、中はまっ暗。

「窓を塗ぬりこめてあるな。冷泉寺、蠟ろう燭そくをテーブルの上に置け」

　三さん基きの枝を持つ燭しよく台だいを手にした冷泉寺さんが、部屋の中に踏みこんでいくと、その明かりであたりがボウッと照らし出された。

　何百年もの埃ほこりが積もり、蜘く蛛もの巣が白い綿わたのように厚くたれさがる部屋の中は、確かに不ぶ気き味みで、私はゾクッ。

「さあ、呪文書を捜そう」

　鈴影さんの声で、私たちは勇気を奮ふるい起こして、捜そう索さくを開始した。

　その内部は、十畳じようくらいの部屋と、それより小さなもう一つの小部屋がつながっているだけで、家具も少なく、私たちはすぐ捜しつくし、何も見つけることができなかった。

「ないぜ、ちきしょう！」

　宏がドサッとソファに腰を下ろし、そこにあったクッションをなぐりつけた。

「誰かが、どっかに持ち出したんじゃないのか」

「いや」

　鈴影さんが、長いその髪をサラッとゆすって首を横に振った。

「『七しち聖せい宝ほうを求めて　その旅の記き録ろく』によれば、ここから持ち出されたのはピアスだけだ」

「でもレオンさん、その後で、誰かがこっそり持ってっちゃったってこともあるかもしれないよ」

　光坂君がそう言った時、それまで壁に寄りかかって考えこんでいた冷泉寺さんが、ふっと身を起こした。

「光坂、そこ、どけ」

　光坂君が飛びのくように後ろに下がる。

　冷泉寺さんは、テーブルの上に置いてあった燭台をつかみ、ツカツカと光坂君のそばまで歩み寄ると、床ゆかの上に片かた膝ひざをついた。

　そうして身をかがめ、なめるようにそのあたりを凝ぎよう視ししていて、やがてふっと微笑ほほえんだ。

「やっぱり、血けつ痕こんだ。血で文字が書いてある」

　私はびっくりし、目をこらしてその床の上を見たけれど、そこにはうっすらと灰はい色いろの模も様ようがついているばかりだった。

　え・・・。

「血が赤いのは、ヘモグロビンという血けつ色しき素そのせいだ。そのヘモグロビンは光に反応して、メトヘモグロビンになり、さらにはヘマチへと変わる。それに従したがって色の方も、赤色から褐かつ色しよくになり、緑色をへて、黄色、最後には灰色になるんだ」

　へえぇぇ、知らなかった。

　じゃこの床の灰色は、血の跡あとなんだ。

　魔王子の血、だよね。

　そう考えて、私は、背すじがゾクゾクした。

「魔王子は床の上に呪文書を残したらしいな。誰か、私の荷物の中にアタッシュケースがあるから持ってきてくれ」

　宏が身をひるがえして飛び出していき、やがて大きなそれをかかえて飛びこんできた。

「サンキュ。えっと、ベンチジン試し薬やくを持ってきたと思ったんだが・・・ああ、あった。それと、過か酸さん化か水すい素そ水すい」

　取り出した二つを、冷泉寺さんは手早く試験管の中で混ぜ、ニヤッと笑った。

「おもしろいものを見せてやるよ。ベンチジン反応だ。何百年前の血けつ液えきにも反応して、その色をはっきりと浮き上がらせる」

　言うなり冷泉寺さんは、その試験管を逆さにして、中の液をボトボトッと床に落とした。

　液はゆっくりとあたりに広がり、直後、そこから青せい藍らん色しよくのあざやかな文字が、くっきりと浮かび上がった。

　目を見開く私たちの前で、鈴影さんが低い声でそれを読み上げる。

「我は、この『月光のピアス』を身につける者の中によみがえる」

　私は息を吞のんで、鈴影さんを見た。

　ピアスを身につける者の中によみがえるってことは、ってことは・・・この私の中によみがえるってことっ!?

　じゃあ、私は魔王子になるのっ!?

「その時が来たら、最後まで忠ちゆう実じつな我が友であった狼、猫、鷹たかをよみがえらせ、ともにこの世を支配し、ミカエリス一族の子し子し孫そん孫そんにまで復ふく讐しゆうすることを誓ちかう。ゴットフリート・フォン・シュタインベルク」

　復讐っ!?

　私が目を見開いていると、鈴影さんが静かに言った。

「ヨーロッパにおいて、子子孫孫とは十三代までを意味する。この時からかぞえて、私がちょうどその十三代目だ」

　え・・・、じゃあ！

「ピアスが七色光を放って十五日後に呪いが成じよう就じゆするとすれば、今日は十一日目。あと四日後には、佐さ藤とうの中に魔王子が復活し、高天や光坂や冷泉寺は完全に動物になって、私を殺すってことだね」

　う・・・。
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　私は、めまいがした。

　私たちが、鈴すず影かげさんを殺すなんて！

　そんなこと・・・。

　宏ひろしが叫さけんだ。

「どうしてオレたちが、それに協力するんだ。なんで、オレたちなんだ!?　オレたちが、どうしてそんな」

　光こう坂さか君が、震ふるえるような声で答えた。

「僕たちの中に、そう望むようなところがあったんだよ、きっと」

　え!?

「それが、魔まを引き寄よせたんだ。僕たちの望みが、この呪のろいと呼こ応おうしたんだ。人は誰だれでも、猛もう獣じゆう使いだと言った作家がいるよね。その猛獣というのは、自分の心の中の性せい情じよう、つまり性格と感情だって。僕もそう思う。それを従したがわせきれなくなると、人は人以外のものに変わるのかもしれない」

　私は胸を突つかれて、ぎゅっと唇くちびるをかんだ。

　確かに私も思っていた、人にかしずかれたいって。

　女王様みたいになりたいって。

　皆みんなの上にどっかりと座すわりこんで、お世話してもらって、優ゆう雅がにゆったり暮らしてみたいって。

　その気持ちが毎日どんどん強くなっていって、そして、甦よみがえりとこの世の支し配はいを願う魔王子の心を引きつけたんだ、きっと。

　その時、冷れい泉せん寺じさんが、もう我が慢まんできないといったように口を開いた。

「バカバカしい。おつき合いはここまでだ。日本に電話を入れて、父と、研究の進み具合について話でもするとしよう」

　高い靴くつ音おとを響ひびかせて彼女は出ていき、鈴影さんがほっと息をついた。

「もう遅い。とにかく今夜は休もう。おいで、部屋割わりをしなけりゃ」

　そう言われて、私たちはその魔封ふうじの塔とうを出、管かん理り棟とうに戻った。

「佐さ藤とうが一階、高たか天まと光坂が二階、冷泉寺は三階、私は城の方に寝る、いいね」

　そうしてそれぞれの部屋に分かれて、ベッドに入ったのだけれど、私はとても、寝る気分になんかなれなかった。

　今こうしている自分の体の中に、やがてあの魔王子がよみがえってきて、私を征せい服ふくしてしまうのだと思うと、胸がドキンドキンした。

　そんなことになったら私は、佐藤夢ゆめ美みっていう私自身は、いったいどうなるの!?

　宏たちは、彼らはすっかり動物になってしまうの？

　そんなことって・・・許せない！

　そんなこと、させるもんか。

　とは思ったものの、どうすればいいのか、私にはわからなかった。

　このまま明日になれば、ピアスが七色の光を放ってから十二日目に入る。

　残りは、三日しかない。

　その間に、なんとか呪いを解とかないと。

　でも、どーすればいいんだろう。

　そう考えると、ますます目が冴さえて、私はとても横になっていられず、ベッドから起き上がった。

　だめだ、お茶でもいれて飲もう。

　そう思って台所に行き、ポットでお湯をわかして、おいしい紅茶をいれた。

　あんまりすてきにできたので、一人で飲むのがもったいなくなって、皆に配ってあげることにした。

　どうせ、眠れないに決まってるものね。

　と思ったんだけれど、宏はグーグー寝ていた。

　うっ、こいつって神経極ごく太ぶとっ！

　光坂君はさすがに起きていて、

「ありがと。ね・・・よかったら、話していかない？」

　と言った。

　私は冷泉寺さんと鈴影さんにお茶を配ってからもう一度来る約束をし、冷泉寺さんの部屋をノックした。

　彼女は、パパと電話をしているところだったので、私は勝手に入って、テーブルの上にお茶を置いてきた。

　鍵かぎがないのよ、この家って。

　それからもう一度台所に戻って、そこに一つ残しておいた鈴影さんのお茶を持ち、城へと出かけた。

　広間の隣となりの部屋に明かりが灯ともっていて、そこに本を読んでいる鈴影さんのシルエットが浮うかんでいたので、居場所はすぐわかった。

「ああ、ありがとう。ちょっと調べ物をしてたんだ」

　その部屋は、書しよ斎さい続きのベッドルームで、書斎におさまりきらなかった本が、部屋の片かた隅すみに山のように積まれていた。

「すごい本ですね……」

　私が紅茶を持ったまま言うと、鈴影さんはうなずいた。

「皆、魔王子のネームが入っている。彼の蔵ぞう書しよらしい。哲てつ学がく関係から宗しゆう教きよう書しよ、神学書まで、多た種しゆ多た様ようだ。この時代に出されていた本のすべてが、ここにあるといってもいいくらいだね。今、パラパラ見ていたんだけれど、ほとんどのページにボーダーラインが引いてある。魔王子は、勉強家だったらしい」

　言葉に余よ韻いんを残しながら、鈴影さんは私に背を向け、窓辺へと歩いた。

「彼は、もらわれた子供だったからね。親と、血でつながっていない子供の立場っていうのは、苦しいものだよ。その親にふさわしいことを、いつも示しめさなければならない。態度や実力や成績でね。自分がその一族の一人として劣おとっていないことを示して、皆に認めさせなけりゃならないんだ、いつもいつもね」

　夜の闇やみを映した窓ガラスの上に、鈴影さんの端たん整せいな横顔がほの白く浮かび上がり、私はちょっと息を吞のんだ。

　その瞳ひとみの中に、激はげしい孤こ独どくの光があって、私の胸を強く突いたのだった。

　いつも鈴影さんの目には、少し影かげがあって、その表情はなんとなくせつなげなのだけれど、こんなに悲しげで思いつめた彼を見るのは初めてだった。

　私は、言葉が口から出てこなかった。

　やがて彼は振ふり向いて、そんな私を見、わずかに笑った。

「私もそうだから、よくわかる。私もね、養よう子しなんだ」

　びっくりした。

　だって鈴影さんは、高こう貴きで上品で、本当に生まれながらの貴き公こう子しって感じだったから。

「血がつながっていないからこそ、ミカエリス家の本当の血を引く子供たちより、すぐれたいと思った。誰よりもミカエリスらしくありたいと願ったんだ。そして望み通りにミカエリスの当とう主しゆとなり、『銀の薔ば薇ら騎き士し団だん』の総そう帥すいとして認められて満足だった。後はただ、選ばれた者としてその使し命めいのために生きるだけだ。そう思っていたところに、君が現れて言ったんだよ、幸せについて考えた方がいいって」

　私は、自分の言葉を思い出して、ちょっとうつむいた。

　鈴影さんの生おい立ちを聞いた上で考えると、自分が言ったことは、いかにも軽い言葉のように思えた。

　でも鈴影さんも、間ま違ちがってるような気がする・・・。

　それをちゃんと伝えておいた方がいいんじゃないかと思って、私は口を開いた。

「おせっかいで、すみません。でも鈴影さんが成なりたかったのは、当主や総帥なんかじゃないと思います。なぜって鈴影さんは、願いが叶かなった今でもすごく悲しそうな顔をしてるから」

　鈴影さんが身じろぎするのがわかった。

「鈴影さんが成りたかったのは、きっとミカエリス家の血を引く本当の子供なんです。本当の子供になって両親からいっぱい愛されたかった。でも、それができなくて、自分を曲げたのだと思います。どうやっても自分の願いを叶えることができないと知って、それを認めるのがつらくて、鈴影さんは自分の目標を変え、それで自分をごまかしたんじゃないですか。だから願いが叶っても、そんなに悲しそうなんです。本当に叶えたいことが、叶っていないから」

　目を上げると、鈴影さんは食い入るように私を見ていた。

　のめりこむようなその眼まな差ざしは、熱く私の心に射さしこみ、そこに彼の名前を焼きつけて、私は彼を生しよう涯がい、忘れられない気がした。

「まいった」

　そう言って鈴影さんは長いまつ毛を伏ふせ、大きく息をついた。

「あと三年、若かったら、君にホレているよ」

　炎ほのおのようなその視線から逃のがれられて、私はドッと緊きん張ちようが解け、思わず鈴影さんに紅茶を押しつけて、そばのベッドに座りこんでしまった。

　うっ、疲れるっ！

　鈴影さんは、くすっと笑って、立ったまま優雅な手つきで紅茶カップを口へと運んだ。

「私が、何を調べていたか、わかるか」

　私は首を横に振った。

　鈴影さんは静かに紅茶を飲み、その涼すずしげな瞳を上げて私を見た。

「魔王子とミカエリスの関係だ。なぜ魔王子が、ミカエリス一族を呪ったのか。それともう一つ、これほど勉学に励はげんでいた魔王子が、なぜ突然、義ぎ理りの兄や父を殺し始めたのか」

　そう言いながら鈴影さんは、きゅっと眉まゆ根ねを寄せ、片手で口を押さえた。

「佐藤、この紅茶……おかしい」

　その手からカップが落ち、鈴影さんは見る間に青ざめてそばの壁にもたれかかった。

　私は思わず大だい悲ひ鳴めいっ！

「どうしたっ!?」

　宏と光坂君が、前後して飛びこんできて、その後に冷泉寺さんがやってきた。

「そこ、どいて。診みるからっ！」

　叫んだ冷泉寺さんに、鈴影さんは目を向け、肩かたで荒あらい息をくり返しながらかすかに笑った。

「ああ大丈夫だ。体は毒どくに慣ならしてある。多少の反応は出るが、大したことはならないよ」

　冷泉寺さんは、その言葉をてんで無む視し、手早く鈴影さんを床ゆかに横たえると、その綿めんシャツの前ボタンを引きちぎるようにはずして、裸はだかの胸に耳を押し当てた。

「取りあえず、心臓は大丈夫だ。何でこうなったんだ」

　私が紅茶のことを言うと、冷泉寺さんは鈴影さんの腕うでを取って自分の肩にかつぎ上げ、立ち上がりながら叫んだ。

「高天、そっち持って。光坂、吐はかせるからトイレ開けてくれっ！　それから夢美、救急車呼べっ!!」

　私は、あせって飛び出して、電話口に駆かけつけ、救急車を呼ぼうとした。

　でも、よく考えたら、私は言葉がわからないっ！

　ひえっ、どーしよう、どーすればいいのっ!?

　そこに光坂君が駆けてきて、私の代わりに電話をしてくれた。

　彼もドイツ語はダメだったのだけれど、英語で充じゆう分ぶん通じた。

　私は英語もダメなんだぁ……。

　まもなく救急車が到着して、鈴影さんを収しゆう容よう、つき添そいの冷泉寺さんとともに、病院へと出発した。

「オレたちも、行こうっ！」

　宏が叫んで、手早くシャツを脱ぬぎ、私の腕をつかんだ。

　そして、その裸の胸の中に、ぎゅうっと私を抱きしめたのだった。

　私は悲鳴を上げんばかりに驚おどろいて・・・一気に二人を変身させた。

「オレと光坂の服を持って、背中に乗れ」

　うっ、狼おおかみの背中って、乗りにくいっ！

　せめて、手た綱づなつけてくれたらいいのに。

「首につかまってろよ」

「今度、首輪してよね。手た綱づなもつけようね」

「バカやろう。オレで遊ぶな」

　宏は、ものすごく速く走った。

　光坂君は少し遅れながら、それでもかなりのスピードでついてきていた。

　そういえば宏って、小、中学校では、短距離の選手だったんだよね。

　洗いっぱなしの髪に、風をいっぱいふくんで矢のように走る宏に、私は時々、見とれたことがあったっけ。

　片手に服を持ち、もう一方の手で必死に首につかまっていると、宏の心臓の音がドクドク聞こえた。

　たくましい筋肉が、ぐいぐいと土を蹴けって動くのもわかる。

　ちょっと、不思議な気分だった。

「夢美、目つぶってろよ。途中でドキッとして、人間に戻されるのはごめんだぜ」

　私は思わず、ヌードの宏の背中にしがみついている自分を想像し、赤くなってしまった。

　それって、ヒワイだぁ……。











[image: ]









　病院に着くと、私はいつものように宏ひろしに飛びかかってもらって二人を元に戻し、それから鈴すず影かげさんの収しゆう容ようされている治ち療りよう室しつに向かった。

　その玄げん関かんには、なんと警けい察さつが来ていて、私たちはすごく緊きん張ちようした。

「救急隊員か、医者が通つう報ほうしたんだろ、事件性があるって。ミカエリス家に連絡されたら、ヤバくね？」

　そう言いながら宏は、ちらっと廊ろう下かの方に目をやった。

「あっちの方も気になるけどな」

　私がそちらを見てみると、なんとっ！

　そこに、鈴影さんの叔お父じさんが来ていたのだった。

　私は、コクンと息を吞のんだ。

　警察官に向かって、こう言いたいくらいだった。

「この人、悪人よ、捕つかまえてっ！」

　やがて叔父さんは私たちに気づき、親しげな笑顔を浮うかべて近ちか寄よってきた。

「やぁ、君たち。さっき城への道を急いでいたら、救急車とすれ違ちがってね。あわてて止めて、運転手に聞いたら、城の人間が倒たおれたっていうから、すぐ後をついてきたんだよ」

　宏が、ジワッと冷ひや汗あせを浮かべてつぶやく。

「こいつ、救急車を止めやがったのか・・・」

　光こう坂さか君も、あきれたような顔だった。

「超・非ひ常じよう識しきだよね」

　私は、二人の耳にささやいた。

「鈴影さんに近寄らせないようにしないと」

　二人は、一緒にうなずく。

「レオンには、冷れい泉せん寺じがついてるから大丈夫だと思うけど」

「でも、要チェックだよ」

　やがて治療室のドアが開いて、中から冷泉寺さんが姿を見せた。

　警官たちはすぐ治療室の中に入っていき、一人がその場に残って、冷泉寺さんと一緒に私たちの方にやってきた。

「大丈夫、かなり元気だ」

　冷泉寺さんの言葉に、宏がほっと息をついた。

「紅茶に、黄おうリンが入っていたんだって」

「黄リン？」

　私が聞くと、冷泉寺さんはうなずいた。

「殺さつ鼠そ剤ざい、ねずみを殺す毒どく薬やくだ。あの台所の流しの下に置いてあったから、たぶん誰だれかが、レオンの紅茶に入れたんだろう」

　私の隣となりにいた警官が、メモを取りながら何やら言い、冷泉寺さんが訳やくしてくれた。

「紅茶をいれたのは誰か、運んだのは誰かと聞いてる」

　私は、ハイと手を上げかけて、ゾクッとした。

　私の中に魔ま王おう子じがよみがえりつつあるのだとしたら・・・紅茶に毒を入れたのは私かもしれない！

　ふっと、そう思った。

　もし私が、無意識のうちに魔王子に繰あやつられて、鈴影さんを殺そうとしたのだとしたら・・・どうしよう！

「全員、警察署に来てくれとさ」
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　私たちは警けい察さつ署しよで、通つう訳やくつきで取り調べられた。

　もっとも疑うたがわれたのは、やっぱり私だった。

　でも結局、証しよう拠こ不ふ十じゆう分ぶんで、朝方には城に戻ることができた。

　だって、私の中にもう一人、鈴すず影かげさんに殺さつ意いを持つ別の人間が生まれつつあるなんてこと、警察が信じるわけないもの。

　それにそのことについては誰だれも、警察に言わなかったし。

　でも私は、自分自身が信じられない気分だった。

　だって、あの時は、私以外は皆みんな、自分の部屋にいた。

　毒どくを入れることができたのは、私だけだ。

　それに、皆には鈴影さんを殺す動どう機きがないけれど、私にはある。

　私の中にいる魔ま王おう子じが、彼を殺したがってるんだもの。




　警察を出る頃には、夜はすっかりあけて朝が来ていて、そうして十二日目が始まった。

　呪のろいの満まん期きまで、あと三日っ！

　そう思うと、私は背すじがゾクゾクした。

　魔王子は、本当によみがえるのか？

　私は、魔王子になりつつあるの!?

「危ないっ！」

　強い腕うでに、ぐいっとウエストを抱き寄よせられて、びっくりして顔を上げると、そのすぐ前を、タクシーが走りすぎるところだった。

　ひえっ、もうちょっとでペッチャンコっ！

　宏ひろしが冷ひや汗あせをぬぐって、私から手を放した。

「まっ青さおだぜ。気分悪いのか」

　私は、首を横に振ふった。

「ちょっと、自分が不安なだけ・・・ねえ宏、私は本当に魔王子になるの」

　宏は、驚いたように私を見た。

「そんなこと・・・あるわけないじゃん」

　でも私は、不安だった。

「鈴影さんの紅茶に毒を入れたのは、私かもしれない。だって、他の皆は部屋にいたんだし、紅茶をいれたのは、私だもの。もしかして自分が知らない間に、魔王子に繰あやつられたとか」

「やめろよ！」

　怒おこったように叫さけんで、宏は、まっすぐ私をにらんだ。

「そんなことない！　絶対ない!!　オレが、そんなことさせない」

　強い光を浮うかべたひたむきな瞳ひとみから、宏のあたたかさとやさしさとがあふれ出て、私の胸をいっぱいにした。

「ほんとだよ。おまえはオレが守ってやる！」

　はっきりとそう言った宏が、とても男の子らしく見えて、まぶしくて、私はテレて、うつむいた。

　とたん、宏の片手が伸びて、私の頰ほおに触ふれた。

　びっくりして頭を上げると、宏が身をかがめて、こっちをのぞきこんでいた。

「夢ゆめ美み・・・おまえ、ほんとにレオンが好きなの？」

　風に揺ゆれるブルーブラックの前髪も、せつなげに輝かがやくきれいな瞳も、さわやかな感じのその唇くちびるも、手を伸ばせばすぐにもとどきそうなところにあって、私は思わず、ドキっ！

　直後、宏は叫び声を上げながら、狼おおかみにっ!!

「夢美っ！」

　わーん、私のせいじゃないっ！

　突然、妙みように気分を出したあんたが悪いっ!!

　そこに光こう坂さか君が出てきて、大あわてで宏を茂しげみの中に隠かくしてくれた。

「早く戻せっ！」

　うなった宏に飛びかかられそうになって、私はドッキリ。

　それで宏は元に戻ったんだけれど、今度は光坂君が猫ねこにっ！

　さらに冷れい泉せん寺じさんもやってきて、もう混こん戦せん状態に突とつ入にゆう。

　三人そろってなんとか人間になった時には、宏はかなり疲つかれ、そしてふてくされていた。

「くっそ、これじゃオレ、おまえにキス一つできねーじゃん」

　私はあきれて、Ｔシャツの腕を通す宏を見た。

「何よ、それ。あんた、私にキスする気でいたの？」

　すると宏は、Ｔシャツからズボッと頭を出して、くすっと笑った。

「男はみんな、狼でっす。夢美ちゃん、襲おそわれないようにご用心」

　えーい、そういう下した心ごころなんぞを持っとるから、本物に変身するんだ、バカ。

「私に、指一本でも触さわってごらん。一生、狼のまんまにしてやる！」

　ギラッと宏をにらんで、私は光坂君と一緒にバスに乗りこみ、城へと戻った、胸を不安でいっぱいにしながら。
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　城に着いて、私たちが玄げん関かんホールに入ると、鈴すず影かげさんの叔お父じさんが急いで階段を下りてきて言った。

「今、病院から連れてきたところだ．一番静かな三階に寝かせたから、誰だれも近づかないように」

　そう言ってから、私の方を見る。

「特に君だ。聖せい樹じゆの面めん倒どうは私がみるから、絶対にそばに寄よるな」

　強くこちらをにらみながら、叔父さんは再び階段を上がっていった。

　私は胸を突つかれて、うつむいた。

　私がやったと思ってるんだ・・・。

　鈴影さんを始し末まつするって言ってた本人から怪あやしまれるなんて・・・最低の気分だった。

「気にするな」

　冷れい泉せん寺じさんが、ポンと私の肩かたをたたいた。

「呪のろいなんて、存在しない。これは、誰かがレオンハルトを殺そうとした殺さつ人じん未み遂すい事件なんだ」

　それで少し慰なぐさめられたけれど、でもやっぱり、自分自身が不安だった。

　それは私の中に、冷泉寺さんのように強い信しん念ねんがないからかもしれなかった。

「冷泉寺さんは、どうしてそんなにはっきりと、呪いの存在を否定することができるんですか」

　すると彼女は、ふっと笑った。

「何が何でも、否定したいと、思いこんでいるからさ」

　その微笑ほほえみは美しく、そして少し皮ひ肉にくげだった。

「ちょっと、わけありでね」

　冷泉寺さんもまた、胸に秘密を持っている人なんだと、私は思った。

　いつか、それを話してもらえる日が来るんだろうか。

　来るよね、私が本当に冷泉寺さんの友だちになれれば。

　と思ったその時、宏ひろしの無む神しん経けいな大声っ！

「おーい、夢ゆめ美み、昼メシまだぁ？」

　あんたねぇ、私を、どこまで主しゆ婦ふにする気っ！

「美う味まいの、早く食わしてよ。朝も食ってないぜ。オレ、元気が出ない」

　トボトボとこっちに歩いてきて、そう言う宏は、何だかかわいそうだった。

　しょーがないなぁ、作ってやるか。

　料理作れそうなのは、私だけだもんね。

　それで台所に下りていき、手早くたっぷりと昼食を作った。

　皆みんながそれをがっついている間に、私は急いで食べて、今度は夕食の準備。

　主婦って、そうなのよね、いつも次々追われている感じ。

　でも、その忙いそがしさが、時には充じゆう実じつ感かんでもあるから、不思議なんだな。

　鈴影さんには、消化のいいオートミールを主しゆにした病人食。

　宏たちには、肉がメインのボリュームたっぷり青春食。

　叔父さんには作りたくなかったけど、でもしかたないから、減げん塩えん低カロリーの成人食。

　うっ、自分でも感激してしまうほどの、こまかい配はい慮りよっ！

　トントンと包ほう丁ちようの音さわやかに、手なみもあざやかに私が料理を作っている最中、突然、背はい後ごで、変な音がした。

　ボタッ。

　あら、なんだか肉のかたまりが落ちたみたいな重い音。

　そう思いながら、振ふり向いた私の目に飛びこんできたのは、床に転ころがる猫ねこの首っ！

　私は思わず大だい悲ひ鳴めいっ!!

「きゃあぁぁっ！」

　ドドッと階段を走り下りる足音が響ひびき、宏と光こう坂さか君、少し遅れて冷泉寺さんが飛びこんできた。

「なんだっ!?」

「猫よ、猫っ、猫の首っ！」

　私が指さしたその時、叔父さんの大声が上がった。

「うわっ、聖樹っ！」

　私たちは一瞬、顔を見合わせ、それから一気に出口へと殺さつ到とうした。

　鈴影さんが、どうかしたんだっ！

　私は不安で、胸が裂さけてしまいそうだった。

　転がるように台所から走り出て、鈴影さんのいる三階に駆かけ上ろうとして階段の下まで来た時、そこに、彼が倒たおれているのが見えた、肩からドクドクと血を流しながら。

「レオンっ！」

　冷泉寺さんがひざまずいて彼を抱き起こし、私は息を吞のんで三階を振り仰あおいだ。

　その階段の上、ちょうど人の首ぐらいの位置に、キラリと何かが光って見えたんだ。

「ちっきしょう！」

　宏が叫さけんで、三段とばしで駆け上がっていき、その光る物をつかんだ。

「ピアノ線だ。誰かがピアノ線を張ったんだ」

　その時、それまで階段の下に立ちつくしていた叔父さんが、ぐいっと私の襟えり元もとをつかんだ。

「おまえだ。おまえが聖樹を殺そうとして、あそこにピアノ線を張り、下で悲鳴をあげたんだ。それを聞いた聖樹は部屋から飛び出してきて、あれに引っかかったんだ」

　そんなっ、私じゃないっ！

「おい、そんなこと言ってる暇ひまがあったら、救急車を呼べ！」

　冷泉寺さんが叫んで、光坂君が電話に走っていこうとし、叔父さんがあわてて言った。

「私の車で運んだ方が早い」

　流れる血で、見る間にまっ赤かに染そまっていく鈴影さんを、冷泉寺さんと光坂君が抱き上げて、外に連れ出した。

　私はどうしていいのかわからなくて、ただそれを見つめてオロオロするばかりだった。

「高たか天ま、夢美、おまえたちも来る？」

　車に乗りこみながら冷泉寺さんがこっちを振り返り、私はうなずいて乗ろうとした。

　瞬しゆん間かん、後ろから宏が、ぎゅっと私の腕うでをつかんで止めた。

「いや。オレは、夢美を警けい察さつに連れてくから」

　私はびっくりして宏を振り返った。

「犯人は夢美だ。自じ首しゆさせる」

　その時の私の気分は、驚きよう天てん動どう地ちっ！

　そんな・・・そんなことっ!!

「それがいい」

　叔父さんが運転席で叫び、光坂君はとっさに立ち上がろうとして、もうちょっとで膝ひざの上に載のせていた鈴影さんの頭を、落としてしまうところだった。

「夢美は、犯はん人にんなんかじゃないよ」

　その騒さわぎの中で、宏はじいっと冷泉寺さんを見つめて、いつになく静かに言った。

「レオンを頼たのむ」

　冷泉寺さんは、ふっと笑ってうなずいた。

「わかった。じゃあな」

　ブウッと車が走り出し、私はキッとして宏に向きなおった。

「宏、あんた、私を疑うたがってるわけっ!?」

　すっごく、くやしかった。

　幼よう稚ち園えんから今まで、ずっと隣となり同士で過ごしてきて、誰よりもたくさん接せつ触しよくしてきたっていうのに、私がそんなことをする人間かどうか、こいつにはわかってなかったんだと思ったら、もう存在を否定されたような気がした。

「あんた、今までいったい私のどこを見て」

　そこまで言った時、私はいきなり宏に抱きしめられてしまった。

　ドッキン！

　宏はあわてて服を脱ぬぎながら変化して、立りつ派ぱな銀の狼おおかみにっ!!
















「よし、オッケイ。服持って乗れよ、夢美。ミカエリス家に行くぞ」

　え？

「ピアスの七色光を浴びてから、オレ、妙みように鼻がきくんだ。・・・あのピアノ線から、レオンの叔父さんの匂においがした。警察の取とり調しらべ室しつで見せられた黄おうリンの入った殺さつ鼠そ剤ざいの箱からもだ。彼が怪しい。家を探さぐれば、何か出てくるかもしれない」

　ああ、私を犯人だって言ったのは、叔父さんを安心させるためだったのか。

「宏って、わりと頭いいのね」

　私がそう言うと、彼はフンと横を向いた。

「おまえにほめられても、自じ慢まんにならん」

　何よ、狼のくせに生なま意い気き。

　あと一度でもそんな大きな態度に出たら、保健所に通つう報ほうして、野犬がいるって言ってやるからね。
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　あたりは、もうかなり暗くなっていたので、私たちは街道を走っても、あまり人に見つからずにすんだ。

　来る時はセスナで二十分だったけれど、狼おおかみの足だとわりと遠い。

「もっと速く行けないの？」

「セスナと一緒にすんじゃねーよっ！」

　それでも私たちは、どうやらミカエリス家にたどり着いた。

　すっごく大きな家だった。

　これが鈴すず影かげさんの実家なんだと思うと感かん慨がい深かったけれど、でも大きすぎて、家という感じではなかった。

　鈴影さんは、ここで、愛に飢うえた幼よう年ねん期きを過すごしたんだよね。

　かわいそ。

　その時、私がそばにいたら、抱きしめてあげたのになぁ。

「さてと」

　宏ひろしが言った。

「問題は、どうやってここに潜せん入にゆうするか、だが」

　目の前には高い鉄てつ柵さく門もん、周りにはそびえ立つ塀へい、おまけに門には四人の警けい備び員いんっ！

「取りあえず、目だたないとこに隠かくれよう」

　そう言って宏は、門の脇わきの植えこみの中にもぐりこんだ。

「おまえも、早く来い」

　あのねぇ、人間は、そんなとこにもぐれないからっ！

「ちっ、不ふ便べんなヤツ」

　宏は私をにらみながら出てくると、鼻先で、少し離れた所にある路地の入り口を指さした。

「じゃ、あそこでいいや」

　私たちは急いでその路地まで歩き、警備員の目から姿を隠した。

「よし、こうしよう。服のポケットに、アキから借りてきた携けい帯たいが入ってるから、出して」

　私がそれをつかんで差し出すと、宏は何げなく手を出し、受けとろうとして、一いつ瞬しゆんとまどったように自分の手を見た。

　狼手なので、携帯電話を持てないことに、その時初めて気がついたらしい。

　おまけに、その手じゃボタンも押せないんじゃない？

　私は、言ってやった。

「不便なヤツ」

　宏は、いやーな顔をした。

　さっきの仕返しよ、あはっ。

「オレをからかうのはやめて、さっさと電話をかけろ」

　はい、はい。

「ここに着いた日に、レオンがリーザってヤツに連絡してただろ。その番号が履り歴れきに残ってるはずだ」

　リーザって、『七しち聖せい宝ほうを求めて　その旅の記き録ろく』って本を持ってきてくれたあの黒髪の男の人だよね。

「オレが出て、話すからさ」

　それで私は、履歴を捜さがして電話をかけ、宏の耳元に携帯電話を押し当ててやった。

「あ、リーザさんですか？」

　まさか狼が電話をかけているとは、向こうも、想像してないだろうなぁ。

「オレは、あなたが『七聖宝を求めて　その旅の記録』を持ってきてくれた時に、レオンと一緒にいた高たか天まといいます。大事な用件でお会いしたいんですが、ちょっとだけ出てきてもらっていいですか。やはりあの時一緒にいた佐さ藤とうという女の子が、玄げん関かん前の路地にいます。彼女から話を聞いてください」

　そう言って宏は、ぷるっと体を震ふるわせて携帯電話から耳を放し、私を見た。

「リーザが来る。おまえ、わけを話して協力してもらえ。叔お父じさんの家に案内してもらって部屋を探さぐり、証しよう拠こを上げるんだ」

　宏にしては、いいアイディアだと私は思った。

　なかなか頼りになるじゃん。

「よく考えついたよね」

　私がほめると、宏はツンと鼻を上に向けた。

「オレって、天才かもな」

　すぐ調子にのるところが、私は嫌きらいっ！

「お、来たぞ。早いな」

　門からリーザが姿を現し、目ざとく私を見つけて歩み寄よってきた。

　初めて見た時と同様に、ターミネーターみたいな体つきをしている。

　これはこれで、カッコいいかも。

　私は、筋きん肉にく趣味じゃないけどね。

「おまえが佐藤か」

　リーザに聞かれて、私はうなずいた。

　そして鈴影さんが魔ま王おう子じの城で襲おそわれたこと、叔父さんが怪あやしいけれども証拠がないことを話し、それを見つけるために彼の家を探りたいから場所を教えてほしいと申し出た。

　するとリーザは、こう言ったのだった。

「聖樹の叔父ドランドは、家族と一緒にこの館の本ほん棟とうに住んでいる」

　ラッキィ、だったら話が早い。

　ここに忍しのびこめばいいんだもん。

「セキュリティシステムも、暗あん証しよう番号を使えば解かい除じよできるが、おまえを入れるわけにはいかない」

　どーしてっ!?

「子供のお遊びにつきあうほど暇ひまじゃないんだ」

　ひどいっ！

　私は遊んでなんかない、必死よっ!!

「証拠を見つけると言っているが、いったい何の証拠を見つけるつもりだ。当然ながら館の中の会話はすべてドイツ語、文書も同様だ。おまえは、それに対応できるのか」

　あ・・・、てんでダメだ。

　自分の力不足にガッカリしながら、私は宏をにらんだ。

　あんた、言葉の壁のこと、考えに入れてなかったでしょ。

　宏もようやくそれに気づいたようで、首をたれ、尻尾しつぽを下ろしてそっと両りよう脚あしの間にしまいこんだ。

　クィ～ンと鳴いて、上うわ目め遣づかいに私を見る。

　私は、ため息をついた。

　やっぱ、大したことないよね、あんたのアイディアって。

「心配はいらない」

　そう言ってリーザは、たくましい笑えみを見せた。

「総そう帥すい権けんの一時停止は、間もなく解かい除じよされるだろう。聖せい樹じゆは、総帥としてこの館に戻ってこられる」

　ほんとっ!?

「黒のチェイカーが、聖樹の日本でのアリバイを立りつ証しようしたんだ」

　はぁ・・・。

「私がそれを提てい案あんした時には、他のメンバーがどう出るか心配だったんだが、黒のチェイカーは全員一いつ致ちで、聖樹を支し持じした。たとえ長老ゲローン派と対立することになったとしても、聖樹を守りたいと皆みんなが言ったんだ」

　しみじみと話すリーザの顔は、本当にうれしそうだった。

「聖樹の人気の高さを改めて思い知ったよ。なぜそんなに人気があるのか。それは聖樹が総帥にふさわしい人間であることを、皆が知っているからだ。潔けつ癖ぺきで、自分に厳しく、この騎き士し団だんのために身を捧ささげる決意をしている。それを皆がわかって、評ひよう価かしているんだ」

　その時、私は思った。

　そんなに皆が応援してくれているのだったら、鈴影さんはちっとも孤こ独どくじゃないよねって。

　そのことを知らずにいる鈴影さんに、教えてあげたかった。

「わかってないのは上層部だけだ。彼らは我が欲よくや利り害がいに目がくらんでいるから、純じゆん粋すいに騎士団の未来を考えている聖樹が邪じや魔まなんだ」

　そう言いながらリーザは、ふっと真剣な顔になった。

「ところで聖樹の具合はどうなんだ？」

　私は、はっとした。

　そういえば、叔父さんの車で病院に行ったんだっけ。

　あの時は、アタフタしていて気づかなかったけれど、それって、もしかして危険だった？

「ドランドという叔父さんが、自分の車で病院に送っていったんですけど」

　私が答えると、リーザはすっと青ざめた。

「そいつは、狼に羊ひつじの番をさせるようなもんだったぜ」

　きゃぁ、大変だっ！

「ちょっと待ってろ。セスナを用意する」

　言いすててリーザは館に駆かけこんでいった。

「アイツ、カッコいいよな」

　宏がそう言い、私がうなずいていると、やがて正面玄関から、すごいスピードで一台のジープが飛び出してきた。

「乗れっ！」

　運転席から身を乗り出すようにしてリーザが叫さけんだ。

「セスナ格かく納のう庫こまで、これで飛ばす。ミカエリスの飛行場は使えない。総帥権はまだ復ふつ活かつしてないからな」

　私は、あわてて飛び乗った。

　あまりに急いでいたので、もうちょっとで宏を置き忘れるところだった。

　ああ、我われながらビックリ！

　うなって私をにらむ宏の背中を、私はトントンとたたいてなだめた。

「ごめん、ごめん」

　リーザが運転しながら、ちらっとこちらを見た。

「大して利り口こうそうには見えない犬だが、それでも何かの役に立つのか」

　私は内心、爆ばく笑しようした。

　わっはっは。

　顔には出さなかったつもりだけれど、でも宏は完全にふてくされてしまい、床ゆかに寝そべって、そろえた前脚の上に顔を載のせ、私と目が合うと、ふんと横を向いた。
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「病院というのは、どこだ」

　リーザに聞かれて、私は、はっとした。

　たぶん、黄おうリン事件の時に使った病院かと思うけど、あの時はバタバタしてたから、病院名まで見てなかったんだよね。

　さぁ、困ったぞ。どーしよう。

　答につまっていると、宏ひろしが小声でささやいた。

「病院名は、確か、聖ヘルス・フェルトだ」

　よく見てたよね、偉えらいっ！

　私は、宏のアゴをなでてやった。

「聖ヘルス・フェルトだと思います」

　宏は、まだすねたような目をしていたけれど、アゴを私にあずけておとなしくしていた。

　リーザが運転しながらナビのスイッチを入れ、病院を検けん索さくして電話をかける。

　それはハンズフリーの自動車電話で、ハンドルを握にぎったままで話すリーザの声をマイクが拾ひろい、向こうの声は天てん井じようから聞こえてくるのだった。

　でもドイツ語だったから、私には、てんでチンプンカンプン。

　やがて電話を切ったリーザが、ジロッと私をにらんだ。

「その病院には、行ってないぞ」

　げっ！

　じゃ、いったい、どこに行ったのっ!?

　あの叔お父じさんって、鈴すず影かげさんを処しよ分ぶんしようとしてた人だから、もしかしてどっかに置き去りにしたとかっ!?

　もしそうだったら、どうしようっ!!

　路上や山林で、息も絶たえ絶だえになっている鈴影さんを想像して、私は頭がパニック状態。

　もうどうしていいのかわからなかった。

「落ち着け、夢ゆめ美み」

　宏がこっそり言った。

「レオンには、アキや冷れい泉せん寺じがついてるじゃないか」

　あ、そうか。

「勝手なことは、させねーよ」

　その時、ジープがものすごい勢いきおいで、ユーターンっ！

　後部座席にいた私は、助手席の背もたれに激げき突とつっ!!

　シートベルトをしていたからそれだけですんだけど、そうでなかったら背もたれを乗り越こえてフロントガラスから外に飛び出してしまうところだった。

　もちろん、宏はベルトなし。

　床ゆかにはいつくばるようにして、手や足の指を目いっぱい開き、それでフロアマットを必死につかんで踏ふん張ばっていた。

「どうしたんですかっ!?」

　私が聞くと、リーザは猛もう然ぜんと来た道を引き返しながら答えた。

「もっとも確実に聖せい樹じゆを始し末まつしようと思えば」

　始末っ!?

「オレだったら、自分の自由がきく病院に連れこむね」

　なぜ？

「どこかに捨すてたりすれば、必ず足がつくし、自分の車を使っていれば目もく撃げきもされている。車内に痕こん跡せきも残っているだろう。いったん病院に連れこんで、その中で始末した方が発見されにくい」

　なるほど。

「我わが騎き士し団だんには、専属の病院がある。今、そこに向かっているところだ」

　よし、早く行こうっ！

「魔ま王おう子じの城からより、こちらからの方がかなり近い。きっと間に合うはずだ」
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　そうして私たちは、大急ぎで「銀の薔ば薇ら騎き士し団だん」専属病院に駆かけつけた。

　受付に飛びこんで、リーザが身分証を出してたずねると、受うけ付つけ嬢じようはこう言った。

「はい、先ほどご到とう着ちやくになり、治ち療りようを受けられて入院されました」

　やっぱり！

「極ごく秘ひ扱あつかいで、総そう帥すい用の特別室にいらっしゃいます」

　それで部屋の場所を聞いて、階段を駆かけ上っていった。

　私は、心で祈いのり続けていた。

　お願い、無事でいて！

「ここだ」

　先に到着したリーザが、ドアを開けようとした。

　ところが、鍵かぎがかかっていて開かないっ！

　中で、何かしてるんだ、きっとっ!!

「どいてろ」

　リーザが、腕うでで私を後ろに下がらせ、その大きな体でドアに体当たりした。

　二回、三回とぶつかって、四回目にドアは降こう参さん。

　メリッと音を立てて、蝶ちよう番つがいから斜ななめにぶら下がった。

　リーザがそれを押し倒たおし、中に踏ふみこむ。

　私も、すぐ後に続いた。

　中では、何とっ！

　ベッドに横たわっている鈴すず影かげさんの頭に、叔お父じさんが銃じゆうを突つきつけているところだった。

　きゃあああっ！

　瞬しゆん間かん、リーザの足元をすり抜ぬけた宏ひろしが、床ゆかを蹴けって飛びかかり、叔父さんは構かまえていた銃を宏に向けて発はつ砲ぽうした。

　大きな音が響ひびき、宏はうめき声を上げて床に落ち、体をくねらせて反転する。

　ひえっ！

　叔父さんはすぐ、その銃をリーザと私に向けた。

「動くな！」

　うっ、殺されちゃう、どうしようっ!!

　その時、窓ガラスの外で、ふっと一つの影かげが動いたのだった。

　びっくりしてよく見れば、窓まど枠わくの外に冷れい泉せん寺じさんが立っていた。

　庇ひさしに手をかけながら、こっちの窓の外に渡ってくるところだった。

　窓に背を向けている叔父さんは、気づかない。

　ハラハラする私の耳に、その時、押し殺した声が忍しのびこんだ。

「夢ゆめ美み、もうちょっと、左に寄よって」

　光こう坂さか君の声だった。

　背はい後ごから聞こえてくる。

　私はゴクンと息を吞のみながら、光坂君の言う通りに、静かに静かに体を移動させた。

　とたん、窓の外で冷泉寺さんが、一気にガラスを蹴り破やぶったのだった。

　破は裂れつ音おんとともにガラスの破は片へんが飛び散り、後ろを振ふり向いた叔父さんに、光坂君が飛びかかる。

　とっさにリーザがベッドに駆け寄り、鈴影さんを抱き上げてドアから外に連れ出しながらこちらを振り返った。

「聖せい樹じゆは避ひ難なんさせる。すぐ戻るから、窓辺で争あらそってる少年には、もう少し頑がん張ばれと言っておけ。その犬には医者を」

　えっ、獣じゆう医いかしらっ!?

　私が一いつ瞬しゆん迷まよった、その瞬しゆん間かんだった。

「うわぁっ！」

　窓辺でもみ合っていた叔父さんと光坂君が、ぐらっと重じゆう心しんを失うしなって、割われた窓から外にっ！

　そこにいた冷泉寺さんが、あわてて抱き止めようとし、腕を伸ばしたけれど、その指の先をかすめて、二人はもつれ合いながら、落下っ!!

　私は心臓が縮み上がる思いで、窓辺に走り寄った。

　わっ、地面にぶつかるっ、ドキっ！

　そんな私の視界の中で、光坂君はもがきながらふうっと形を変え、くるくると二度宙ちゆう返がえりをして、トンと地面に降りた。

　輝かがやくようなエメラルド色の猫ねこになって。

　振り向けば、床の上では宏が、人間に戻っていた。

　私は、あわてて電話機に飛びつき、医師を呼んだ。

　リーザがここにいなくてよかったと、しみじみ思いながら。
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「ドランドは、即そく死しだ」

　リーザは、大きなストライドで病室の中を歩きまわった。

「専属病院だから、警けい察さつには通報せずに処しよ理りできた。後は調査委員会がやるだろう。面めん倒どうはなかったが、どうも腑ふに落ちない。銃じゆう痕こんからしてドランドの銃で撃うたれたと思われる少年が治ち療りようを受けているんだが、いったいいつ、どこで撃たれたのかわからない。窓辺で争あらそっていたもう一人の少年の姿もない」

　聖せい樹じゆは、くすっと笑った。

　コメントを避さけ、先ほどリーザから渡された手紙に視線を落とす。

　それは、クリスビーズ社日本支社がドランドの日本の住所あてに送ったものだった。

　ドランドの死後、即そく座ざに封ふう印いんされた彼の部屋に、リーザが忍しのびこんで見つけ出してきた。

「先日来、貴き殿でんよりおあずかりし、またお話し合いを重ねてきた『星ほし影かげのブレス』、『太陽のリング』、『シルフの聖十字』、『グノームの聖せい剣けん』、『オンディーヌの聖せい衣い』、『サラマンドラの聖せい冠かん』、以上六点についてですが、当社では、この六点を購こう入にゆうさせていただく決定をいたしました」

　オークション会社に出入りしたり、その手紙を受け取ったりしなければならなかったために、ドランドは細かなチェックを受ける小集ロ会ツ所ジに泊とまることができなかったのだろう。

「ここにお知らせ申し上げるとともに、先日のお話し通り、代金を振ふりこませていただきます」

　ドランドは六点を処しよ分ぶんし、手元に置いた月光のピアスを使って、聖樹を陥おとしいれようとした。

　そこに夢ゆめ美みが登場し、ドランドの計画をつぶしたのだった。

　聖樹は、夢美の微笑ほほえみを思い浮うかべる。

　時々は、母のようにも思える少女だった。

　自分は、夢美に救われたのだろうか。

　それとも聖せい物ぶつである「月光のピアス」自身が、邪よこしまな計画に使われることを嫌きらい、自みずから聖せい櫃ひつを出て、新たな落ち着き先を選んだのか。

　それが夢美の体であったことを考えれば、まさに彼女は貴女ダアムにふさわしいといえるに違ちがいなかった。

「ドランドの死とともに、銀行口座も凍とう結けつされている。調べれば、クリスビーズ社からの振りこみが確認できるはずだ。動かぬ証しよう拠こになるだろう。こっちの勝利は、いっそう確実になったってわけだ」

　聖樹はうなずき、片手で、包ほう帯たいを厚く巻かれた自分の首をつかんだ。

「総そう帥すい権けんの一時停止が解とけたら、すぐ騎き士しの面接を始める。真っ先に、アクスクーをつぶしてやる」

　まだ動くなと言われていたが、魔ま王おう子じのかけた呪のろいのことを考えると、のんびりと寝ている気になれなかった。

「二十四人の騎士たちが集めてきた報告書の保ほ管かんを頼たのむ。それから携けい帯たい電話の盗とう聴ちようの解かい除じよも。総帥権が復活するまでの間に、やっておきたいことがあるんだ」

　手紙をリーザに返し、立ち上がる。

「魔王子の城にいる。何かあったら連絡を」
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　宏ひろしは銃じゆう弾だんを受けていたけれど、臓ぞう器きや骨がまったくの無む傷きずで、しかも銃弾自体は外に飛び出してしまっていたので、手術の必要もなかった。

「驚おどろくほど、悪あく運うん強いよな、おまえ」

　冷れい泉せん寺じさんがイヤミを言ったけれど、私も実は、そう思っていた、うん。

　鈴すず影かげさんも、それほど重い症しよう状じようじゃなくて、すぐ退院するという話だったので、私たちは一緒に魔ま王おう子じの城に戻ることにした。

　叔お父じさんがいなくなったことで、危険度は減へっていたしね。

「それまでひたむきに生きてきたゴットフリートが、なぜ突とつ然ぜん、殺人を重ねるようになったのか。またなぜ、ミカエリス家を呪のろったのか。この二つが、どうも気になる。これがわかれば、呪いを解とく方法も見つかるかもしれないんだが」

　そう言って鈴影さんは考えこんでいた。

　それは、ピアスが私の耳に取りついてから、十四日目のことだった。

　呪いが実行される十五日目までに、あと一日！

　そう思うと、私は背すじがゾクゾクした。

　でも脅おびえてても、どうしようもないもんねっ！

　怪け我がをした体をおして調べ続ける鈴影さんや宏を応援するために、私は一生懸けん命めい食事を作ったり、掃そう除じをしたり、ベッドをメイクしたりして働いた。

「さ、お茶をどーぞ！」

　窓辺で鈴影さんが、古い書類綴つづりから顔を上げ、半はん裸らの肩かたの上にはおっていたカーディガンに、腕うでを通しながら言った。

「あと一日だな・・・」

　胸から首にかけて厚く巻かれた包ほう帯たいが、光をはね返してまぶしく、痛いた々いたしかった。

「だからって無理をしないでくださいね」

　そう言って私はその部屋を出て、宏たちが集まっている書庫に行った。

　そこで皆みんなは、鈴影さんから頼たのまれた本を捜さがしたり、コピーを取ったりしていた。

「お茶よ。あれ、冷泉寺さんは？」

「お父とうさんから電話が来て、出て行った」

　ふぅん。

「あのさぁ」

　宏が、長い脚あしで床ゆかの上に堆うずたかく積まれた本をまたぎ、その上に斜ななめに腰こしをかけた。

「明日になったらほんとに魔王子が来ると思う？　夢ゆめ美みの中にさ」

　隣となりで書類の整理をしていた光こう坂さか君が叫さけんだ。

「そんなことさせるもんかっ！」

　強い口く調ちように、宏はびっくりして光坂君を見、それからヒュッと口くち笛ぶえをふいた。

「アキ、おまえ、このごろ妙みように強気だよな。病院でも、あいつに飛びかかったりしてさ。なんで急にヒーロー志し向こうになったわけ？」

　光坂君は、ちょっと赤くなって、横を向いた。

「いいだろ、別に・・・」

　私は、光坂君がこの間、墓ぼ地ちで私に言った言葉を思い出した。

　約束するよ、もう絶対に恐こわがったりしない、絶対に！

　彼はあの時、そう言った。

　そして今、きちんとそれを守ってくれてるんだ。

　そう思うと、うれしかった。

　ああ彼は、成長してるんだって思えて。

　そこに、冷泉寺さんが飛びこんできて、大声で言ったのだった。

「変身するわけがわかったぜ」

　私は息を吞のんで、彼女を見た。

　変化するわけ？

　呪いのせいじゃないのっ!?

「今、父から電話があって、研究所で変身の原因がつかめたって」

　宏が、緊きん張ちようした低い声で、強く聞いた。

「原因は何だ!?」

「ポルフィリン」

　言って冷泉寺さんは、静かにその目を輝かがやかせた。

「自然界に広く分ぶん布ぷしている、つまり、どこにでも存在している物ぶつ質しつだ。マグネシウムと結合して葉よう緑りよく素そになったり、鉄と結けつ合ごうして、ヘムという赤色素になったりする。人間の体の中にあるこのポルフィリンは、普通、新しん陳ちん代たい謝しやをくり返しているが、時々体に異い常じようが起きて、これが皮ひ膚ふの下に蓄ちく積せきされることがある。ポルフィリン症しようと呼ばれるんだが、そこに一定の波長の光が当たると、活かつ性せい酸さん素そが発生して、周囲のいろいろな細さい胞ぼうを破は壊かいし、変化させるんだ。それで筋肉組織が変わり、骨こつ格かくが変形し、皮膚の異常が起こる。多た毛もう症しようになったり、うろこができたりするらしい。ポルフィリンの蓄積度によって、また体質によってまちまちだそうだが、これが、変身の正体だ。満月の波長と同じ光を出すそのピアスが、佐さ藤とう夢美のノルアドレナリンの分ぶん泌ぴつに刺し激げきを受けて発光し、それがこちらの皮膚の下のポルフィリンに作用して、変身させるというわけさ」

　びっくりした。

　そんなこと、考えてもみなかったから。

「ポルフィリンは、その破壊能力によって、ガンの治ち療りよう薬やくとして注目されているらしい。ガン細さい胞ぼうの周辺に、ポルフィリンを注ちゆう入にゆうし、一定波長の光を当てて、ガン細胞を壊こわすという方法だ。カナダの大学で研究されているんだが、最近父の研究所がそのプログラムの一部に参加することになって、くわしい資料が父の手元に届いたところだそうだ。それによれば、昔、狼おおかみ男おとこや虎とら男おとこと呼ばれた人々は、このポルフィリン症だったのではないかということだ」

「じゃ、魔王子の呪いじゃないのか」

　宏が聞くと、冷泉寺さんはニヤッと笑った。

「当たり前。初めっからそう言ったじゃないか。ピアスでなくても、それと同じ波長の光なら、満月なんかでも変身するはずだってさ。くわしいことについては、まだ結論が出ないらしいけれど、治療薬も含めて、今開発中だって話だから、そのうち何もかもわかるだろう」

「ばんざーいっ！」

　光坂君が叫んだ。

「呪いじゃないんだね。薬ができれば、僕たち、元通りに戻れるんだねっ!?」

　黄おう金ごんの髪を空に舞まわせ、みずみずしい瞳ひとみをキラキラ輝かせる彼は、とてもかわいかった。

「よかったね、夢美、よかったねっ！」

　私はうなずいて、心の底からホッと息をついた。

　ああ、ほんとによかった！

「となったら、早く帰ろう」

　宏が立ち上がり、拳こぶしに握にぎった両手を伸び伸びと天てん井じように向かって突つき上げた。

　とたん、悲ひ鳴めいを上げ、痛そうに自分を抱きしめる。

　自分が怪け我がしてるのを忘れるって・・・バカとしか思えない。

「さっさと帰ろうぜ」

　涙目でそう言った宏に、光坂君がうなずく。

「そうだね。家の人も心配してるし」

　でも、私は思わず言ってしまった。

「もったいない！　せっかくドイツまで来たっていうのに、観光もしてない、お土産みやげだって一個も買ってないじゃないのよ」

　頭が主しゆ婦ふだと責せめないでっ！

　長い間の恐きよう怖ふと緊きん張ちようから一気に解き放たれた解かい放ほう感かんを味わいたかっただけよ。

「せっかく来たんだから、ここはやっぱり名めい所しよ旧きゆう跡せきをめぐって、ひと通りのお土産も買わなくっちゃ」

「観光旅行に来たわけじゃねーだろっ！」

「いーじゃないの。ものはついでじゃん」

　私は、断だん固こ、観光を主しゆ張ちようして宏と対立し、そのうちに光坂君が折せつ中ちゆう案あんを出してくれた。

「じゃ今日は、個人個人が好きに自由行動にして、明日の朝一番で帰るってのは？」

　よし、それで妥だ協きようする。

「レオンはここに留とどまるだろうから、この四人だけで帰ることになるよな」

　冷泉寺さんにそう言われて、私は、ちょっと寂さびしかった。

　これでもう鈴影さんとは、永久にお別れなんだと思って。

　しかたないことだけれど、何か・・・気持ちが沈しずむ・・・。

「ほら、地図だよ」

　光坂君が地図を持ってきて広げ、説明してくれた。

「この印のある所が全部、名所旧跡みたい」

　よく見ると、これから出かけて帰ってこられる距離にある名所は、『魔ま女じよ博はく物ぶつ館かん』ただ一つだった。

　うっ、ちょっと恐そうだけど、ま、見ないよりましだわ、行ってみよう。

　でも出かけるについては、不ふ便べんなのが言葉。

　私は、ドイツ語のできる冷泉寺さんに頼たのんで、一緒に来てもらうことにした。

「僕も行くっ！」

　光坂君が言い出してついてきて、なぜか宏もふてくされながらやってきた。

「別に、無理して来てくれなくたっていいのよ。あんたはケガ人なんだしね。鈴影さんのお手伝いでもしてれば？」

　私がイヤミを言うと、宏はプッとふくれて横を向き、両手をジーンズの後ろポケットに突っこんだ。

「おまえとアキを、一緒にしときたくないんだ」

　私は驚いて言った。

「何で!?」

「うるさいな。いいだろ、行ったって」

「じゃ、その不ふ愉ゆ快かいそうな顔、やめなさいよ。あ、途と中ちゆうで変化しないように気をつけてよね」

　すると、宏は目をむいて怒おこった。

「それは、おまえが気をつけることだろっ！」

　ふん。

　宏と一緒にいると、私、いつも喧けん嘩かになるんだ。

　嫌きらいじゃないんだけど、どうしてかなぁ・・・。
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『魔ま女じよ博はく物ぶつ館かん』は、ドナウ川の上流、イザール川とのちょうど中間ぐらいなところにあって、森に囲まれたお城のような建物だった。

「ルードヴィヒ二世の建てた城を、博物館として使ってるんだって。地下には、魔女裁さい判ばんの時の拷ごう問もん道具が集められているっていうから、光こう坂さか、行ってみようぜ」

　一気に青ざめる光坂君を、冷れい泉せん寺じさんは無理やり引きずって、地下に入って行き、私は彼をかわいそうに思いながらついていった。

　光坂君って、いじめられやすいタイプなんだよね。

　繊せん細さいで、初うい々ういしくって、かわいいから。

「ボ、僕、いいよ。あんまり好きじゃないから、そういうの・・・」

「うるさい、さっさと来い」

　カビの臭においのするその地下室には、数々の不ぶ気き味みな鉄の道具が並べられていた。

　手かせ、足かせ、首かせ、さらし台、焼きゴテ、焼印、ペンチに革かわのムチ。

　天てん井じようからぶら下がる鉄の滑かつ車しや、革ロープ、大おお釜がま、針はりの立った椅い子す。

　人間用遠心分ぶん離り機き、人間用かまど。

　その一つ一つに冷泉寺さんが、くわしい説明を加えて使用方法を教えてくれるものだから、リアルに想像できてしまって、もう恐おそろしいことこの上なしっ！

　しまいには宏ひろしまでが、震ふるえ上がって叫さけんだほどだった。

「冷泉寺、おまえってサドだ、絶対！」

　すると冷泉寺さんは、鼻でせせら笑った。

「こういうもので自じ白はくを強きよう要ようされ、殺されていった多くの人間がいたという事じ実じつから、目をそらすべきじゃない。過去の残ざん酷こくな仕打ちは、たくさん見て、しっかり頭の中に焼きつけておかなけりゃいけないんだ。それを覚えておけるだけの強さを、自分の中に養やしなうべきだ。同じあやまちを二度とくり返させないためにだ。さ、次行こう」

　二階には、魔女裁判の様子を記き録ろくした文書が陳ちん列れつされていた。

　それを見、冷泉寺さんの解説を聞いて、私は初めて魔女裁判というものを、理解することができた。

　それは、思わず身震いしたくなるような、心も体も凍こおってしまうような記録だった。

　たとえば、誰だれかが、

「あの人は、悪あく魔まと契けい約やくして魔女になった」

　という噂うわさをたてる。

　それだけで、その人間は魔女として、逮たい捕ほされる。

　逮捕されると、狭せまく暗い牢ろう獄ごくに入れられ、鉄てつ鎖くさりで縛しばられて、食事も満足に与えられない。

　トイレも行けず、たれ流しのために、そこにいるだけで手足がくさってしまい、法ほう廷ていに出る時には歩いて出られない人も多いらしい。

　そして尋じん問もんが始まるのだけれど、その尋問が、とんでもなくひどいっ！

　①あなたが魔女になって、何年が経たつか。

　②なぜ魔女になったか。

　③なぜ悪魔を礼れい拝はいするのか。

　④悪魔と何を約束したか。

　⑤魔女集会で何を食べたか。

　⑥悪魔の秘ひ薬やくは何からできているか。

　これって、すでに魔女だと決めてかかってんじゃん。

　でも、これに答えないと、拷問なのよ、ごーもんっ!!

　指の関かん節せつを締しめつけたり、手足を四方に引っ張ったり、手首や足首だけで天井に吊つり下げておいたり、骨を砕くだいたり、ペンチで肉を引きちぎったり、熱した鉄を押しつけたり。

　その他にも、眠らせずに一日中歩かせたりとか、水の中に投げこんだりとかね。

　それでも自白しないと、また暗い牢獄に押しこんでおいて、あくる日、同じ拷問をくり返すわけ。

　このひどい生活で、十数パーセントの人が、牢内で死んでしまう。

　それに耐たえて、自分は魔女ではないと、頑がん固こに言い張っていると、拷問で死に至いたるハメになりかねず、自分は魔女だと自白すると、その罪つみで火か刑けい台だいに上らされることになる。

　つまり、ひとたび魔女だという噂がたったら、もうほとんど殺されてしまうわけ。

　こんなのって、ひどいっ！

　そう思いながら私は、はっと、魔ま王おう子じのことを考えた。

　魔王子は裁判で、自分が悪魔と契約したことを認めたと言われているけれど、こんなひどい裁判だったら、その信しん憑ぴよう性せいって、疑わしいんじゃない？

　一度、そういう噂をたてられてしまったら、あとはもう助かる道はないんだから、拷問や牢獄でジワジワと死ぬより、魔女だと認めて楽に殺されたほうがいいもんね。

　それで、自分の罪を認めたのかもしれない。

　魔王子もまた、こういうインチキな魔女裁判の犠ぎ牲せい者しやだったのかも・・・。

　私がそう言うと、冷泉寺さんは首を横に振ふりながら、ケースの中に広げられている古い書類を指さした。

「いや魔王子の場合は、証しよう拠こがあるらしい。あれが彼の裁判記録だが、背中に魔女マークがあったと書かれている」

　魔女マーク？

「魔女は、魔女集会に参加して、悪魔と契約する時、『忠ちゆう誠せいの誓ちかい』と『悪魔の認可』という二枚の文書に、自分の血で署しよ名めいするんだ。その折、悪魔は契約の印しるしに、魔女の体にかみ跡あとをつけると言われている。それが魔女マークだ。形はさまざまだが、魔女マークのついた部分は、痛みを感じず、また血も出ないと言われている。それで魔女裁判の折には、専用の針はりで体を刺さして、そのマークを調べるんだ。ほら、そっちに針が置いてある」

　その横に、千せん枚まい通どおしみたいな柄えのついた、太い針が並べられていた。

　長さは十五センチほどもある。

「これを、皮ひ膚ふの下、五センチから八センチの深さまで刺してみて、血も出ず、痛みも感じなければ、そこが魔女マークだと言われている。記録によれば、魔王子は、背中にそういう部分があったらしい」

　私は、じいっとその針を見た。

　確かに、こんな太い針がそんなに深く刺さって、痛くもなく血も出ないとしたら、それはやっぱり人間じゃないかも。

　その時、私の脇わきでいきなり、光坂君がザッと動いて、ケースの角かどにぶつかりざま、向こうの壁へと走り寄よった。

　ケースは、大きく揺ゆれて横よこ倒だおしになり、その中からいろいろな物が床ゆかの上に投げ出された。

「どうしたのっ!?」

　私の叫さけびで、彼はびくっとこっちを見、それから我われに返ったようにあたりを見まわすと、大きく息をついて、くちゃっと金の髪をかき上げた。

「今、ネズミが見えて・・・なんだか、じっとしていられなかったんだ」

　私は、ゴクンと息を吞のんだ。

　やだ・・・それって、まるで・・・猫ねこみたい。

「バカやろう、いつまでも変なこと言ってんじゃねーよ。呪いはもう解決したんだぜ」

　宏が言って、光坂君の頭を乱らん暴ぼうにこづいた。

「ほら、早く片づけなよ」

「うん」

　光坂君は、自分でも腑ふに落ちないといった感じで首をかしげながら、ひざまずいてそれらを集め始め、私たちも手伝った。

　その時、冷泉寺さんが言ったの。

「これは・・・トリック針だ」

　びっくりして振り返ると、彼女は、あの魔女マークを検査する針を手にしていた。

「ほら、見ろ」

　言って冷泉寺さんは、それを逆手に持つと、その鋭するどい切っ先をグイッと自分の片方の手に突き立てたのだった。

　わっ！

　思わず眉まゆをしかめる私の前で、冷泉寺さんは針を引き抜ぬいた。

　でも掌てのひらには、何の跡も残っておらず、もちろん血も出なかった。

　え!?

「手て品じなで使う刃やいばと同じ仕し掛かけだ。物に当たると、針が柄えの中に引っこむようになってる。これじゃ痛みも感じず、血も出ないのは当たり前だ」

　宏がその針を手に取り、中の仕掛けを確かめながらつぶやいた。

「何で、こんな物を作ったんだ？」

「そりゃ、金のためだろ」

　冷泉寺さんが、ニヤッと笑った。

「針を刺して魔女マークを見つける専門家というのがいて、魔女マークを一個発見するたびに、裁判官から金をもらってたんだ。たくさん発見すれば、それだけ金がもうかる」

　光坂君が、吐はきすてるように言った。

「汚きたない！」

　私は息を吞んで、考えた。

　だとすれば、魔王子が悪魔と契約してたっていうのは、ますますインチキくさいよね。

　魔王子は、やっぱり、無実だったのかもしれない。

「人が来るぜ。早く片づけろっ！」

　宏が言って、倒れたケースを起こし、散らばっていた古い冊さつ子しをかき集めて、その中に投げこもうとした。

　私はあわててそれを止め、宏の手から冊子を取り上げた。

「だめよ、きちんと並べなくちゃ、バレるもの」

「うるせーな。とにかく入れるのが先だろ。こっちに貸せよ」

　宏は私の手から冊子を取ろうとし、瞬しゆん間かん、私たちの手の中で、それがビリッと破やぶれた。

　わっ！

「オレのせいだ、ごめん」

　宏がすばやく言って、手を放した。

「今、オレが力入れたから」

　こういう時、私は宏をすごく、潔けつ癖ぺきだと思う。

　絶対、自分を甘あまやかさない。

　それでいて、他人にはちゃんとやさしい。

　ああ宏はいい男だなあって、私は時々、感動してしまう。

　短たん気きなとこもあるけれど、基本的には好きだな。

「オレ、管理人に謝あやまってくる」

「あ、私も行く。宏だけのせいじゃないもの」

　そう言うと、宏はムッとしたように私をにらんだ。

「おまえって、かわいくねー」

　何よ、今、心でほめてあげてたのにっ！

「オレのせいなんだから、出しゃばるなよ」

「ふん、カッコつけるんじゃない」

　にらみ合う私たちに、冷泉寺さんがふっと言った。

「おい、そこ・・・破れた表紙の間から、何か出てる」

　私はびっくりして、冊子を見た。

　確かに、枯かれ葉はみたいにガサガサになった革表紙の破れ目から、一枚の紙の端はしがのぞいていた。

　あれ、何だろう・・・。

「こっちに見せろ」

　冷泉寺さんが、冊子を受け取ってケースの上に置き、慎しん重ちような手つきで、それを抜き取った。

「これ・・・告こく白はく録ろくみたいだぜ」

　え・・・。

「筆ひつ者しやは、魔王子の尋問に立ち会った拷問監かん督とく官かんだ。そう書いてある」

　私は叫んだ。

「読んでっ！」

　冷泉寺さんはうなずいて、その文字にそって目を伏ふせ、きれいなカーブを描いたまつ毛の下の瞳ひとみを、いつもよりいっそう冷たく輝かせた。

「王子ゴットフリートの判はん決けつが出た今日、天には雷らい雲うんが立ちこめ、季節はずれの雹ひようが降り、激はげしい雨が大地をたたいて、河は増ぞう水すいし、いくつもの村が吞みこまれた。

　これが、神の怒いかりであることを、私は知っている。

　が、それを声に出して言う勇気はない。

　ならばこっそりとここにしたため、せめて裁判記録の裏に忍しのばせて、神と彼の許しを請こうばかりである。

　いつか後のちの世の人がこれを見て、王子ゴットフリートの名めい誉よを回かい復ふくしてくれることを祈いのりながら。
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　王子ゴットフリートは、賢けん明めいにしてすぐれた、しかも美しい王子だった。

　彼は、自分の義ぎ兄けい四人と、国王を殺し、魔ま女じよである疑いをかけられて、拷ごう問もん監かん督とく者しやである私の牢ろう獄ごくに送られてきたのだった。

　普通の罪ざい人にんは、私の拷問道具を見ると、恐おそれ戦おののく。

　そして実際にそれにかけられると、泣きわめいて私に媚こびを売り、それから逃のがれようとする。

　だが王子ゴットフリートは、他のどんな罪人とも違ちがっていた。

　彼は、毅き然ぜんとした態度で、自分の無実を主しゆ張ちようし、どんな激はげしい拷問にも耐たえて、屈くつ服ぷくせず、悲ひ鳴めいの一つも上げなかった。

　自分の正義を信じ、神の救いを信じて苦しみをこらえるその様子は、気け高だかく、私は自分を、主しゆイエスをはりつけにしようとしているローマ人のように感じたほどだった。

　私の部下は、しだいに、彼を責せめることに罪ざい悪あく感かんを感じるようになり、私もまた、そうだった。

　そんな折、王家の主しゆ治じ医いであるヴァイマールから、王の四人の息子むすこたちの死し因いんが、いずれも明らかに熱ねつ病びようであることを聞いて、この気持ちはいっそう高まった。

　にもかかわらず、なぜそれが王子ゴットフリートのせいとされたか。

　それは王子が、枢すう機き卿きようの子供だったからである。

　結婚を許されない聖せい職しよく者しやが、子供を作ると、それは悪魔の子供であると言われることがあった。

　この古い言い伝えを、王おう妃ひカタリナが信じていたからである。

　王妃カタリナは、ローマ教きよう皇こう庁ちようより王子ゴットフリートをあずかった時から、この考えに取りつかれていた。

　それでゴットフリートを自分の宮きゆう廷ていに近づけず、彼に山奥の城とわずかな召めし使つかいを与えて、一人で暮らさせたのだ。

　宮廷で行われる数々の催もよおしにも決して招まねこうとせず、王子ゴットフリートは、七歳になるまでその城から一歩も外に出ることを許されなかった。

　やがて、四人の王子たちが熱病で次々と死ぬと、王妃カタリナは、王子ゴットフリートが魔ま術じゆつで殺したのだと主張した。

　しかし王はこの考えを否定し、王子ゴットフリートを王国の跡あと継つぎとして宮廷に招き入れようとしたのだった。

　王子ゴットフリートは、自分が王に受け入れられたことを喜び、この王国の後こう継けい者しやとしてふさわしい人間になることを誓ちかった。

　その夜、国王は暗あん殺さつされ、その現場を見たという王の腹ふく心しんの部下バーデンによって、王子ゴットフリートは捕とらえられたのだった。

　自分の潔けつ白ぱくを主張する王子ゴットフリートの高こう潔けつさに、私や部下たちがしだいに心を動かされ始めたある日、王妃カタリナが、密ひそかに牢を訪ねてきた。

　王妃カタリナは、王子ゴットフリートを見ると、目に涙をためて彼をかき抱いだき、今まで彼につらくあたっていたことを詫わびたのだった。

　そして彼を、自分に残されたただ一人の息子と呼び、その誤ご解かいを解といて、王座につき、立りつ派ぱに父の跡を継ついでくれるように懇こん願がんした。

　これには王子ゴットフリートも、深く感動したようだった。

　養よう子しとしてこの王家にやってきた彼のただ一つの願いは、この王家の息子として受け入れられ、愛されることだったからである。

　王妃カタリナは、すぐ裁さい判ばんを中止させようとした。

　だが、魔女裁判所は、国王の管かん轄かつではない。

　それは、ローマ教皇の命令で行われるものであり、その許可を取らなければ、裁判を中止することはできなかったのである。

　王妃カタリナは、ゴットフリートの実じつ父ぷである枢機卿に手紙を書いて、裁判中止の許可を取る約束をし、それまでの間、ゴットフリートに時間をかせぐように言った。

　このまま尋じん問もんを続けていれば、拷問死する恐れがあったからである。

　拷問をやめさせる方法、それは、自分が悪魔と契けい約やくしたことを認めることだった。

　そうしさえすれば、すぐ、もう少し環境のいい牢に移され、そこで判決が実行されるまでの日々を過ごすことができる。

　王妃カタリナは、ゴットフリートにそれを勧すすめ、そうしている間に、自分がローマ教皇庁の許可を取るからと言った。

　ゴットフリートは、その意見を受け入れて、自分が悪魔と契約したことを認め、文書にサインをしたのだった。

　私は、二人の話をつぶさにこの耳で聞き、この目で見ていた。

　だが、それは王妃カタリナの計けい略りやくだったのだ。

　カタリナは、四人の子供を失ってから、王の復心バーデンと恋愛関係になり、王を殺して彼と結婚したいと考えていた。

　そのために、以前から憎にくんでいたゴットフリートを利用したのである。

　王妃カタリナは、ゴットフリートの実父である枢機卿に手紙を書いておらず、また教皇庁にも裁判中止の申しん請せいなど出していなかった。

　王子ゴットフリートは、王妃カタリナの罠わなに落ち、悪魔と契約したことを認め、文書にサインをしたために、有ゆう罪ざいとなったのだった。

　その判はん決けつを受け、裏切られたことを知った王子ゴットフリートは、カタリナとその一族とを子し子し孫そん孫そんまで呪のろうという言葉を残した。

　これが、王子ゴットフリート裁判に関しての真しん実じつである」
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　ああやっぱり、魔ま王おう子じは無む実じつだったんだ。

　奸かん計けいで罪つみに落とされて、あの魔ま封ふうじの塔とうに閉じこめられたんだ。

　誰だれにも信じてもらえずに・・・。

　どんなにかくやしかっただろう、かわいそうに。

　私は、胸が締しめつけられるような思いで立ちつくした。

　そこに、観光客の知らせをうけた管理人さんが飛びこんできて、ドイツ国有財産である古こ文もん書じよを毀き損そんしたことについて、かみつくように抗こう議ぎを始めたのだった。

　でも冷れい泉せん寺じさんが、世紀の大発見であるその新文書のことを教えると、コロッと態度を変えた。

「どうもフイーレンありがとうダンク、どうもフイーレンありがとうダンク」

　腕うでがちぎれそうなほどブンブンと握あく手しゆした手を振ふられ、抱きつかれて、私たちはほうほうのていで、その魔女博はく物ぶつ館かんを出た。

　冷泉寺さんが管理人に、強い命令口調で、念を押すようにいろいろ言っていたので、後で聞いてみると、

「魔王子は、悪あく魔まと契けい約やくした罪で教会名めい簿ぼから名前を削さく除じよされている。だからその名めい誉よ回かい復ふくをするように、教会関係者に言えって、頼たのんでたわけ」

　頼むって、雰ふん囲い気きじゃなかったけどねぇ・・・。

　でもこれで、ゴットフリートの霊れいも浮うかばれるよね。

　そう思いながら私は城に帰って、鈴すず影かげさんにそのことを話した。

　彼は、パタンと本を閉じて、うなずいた。

「その王おう妃ひカタリナが、ミカエリス家の出身だってところまで調べがついたところだ。彼女の愛人だったバーデンも、うちの先せん祖ぞだ。二人は、従い兄と妹こだったんだよ」

　それで、ミカエリス家を呪のろったのかぁ。

　私は納なつ得とくしながら台所に行き、皆みんなのために、ドイツで最後の夕食を作った。

　雨が降り出してポツポツと屋根を打ち始め、遠くで雷らい光こうがひらめく。

「天気が悪くなりそうだな」

　ゆううつそうな顔で冷泉寺さんが言ったけれど、私は気にもとめなかった。

　明日は家に帰って天てん吾ごや人じん吾ごに会えるんだと思うと、すごくホッとした気分だったから。

　私がいなくて、二人とも、いろいろ困ってるだろうな。

　帰ったら、いっぱいサービスしちゃおっと。

　そう思いながら私は、たっぷりと夕食を作り、皆みんなと一緒に食べて、そして心安らかに眠った。

　明日への期待で胸をいっぱいにしながら。

　その明日に、あんな、身の毛もよだつような恐きよう怖ふの事件が待っているなんて、この時は考えもしないで。
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　朝起きると、空には暗く雨雲がたれこめ、雨がかなり強く降っていた。

　それも時間をおってどんどん激はげしくなり、私たちが出発するころには、道の上に水があふれ始めるほどだった。

　風も強い。

「視し界かいがきかないし、上空は気流が不安定で、とても飛べそうにないよ」

　鈴すず影かげさんが言って、私たちはセスナをあきらめた。

　こんな森の奥までタクシーは来ないというので、しかたなく、歩いて近くの国道まで出ることにしたんだ。

　そこまで行けば、バスも通っているし、タクシーも拾ひろえるだろうと予よ測そくをつけて。

　ところが、ところがぁっ！

　増ぞう水すいで、森のはずれの橋が落ちていた。

「渡れないな・・・」

　見下ろせば、コーヒー色の濁だく流りゆうが、白い泡あわを立てながら逆さか巻まくように荒あれ狂くるっている。

「川上にまわろう」

　鈴影さんの指示で、私たちは引き返し、湖にかかった橋を渡って国道に出ようとした。

　ところが、こっちは水すい没ぼつしていたっ！

　雨で湖の水が増え、橋はその中に埋うまってしまっていて、影かげも形も見えない。

　宏ひろしが言った。

「他に、国道に通じる道は？」

　鈴影さんが、少し青ざめて答えた。

「他にはない。この二カ所だけだ」

　私はコクンと息を吞のんだ。

　じゃ、私たちは帰れないの!?

「消しよう防ぼう隊たいを呼べばいい。レスキュー車で川を渡してもらうんだ」

　冷れい泉せん寺じさんがそう言いながら自分の携けい帯たい電話を出した。

　鈴影さんや、光こう坂さか君も自分の携帯を出す。

　でもっ！

　電波状況がものすごく悪くて、まったく通じなかった。

「城に戻ろう。固定電話の方が通じやすいはずだ」

　鈴影さんの言葉で、私たちは消防署と連絡を取るために急いで城に戻った。

　そのころにはもう、傘かさをさしていても、地面にぶつかってはね上がる水しぶきで、全身がビショビショになるほどだった。

　雷かみなりも鳴り始めていた。

　城の玄げん関かんに着くなり、宏がたまりかねたように中に飛びこんでいった。

　やがて大声が響ひびく。

「ちっきしょう！」

　びっくりしながら私たちが入っていくと、宏が頰ほおをゆがめてこっちを振ふり返った。

「電話が通じない。きっと、線が切せつ断だんされてるんだ」

　私は、呆ぼう然ぜんとしてしまった。

　セスナも飛べない。

　橋も落ち、電話も通じないとなったら、いったいどうすればいいの!?

「落ち着いて」

　そう言って鈴影さんが、パチンと電気をつけた。

　暗い部屋の中に、パッと明かりが灯ともり、皆みんなの顔を照らし出した。

「へたに動くと危険だ。雨がやむまでここで待とう」

　直後、稲いな光びかりが部屋の中を突つっきって走り、大きな雷らい鳴めいがとどろいて、ふっと電気が消えたっ！

「停てい電でんだ」

　瞬しゆん間かん、バラバラッと激しい音が屋根をたたき、窓の外の地面に白い塊かたまりがいくつも打ちつけられた。

　何っ!?

「雹ひようだ！」

　光坂君が、ぐるっと私たちを見まわした。

「激しい雨、雷、氾はん濫らんする川、そして雹・・・これって、魔ま王おう子じの判決が下った日と同じだよね」

　そういえば、今日は、呪のろいの満まん期きの十五日目っ！

　と思ったとたんに、私は心臓がぎゅっと縮み上がり、皆は一気に動物にっ！

「夢ゆめ美みっ！」

　宏がギロッと私をにらみすえ、そのいつにない迫はく力りよくに私はドキッとして、皆を元に戻した。

　呪いは、やっぱり存在するの？

　魔王子は私の中によみがえり、私は鈴影さんを殺すの!?

　不安でたまらなくなって、私は両手の指を強く、祈いのりの形に組み合わせた。

　そんなことない。

　私は、鈴影さんを殺したりしない！

　そう思いながら、ふっと鈴影さんへと視線を上げたとたん、彼の頭上にあったシャンデリアの鎖くさりが、ブツッと切れた。

　わ、落ちるっ！

　とっさに鈴影さんは、自分の脇わきの下に吊つっていた銀ぎん剣けんを引き抜ぬいて首をかばい、シャンデリアはその剣にぶつかって地面に落ち、派は手でな音を立てて割われた。

「レオンっ！」

　冷泉寺さんが走り寄よって、ガラスの破は片へんで切れた鈴影さんの腕うでを持ち上げ、自分の服の袖そでを裂さいて、止し血けつした。

「大丈夫か？」

「ああ、ちょっと切っただけだ。鎖が古くなってたんだろう。この城の中の部屋は全部、同じタイプのシャンデリアだ。危ないから、礼れい拝はい堂どうに移ろう」

　鈴影さんは、体中からキラキラとガラスの破片を振りまきながら立ち上がり、その剣をおさめた。

「行くぞ」

　私は、ためらった。

　だって今、私が鈴影さんを見たとたんに、彼の上にシャンデリアが落ちたような気がしたんだもの。

「夢美、早く来い！」

　宏が言って、入り口からこっちを振り返った。

「置いてくぞ」

　わっ、一人は恐こわいよっ！

　私は、あわてて皆の後を追って部屋を出、宏が広げてくれた傘をもらって、雷らい雨うの中に出た。

　確かにさっき、私がこうやって鈴影さんを見たとたんに・・・。

　そう思いながら鈴影さんの後ろ姿を見つめた瞬間、私の視線の先で、雷光がカッと礼拝堂を照らし出し、直後、その先せん端たんの十じゆう字じ架かがバキッと折れた。

　わっ！

「危ないっ！」

　宏が傘を捨すて、駆かけ寄って鈴影さんを突き飛ばし、私は立ちつくして、そんな宏の上に十字架や梁はりやレンガが崩くずれ落ちてくるのを見ていた。

「大丈夫っ!?」

　光坂君の高い声が響いて、私もはっと我われに返り、あわててそこに駆けつけた。

「ああ。直ちよく撃げきくらわなかったから」

　助け出された宏が立ち上がり、頰ほおの傷からにじんだ血を、ぐいっとぬぐった。

「基本的には平気。レオンは!?」

「大丈夫だ、ありがとう」

　私は、ぎゅっと唇くちびるをかんだ。

　私のせいかもしれない！

　だって、私が鈴影さんを見るたびに、危ないことが起こる。

　魔王子が私の中によみがえろうとしているのかも。

　そう考えると、ゾッとした。

　自分が信じられなくなりそうで、私は大声で言った。

「鈴影さん、私の中に魔王子がよみがえっているかどうか、確かめること、できますか？」

　皆が、驚おどろいたように、こっちを見た。

「できるよ」

　静かに言った鈴影さんの美しい瞳ひとみの中に、ふうっと濃こい影かげが浮かび上がった。

「でも、やりたくないね」

「私、はっきりさせたいんです！」

　鈴影さんは眉まゆ根ねを寄せ、少しせつなげに私を見た。

「後こう悔かいしない？」

　私は息を吞のんで、うなずいた。

「ええ、しません」

　すると鈴影さんは、私のそばまで歩いてきて、ぎゅっと腕をつかんだ。

「じゃあ、おいで。試してみよう」
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　礼れい拝はい堂どうに入ると、鈴すず影かげさんは、私を祭さい壇だんの脇わきの聖せい具ぐ室しつの中に連れていった。

　そこは物もの置おのようで、たくさんの家具や、礼拝に使う道具などが雑ざつ然ぜんと置かれていた。

「脱ぬいで」

　えっ？

「服を脱いで」

　ええっ!?

「服を脱ぐんだ」

　服を脱いだら、裸はだかになるじゃないのっ！

　そんなこと・・・鈴影さんの前でできないよっ!!

「これは、祝しゆく福ふくされた剣けんだ」

　そう言って鈴影さんは、脇の下に吊つっている銀剣を抜いた。

「魔まに触ふれれば、黒くなる。死者がよみがえっているなら、この剣を脊せき椎ついに当ててみればすぐにわかる。私はあっちを向いているから、脱いで」

　あっ、あっちを向いてたって、確かめる時には、こっちを向くんでしょうっ！

　うっ、恥はずかしいよ・・・。

　私はしばらくためらっていたけれど、でもそれしか方法がないのなら、しかたがない。

　他に、どうしようもないもんね。

　それで、目いっぱい我が慢まんして、脱いだ。

　脊椎を見ればわかるんなら、他のとこは隠かくしといてもいいはずだと思いながら、背中だけを出し、残りの服をぎゅっと胸の中に抱きしめて言った。

「いっ、いいです」

　コツコツと鈴影さんの足音がし、私のそばでそれが止まって、やがて背に、鈴影さんの細い指先が触れた。

　背骨をたどって、つっと下に降りていく。

　私は、ゾクッとした。

　鈴影さんの、あの美しい目が、今、私の裸の背中を見ているんだと思うと、体中から火がふき出しそうだった。

　だって、生まれてこの方、私は、家族以外の男の人に体を見せたことってないんだもん。

　その時、背中の真ん中あたりに、銀剣の先が触さわった。
















　そのまま、動かない。

　私は、不安になって聞いた。

「ど、うですか？」

　鈴影さんは、くもった声で答えた。

「いや・・・」

　ん!?

　この声の調子って、おかしくない？

　心配でたまらなくなって、私は思わず振ふり返り、見てしまった、まっ黒に変わっているその銀剣をっ！

　ぎゃっ!!

　胸に抱いていた服を、もうちょっとでボトッと床ゆかに落としてしまいそうなほど、ショックだった。

「着て、いいよ」

　言って鈴影さんは、視線をそむけ、剣をしまった。

「脱がせて、悪かった」

　言葉はやさしかったけれど、その横顔には苦く悩のうの影かげがあり、瞳ひとみは苦しげだった。

　私は何も言えず、服を着て、鈴影さんと一緒に聖具室を出た。

　どうしよう！

　そう考えると、めまいがした。

　私の中には、もう魔ま王おう子じがいるんだ。

　今はまだ普通の私だけれど、そのうちきっと変わっていって、そして鈴影さんを殺してしまうんだ。

「どうだった？」

　皆みんなが待っている所まで行くと、宏ひろしがまっ先にそう言った。

　私は、答えられなかった。

　宏は、頰ほおをゆがめてこっちを見た。

「夢ゆめ美み・・・」

　目を見開いてじっと私を見つめ、それからいらだたしげに鈴影さんをにらんだ。

「夢美に、何したんだっ!?」

　私は、あわてて言った。

「何もしてないから」

　せいいっぱい、自分を落ち着かせながら、私は鈴影さんを見た。

「魔王子がよみがえってきた場合、どうすれば退たい治じできるの？」

　鈴影さんは、涼すずしげなその瞳を、私からそらせたままで答えた。

「この剣で、君の心臓を刺させば、殺せる」

　脇で宏がすうっと青ざめ、光こう坂さか君も冷れい泉せん寺じさんも、ビクッとしてこちらを見た。

「何言ってんだ、レオン。だめだ、そんなこと、させないっ！」

　宏が叫さけび、鈴影さんがふっと笑った。

「もちろんだ。そのくらいなら、私が死んだ方がいい」

　私は、驚いて鈴影さんを見た。

　そんなことを言うなんて、思っていなかったから。

　鈴影さんは、やさしく微笑ほほえんだ。

「私が魔王子に言おう、さっさと復ふく讐しゆうを遂とげて、つまり私の魂たましいを持って、君の体から出ていくように」

　その微笑みは、うっとりするほど甘あまやかで、そして気け高だかかった。

　私は胸がつまって、涙が出そうになってしまった。

　私のために、こんなふうに言ってくれるなんて・・・。

　こんなにやさしく、すてきな鈴影さんを殺すことなんて、できない！

　絶対できない!!

　どうしよう!?

　必死でそう考えていて、私は、はっと思いついた。

　私が、どこか魔王子を封ふうじられる場所に閉じこもってしまえばいい。

　そうすれば、鈴影さんを殺すこともなく、自分もちゃんと生きていられる！

　そうだ、あの魔封じの塔とう！

　あそこにこもって、そして自分自身と魔王子を外に出さないようにしてしまえば、いいんだ。

　そうしたら鈴影さんはずっと無事でいられるし、私もなんとか生きていかれる。

　いったん、そう思いつくと、私はもう、その考えを止めることができなかった。

　だって、この責せき任にんは、私にあるんだもの。

　鈴影さんは、自分のせいだって言ってるけれど、そうじゃない！

　あの机のある部屋に入ったのは、私だもの。

　あの引き出しを開けたのは、私だもの。

　それが、すべてを引き起こしたんだから、責任を取らなくちゃいけないのは、私だ！

　悪いのは、私なんだ!!

　大きく息をすいこんで、私は言った。

「鈴影さん、魔王子は私が引き受けます。だから、皆を元に戻してあげてください。鈴影さんなら、できますよね。私のせいで変化するようになってしまった皆を、元に戻してください」

　そうして私は、ちょっとだけ宏を見た。

「宏、天てん吾ごと人じん吾ごにね、こう言って。頑がん張ばって大きくなりなさいって。生きているといろいろなことがあるけれど、負けるんじゃないって。年をとればとるほど、楽に生きられるようになるから、心配いらないって、伝えて」

　びっくりしている宏に、私は一生懸けん命めい笑いかけた。

「今まで、ありがとね。喧けん嘩かばっかりしてたけど、私は意外とあんたを気に入ってたから。いい友だちだったと思ってる」

　それから私は、光坂君を見た。

「いつも進歩しようとしている光坂君は、すごいと思う。これからもその調子で、へこたれないでね」

　そうして最後に、私は冷泉寺さんを見た。

「もっといろいろ話してみたかったけれど、できなくて残念。でも冷泉寺さんがいてくれて、私はとっても心強かった。ありがとう」

　そうやって皆に、お礼とさよならを言って、私は一人で礼拝堂から飛び出し、城の階段を駆かけ上がって、魔封じの塔に入り、その扉とびらをバタッとしめて、閂かんぬきを下ろした。

　薄うす闇やみの中で、壁に塗ぬりこめられた鏡かがみがうっすらと光り、私の血色のピアスを大きく輝かがやかせるのが見えた。
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「夢ゆめ美み、開けろっ!!　だめだ、出てこいっ！」

　宏ひろしが扉とびらをドンドンたたいて、気が狂くるったようにわめきたてていたけれど、私の心は動かなかった。

　だって、これ以外、方法がないと思ったんだもの。

　鈴すず影かげさんを殺すのは、いやだ！

　自分が死ぬのも、絶対いや!!

　となったら、こうしているよりない。

　私は、ドッカと床ゆかに座すわりこんで、大きく息をついた。

　しかし魔ま王おう子じって、少しわがままなんじゃないかな。

　無む実じつの罪つみをきせられて、すごくくやしいのはわかるけれど、そのヌレギヌは晴れたわけだし、教会に頼たのんで名めい誉よ回かい復ふくもしてあげる予定よ。

　それを、さらにしぶとく出てくるなんて、あんまりにも自じ己こ顕けん示じ欲よくが強すぎない？

　よぉし、来たら一発、説教してやる！

　そうしてあの世に追い返してやるんだ!!

　ま、そんなに、うまくいけば、の話だけど。

　と思ったその時、ガタガタッと窓が揺ゆれて、私はビクッ！

　あせって振ふり返ると、塗ぬりこめられていた窓の漆しつ喰くいが、ボロボロッと崩くずれ落ち、その裂さけ目から、ぬうっと人の手がっ!!

　きゃあぁぁぁっ！

　私、ホラーは嫌きらいっ!!

「僕だよ、夢ゆめ美み」

　光こう坂さか君の声がして、さらにいっそう激はげしく窓が揺れ、その漆喰をかき落として、彼が入ってきた。

　体中びしょ濡ぬれで、綿めんシャツもジーンズもぴったりと体に貼はりつき、きれいなボディラインがくっきりと浮きたって見えていた。

「よかった、うまく入れて。雨でツルツルすべるんだもの。いくら身の軽い僕でも、ヒヤヒヤだったよ」

　雨のしずくをボトボトしたたらせながら光坂君は、両手で顔をぬぐい、その額ひたいに貼りついた黄おう金ごんの髪をかき上げた。

　壁のすき間から、風に乗って雨が舞まいこみ、たちまち床を濡らしていく。

「僕、約束を果はたしに来たんだ」

　え？

「前に、墓ぼ地ちで約束しただろ。もう僕は恐こわがらないって。絶対、何も恐がらないって。あの約束を果たしに来たんだ」

　そう言って光坂君は、みずみずしい瞳ひとみを上げ、その中に毅き然ぜんとした光を浮うかべて私を見た。

「僕を見ててよ。そして覚えておいてね、ずっと一生」

　思いつめた表情でそう言ってから、ちょっと笑って床にひざまずき、頭をたれて言った。

「死者であるゴットフリート・フォン・シュタインベルクよ、よみがえれ。我わがもとに来よ」

　それは、あの墓地で彼が言ったのと同じ言葉だった。

　それで私は、彼が魔王子を呼び出し、自分に乗り移らせようとしていることを知った。

　ああ、あの時できなかったことを、光坂君は今、やろうとしているんだ。

　そして自分の中に魔王子を引き受けて、私を楽にしてくれようとしているんだ。

　光坂君のその純じゆん粋すいさに、私は胸が熱くなった。

　そのひたむきさに、自分も応こたえたいと思った。

　よおし、もし魔王子が出てきたら、私は戦って、一生懸けん命めい戦って、きっと光坂君の中から追い出してみせるからねっ！

「我われ、待ちのぞむ。現れよ、ゴットフリート・フォン・シュタインベルク」

　最後の言葉を光坂君が言い、私はゴクンと息を吞のんだ。

　瞬しゆん間かん、光坂君は両手で自分の喉のどを押さえ、叫さけび声を上げて、のけぞるように床に倒たおれたのだった。

　大きくあえいで身をくねらせ、苦しげにもがきながら光坂君がしだいにその表情を変えていくのを、私は固かた唾ずを吞んで見ていた。

　額にびっしりと脂あぶら汗あせを浮かび上がらせ、光坂君は一いつ瞬しゆん、大きく目を見開き、ビクビクッと全身を引きつらせた。

　私は驚おどろいて、駆かけ寄よろうとした。

　とたん、彼はふうっと大きく息をつき、しだいに呼こ吸きゆうを整えて元に戻っていって、やがて、ゆっくりと立ち上がったのだった。

「なぜ、私を呼んだ？」

　煌こう々こうと光るその目は、あざやかに冴さえて美しく、かわいらしい光坂君のものとはまるで違ちがって見えた。

　声も低い。

　魔王子だ！

　彼が来たんだ!!

　私は背すじがゾクゾクした。

　思わず逃げ出したくなったくらい。

　でも光坂君だって頑がん張ばったんだもの。

　私だって、やってやる!!

「あんたにひと言、言いたかったの」

　私は、震ふるえる自分の心を奮ふるい立たせて、魔王子に向きなおった。

「あんたは、確かに不幸だったかもしれないけど、今の鈴影さんには何の関係もないことでしょ。いいかげんにあきらめて、おとなしくあの世に行きなさい。だいたい、他人の体に入ろうなんて卑ひ怯きようよ！」

　すると魔王子は、小さく笑った。

「私の体は、拷ごう問もんでボロボロだ。もう見る影かげもない。私は自分の魂たましいの潔けつ白ぱくを証しよう明めいしようとして、自分の体を犠ぎ牲せいにしてしまったのだ」

　うっ、そう言われると、なんだかかわいそう。

　あんなに美しかったのにねぇ・・・。

　私は、少しひるみながら言った。

「だから無実の証明をしてあげたじゃないの。名めい誉よ回かい復ふくについても、ちゃんと教会の人に言ってあげたでしょ。もう、あきらめなさいよ」

　魔王子は、静かに首を横に振った。

「死んだ後で、名誉が回復されても、何の意味もない。私は、そのピアスを通じて悪あく魔まに願ったのだ。この世にもし悪魔が存在するのならば、私をよみがえらせてくれと。私が、この恨うらみを晴らすことができるようにしてくれと。私のものは皆みな、私に戻るようにしてくれと。そして私に人生をやりなおさせてくれと」

　穏おだやかな口く調ちようだったけれど、その目には、恐おそろしいほど冴えた光が浮かんでいた。

「物心ついた頃から、私はいつも、一人だった。ただ一人で、長い長い時間を過ごしてきたのだ。召めし使つかいたちにも家族がい、森の獣けものにも、鳥にも親がいるのに、なぜ自分だけが一人なのだろうと、ずっと思ってきた。拾ひろった子猫ねこと、はぐれた狼おおかみと、そして巣から落ちてきた鷹たかのヒナ、彼らだけが私の心をわかってくれる友だちだった。

　そうして七歳になった時、私は三カ月に一度、父母と四人の兄たちに会うために、宮きゆう廷ていに上がるようになった。だが、母は私に触さわられることを嫌いやがり、また私が、父や兄たちに触ることも、許さなかった。私が悪魔の子だから、と言うのだ。その時、私は初めて、自分の出しゆつ生せいを知った。自分が過あやまちによって生まれた子供であり、生まれてきてはいけない存在であることを知ったのだ。

　それは、つらいことだった。だが父は、私が一生懸命勉強して立りつ派ぱになれば、母の心も解とけ、きっと認めてくれるだろうと言ってくれた。私は、認められたかった。母に受け入れられたかったのだ。自分が悪魔の子でないことを、証明したかった。

　そのために、私は力をつくした。一人ぼっちで、ありあまっていた時間のすべてを、自分を磨みがくためにつぎこんだ。立派になりたいと願った。

　やがて、兄たちが次々と死んで、私は宮廷に呼び寄せられた。母は深い悲しみに沈しずんでいて、私はそれをなんとか慰なぐさめたかった。自分が力になり、支えてあげられることを示しめしたかったのだ。しかし母は、私が兄たちをねたんで魔ま術じゆつで殺したのだと言った。そして、シュタインベルク家は、私にだけは絶対継つがせないと宣言した。私は悲しかった。だが、まだ母を憎にくむようなことはなかった。これから一緒に暮らせば、きっとわかってもらえると信じていた。

　だが母は不ふ倫りんをしたあげく、邪じや魔まになった父を殺し、奸かん計けいを使って私を落とし入れたのだ。私は生きながら閉じこめられた。その部屋には、私の友人たち、私がずっと育ててきた狼と猫と鷹、何の罪つみもない彼らの無む残ざんな遺い体たいが投げこまれていた。私には、どうすることもできなかった。毎日、少しずつ腐くさっていく彼らを見ていることしかできなかった」

　言い放った魔王子の声が、私の心を揺すった。

　彼の、行き場のない悲しみがよくわかって、私は胸がはりさけそうな気がした。

「その時、私は母を呪のろい、私にそんな運命をもたらした神を呪い、そして自分の耳についていたピアスに願った。その力を借りてよみがえり、この国を我が手に取り戻し、この恨みを晴らすことができるようにと。それまで、ただひたすらにまっすぐ生きてきた自分が腹立たしかった。父の言葉を信じ、母の愛を信じ、神の善ぜんを信じて生きて、裏切られた人生を私は取り戻したい。今こそそれを、取り戻すのだ。誰だれにも、邪魔はさせない。さあ、そろそろ時間だ、おまえをもらうぞ！」

　その時、大きな破は壊かい音おんが響ひびき、ドアが破やぶれて、そのすき間を押し広げるようにして鈴すず影かげさんが姿を見せた。

　左手に銀ぎん剣けんを握にぎりしめた鈴影さんに続いて、宏が顔を出し、その瞬間、魔王子が、くいっと彼らの方に向きなおった。

「僕の中にいるっ！」

　そう言ったのは、確かに光坂君だった。

「レオンさん、僕を殺せ！　君のために、夢美のために、そして僕にも勇気があるんだってことを証明するために、僕を殺せっ！」

　言いながら光坂君は、シャツのボタンを引きちぎるようにして、その前をはだけた。

「ほら、心臓はここだ。レオンさん、早くっ！」

　私はそんな彼の背に飛びついて、ぎゅうっと抱きしめた。

「だめよ、だめ！　私、魔王子と一緒でいい！　一緒に生きていくから。だって魔王子は、すごくかわいそうだもの。私、魔王子の願いを叶かなえてやりたい。もう一度、生きなおさせてやりたいから」

　私の腕うでの中で、ビクッと光坂君の体が震え、彼の顔がゆっくりとこっちを振り向いた。

「な、に!?」

　私は腕を開いて光坂君の肩かたをつかみ、自分の方に向けると、彼の中にいる魔王子に言った。

　ほとんど夢む中ちゆうで。

「あなたは十七年しか生きられなくて、しかもその中で一度も、幸せになったことがないのよね。かわいそう。あなたを幸せにしてあげたい。不ふ当とうに人生を奪うばわれたんだから、もう一度生きる権けん利りぐらいあると思う。一緒にいようよ」

　光坂君の瞳の中に、驚きが生まれた。

　信じられないといったように首を横に振りながら私を見る。

　私は、微笑ほほえみかけた。

「あなたの面めん倒どうぐらいみてあげる。私の中で生かしてあげるから。私と一緒に人生をやりなおそ、ね。そうして今度こそ幸せになろうよ。私が、あなたを幸せにしてあげる。さあ、私の中に戻っておいで」

　光坂君は、目を見開いたままで言った。

「皆から疎うとまれてきたこの私を、おまえは招まねいてくれるのか。私を受け入れてくれるのか。一緒にいようと言ってくれるのか」

　私はうなずき、一生懸命、笑ってみせた。

「そうだよ。さあ、戻ってきて。一緒に生きよう！」

　瞬間、魔王子の目の中に、透とう明めいな涙がふうっと浮かび上がった。

「そうか・・・」

　魔王子はぎゅっと目をつぶり、そこからいくつもいくつも涙を落として、顔をそむけた。

「ほしかったのは、その言葉だ。今、おまえに言われて初めて気づいた。私が本当にほしかったのは、その言葉だ。恨みを晴らすことでも、人生を取り戻すことでもない。誰かに受け入れられること、誰かから愛されることを、心から望んでいた」

　私は、両腕を開いた。

「私が受け入れるから、ほらっ！」

　魔王子は私を見つめ、そしてうなずいた。

「私は・・・満たされた。もういい。ほしいものを手に入れた私は、呪いを維い持じする力を失うしなう。私は消え、そして呪いは解けるだろう」

　言いながら光坂君は気を失い、ぐったりと私にもたれかかった。

「冷れい泉せん寺じ、光坂を見てやれ」

　鈴影さんの声で、彼女が私から光坂君の体を受け取り、床に横たえた。

「夢美、こっちに来いっ！」

　宏に強く腕を引っぱられて、私は強引に部屋の端はしまで連れていかれた。

「ほら、ピアスが変わってる！」

　びっくりして、壁の鏡かがみに目を向けると、私のピアスは今までの血色を失い、底まで透すきとおった美しい満月色に戻っていた。

　呪いが、消えたんだ！

　そう思ったとたん、私は宏に抱きしめられた。

「よかった！」

　耳元でささやく宏の声を聞いて一気に気がゆるみ、私は、ふらっと気き絶ぜつ。

　でも、いいわよね。

　このピアスに取りつかれてからというもの、それこそ気絶もできないような緊きん張ちよう状態が、ずっと続いてたんだもの。

　これは、無意識のストレス解かい消しようよ、きっと。
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　間もなく雷らい雨うは止やみ、空はすっかり晴れ上がって雲一つない晴せい天てんとなった。

　テレビは豪ごう雨うの映像を流し、この地方にはよくあることだとの説明をつけている。

　聖せい樹じゆが窓辺に寄よると、市役所や消しよう防ぼう署しよがパトロール隊を組み、崩くずれた道路や落ちた橋の点検をしてまわっているのが見えた。

「長老ゲローン派全体会議が、さっき始まったぜ。オレもこれから盗とう聴ちように行く」

　リーザからの電話も、明めい瞭りように聞こえる。

「これで総そう帥すい権けんの一時停止、および身み柄がらの拘こう束そくは、解かい除じよだ。おめでとう。ついでに黒の命令書も失しつ効こうとなる。オレも、ただの側そつ近きんに戻れるよ。次の命令書が出るまではな」

　聖樹はテレビを消し、立ち上がった。

「そちらに向かう。滑かつ走そう路ろを空けておいてくれ。ついでに」

　そう言いながら思わず口元をほころばせる。

「アクスクーのスケジュールも空あけさせろ。戻ったらすぐ、あいつを罷ひ免めんしてやる」

　今度こそ、つぶす、徹てつ底てい的てきにだ！

　あいつに続いて早急に全員を査さ定ていし、騎き士し団だんを清せい浄じよう化かする。

「報告書の用意も忘れるな」

　リーザの苦にが笑わらいが聞こえた。

「了りよう解かい。忙いそがしい日々に逆戻りだな」

　聖樹は電話を切り、部屋を出て客間に入る。

　そこにいた高たか天まと光こう坂さか、冷れい泉せん寺じが、そろってこちらを見上げた。

「どうなった？」

　心配そうに聞いた冷泉寺に、聖樹は微笑ほほえむ。

「すべてうまくいっている。時間の問題で総帥位が復ふつ活かつするはずだ」

　三人は、大きな息をついた。

「やったっ！」

「じゃ、もうミカエリス家に戻れるんだね」

「よかったな」

　聖樹はうなずいた。

「すぐ出発する。セスナに乗れ。佐さ藤とうは？」

　冷泉寺が、階上に視線を上げる。

「まだ気き絶ぜつしたままだ」

　高天が、ため息をついた。

「っていうか、ありゃ寝てるんだと思うぜ。いい神しん経けいだよな」

　光坂が立ち上がる。

「きっと疲つかれてたんだよ。僕、起こしてくるから」

　聖樹は、片手を上げてそれを止めた。

「私が行く」

　客間を出て、階段を上り、夢ゆめ美みの部屋のドアをそっと開ける。

　静かな寝ね息いきが聞こえた。

　足音をたてずにベッドに寄り、その寝顔を見下ろす。

「魔ま封ふうじの塔とう」の中で、夢美が魔ま王おう子じに言った言葉が思い出された。

　それは、しっかりと魔王子の心をつかんだのだ。

　愛に飢うえていたその魂たましいを癒いやした。

　同じように聖樹も、自分自身ですら考えてもみなかった本心を指し摘てきされたことがあった。

　無心に眠っているこの少女の、いったいどこからそれらの言葉が出てきたのだろう。

　心を見通すことができるかのようなその不思議な力は、聖せい母ぼマリアに源みなもとを発する「銀の薔ば薇ら騎士団」貴女ダアムに、ふさわしいものだった。

　総帥レオンハルトの名の下もとに結けつ集しゆうする騎士たち、どんな命令もやり遂とげる決意でいる彼らに、限りない憩いこいを与えてくれるだろう。

　聖樹は、寝ている夢美を起こさないように両りよう腕うでの中にそっと抱かかえ上げる。

　腕に、柔やわらかな重みが伝わってきた。

　母とも違ちがい、ペットとも違う。

　自分が大切な宝物を抱えているような気がした。

　ひょっとして、七しち聖せい宝ほうよりも大事かもしれないと考える。

　この世の何よりも、誰だれよりも大切になる予感がした。

「ああ、やっぱ、まだ寝てやがる」

　夢美を見た高天が、ののしるように言いながら玄げん関かんを開ける。

　そこから光坂が走り出ていき、セスナのドアを開いた。

　聖樹は、目で機内に入るように指示する。

「シートを倒たおせ。眠り姫を起こさないように出発だ」

　後ろについてきていた冷泉寺が目をむいた。

「シートベルトは、どうするんだ。危険だろうが」

　聖樹は微笑む。

「私のテクニックを見くびるなよ。機内でつけた蠟ろう燭そくの明かりを消さずに離り着ちやく陸りくできる腕だ」

　夢美をシートに横たえると、操そう縦じゆう席せきに座すわり、マイク付きのヘッドフォンをつけ、ゴーグルをかけた。

　ミカエリス家に向かう。

　天気はよく、フライトには何の問題もなかった。

　今ごろ長老ゲローン派全体会議は、総帥位の一時停止を解除しているだろう。

　待っていろ、アクスクー、決着をつけてやる！

「おい見ろよ。空が、超・きれいだぜ」

「ほんとだ。冷泉寺さんも本なんか読んでないで、見てみれば」

「うるさい、ガキども」

　ただ一つ気になるのは、呪のろいが解とけたというのに、月光のピアスが夢美の耳からはずれないことだった。

　月光のピアスを身につけた者の心臓の血は、あらゆる者に永遠の命を与えると言われている。

　ねらう者も多いだろう。

　夢美が日本に帰るまでにピアスがはずれなければ、「銀の薔薇騎士団」を日本に送って警けい護ごにつけ、彼女の身を守らなければならなかった。

　だが四し六ろく時じ中ちゆう、警護されるとなると、日常生活に支し障しようが出るに違いない。

　どうする？
















「聖樹、聞こえるか、どこだ」

　ヘッドフォンにリーザの声が届いたのは、出発して七、八分経たったころだった。

「あと十二、三分で、ミカエリス家の上空だ」

　そう答えたとたん、リーザの、鋭するどい声が耳をついた。

「引き返せ」

　聖樹は息をつめる。

「何があった？」

　押し殺した息いき遣づかいが聞こえてきた。

「総帥権は回かい復ふくした。身柄の拘束も解除された。長老ゲローン派全体会議は散さん会かいになるところだった。ところが、アクスクーのヤツが緊きん急きゆう動どう議ぎを持ち出したんだ」

　胸に、不安が生まれる。

　それはたちまち、めまいがするほど強く、激はげしくなった。

　アクスクーは、いったい何を提てい議ぎしたのか。

「あいつの腹はわかっている。おまえが総帥に復活すれば、即そく、自分の身が危ないから、その前に排はい除じよする気なんだ。アクスクーの緊急動議は、総帥の責せき任にん問題だ。騎士団の象しよう徴ちようである七聖宝を失うしなったのだから、総帥に責任を取らせるべきだと」

　聖樹は胸を突つかれ、息ができない。

「こう言いやがった。我わが『銀の薔薇騎士団』創そう設せつの目的は、七聖宝を守るためであった。それ以降、総帥も騎士たちも命をかけ、脈みやく々みやくとこれを守り続けてきたのだ。騎士団史し上じよう、一度も失われたことのなかったその七聖宝が今、失われるという前代未み聞もんの不ふ祥しよう事じが起きている。総帥の責任を問わずにすまされようか」

　聖樹は、奥歯をかみしめる。

　一番痛い所に、かみつかれたのだった。

　たとえアクスクーの奸かん計けいであったにせよ、七聖宝の四散を阻そ止しできなかったとなれば、総帥として責任を問われてもしかたがない。

　懸けん命めいに動どう揺ようを抑おさえながら口を開いた。

「それで？」

　リーザは、腹立たしげに続ける。

「元々、長老ゲローン派の中には、まだ十代のおまえの総帥就しゆう任にんに反対する一いつ派ぱがいただろ」

　聖樹は、うめくような声で同意した。

　そのことについては、次じ期き総帥になる時に耳にしていた。

「その連中がアクスクーに合流し、動議は賛成多数で可か決けつされた。その結果、総帥の責任について話し合いがもたれたんだ。この会議では、おまえを支し持じする声も少なくなかった。今回の事故は管理システムの不ふ備びであり、誰が総帥であっても防ふせげなかった、騎士団全体の責任であってレオンハルト一人を責せめるべきではないという意見だ。レオンハルトは一族の華はなであり、めったに現れない傑けつ出しゆつした個人である、ここで厳しい処しよ分ぶんをして彼を失うのは、騎士団にとって損そん失しつだという意見が出ると、大おお勢ぜいがそれになびきそうになった。そこでアクスクーは、非常事態宣言に持ちこんだんだ」

　聖樹は、背せ筋すじをこわばらせた。

　非常事態宣言は、騎士団憲けん章しようの中にその規き定ていがある。

　だが騎士団の歴史をながめてみても、これまでたった一度しか発令されていない特とく殊しゆなものだった。

「守るべき七聖宝を失った今、我が騎士団は非常事態にある。この収しゆう集しゆうに全力を挙あげるべきだという意見で、これは多くの賛同を得えて可か決けつされ、非常事態宣言が発せられた」

　聖樹は、舌した打うちする。

　アクスクーの目的は、非常事態宣言そのものではないに決まっていた。

　非常事態が宣言された時、総帥は全力でその目的に向かわねばならない。

　そのために、他の職しよく務むを免めん除じよされることになっているのだった。

　言葉を変えれば、非常事態宣言がなされた場合、総帥は、その権利を制限されるのだ。

　それを利用しようとの腹だろう。

「今回の非常事態宣言の内容は、七聖宝を取り戻す時まで、騎士団はすべての機能を停止して戦せん闘とう態たい勢せいを取り、総帥はその責任において七聖宝の収集に全力を傾かたむける、というものだ。七聖宝がそろうまで、総帥は他のすべての任にん務むを解かれ、その権利を行こう使ししないことが決けつ議ぎされた。七聖宝の収集に関しては総帥として全権を振るうことができるが、それ以外のすべてについては、上位の騎士が総帥を代だい行こうすることになる」

　上位の騎士とは、つまり、アクスクー本人だった。

　七聖宝が集まるまで、聖樹はその収集のみに専念し、その間の騎士団はアクスクーが動かすということなのだ。

　聖樹は、片手をセスナの壁にたたきつける。

　アクスクーには、これまで常に先手を取られてきた。

　いつもいつも先んじられてきて、そして今度も、またもそうなのだ。

　自分の力不足がくやしく、屈くつ辱じよくで体中が燃え上がりそうに熱かった。

「騎士団は今、アクスクーがすべての権力を握にぎった形だ。おまえが戻れば、どんな口実をつけて再び身柄を拘束しようとするかわからない。こっちに帰らない方が賢けん明めいだ。七聖宝の収集に当たるという名目で、そのままどこかの大集ロ会ツ所ジか小集ロ会ツ所ジに避ひ難なんしろ。こっちの情報は全部、オレが送る。おまえが七聖宝の収集に専せん念ねんしている限り、アクスクーは手を出せないはずだ」

　ふっと日本を思う。

　七聖宝に関しては総帥権を行使できるのだから、夢美が月光のピアスをつけていることを明らかにして、騎士団の警護をつけてもよかった。

　だが、それは必ず、アクスクーの耳に入るだろう。

　どんな手に出てくるかわからない。

　その危険を冒おかすより、ピアスのことは秘密にし、自分の手で夢美の身を守る方が安心だった。

　騎士団のどんな男より完かん璧ぺきにガードしてみせる。

　多くの騎士の警護より、一人の警護の方が生活への影えい響きようが少なく、夢美にとってもいいだろう。

「燃ねん料りようが心配だ。一番近くの空港に着陸する。許可を取ってくれ。そこから日本に向かうからチケットの手配を。総帥の突然の日本行きは、七聖宝収集のためだとしておいてくれ。ああ、日本支部へも一いつ報ぽうを入れて」

「了りよう解かい」

　大きく旋せん回かいしながら、リーザからの連絡を待つ。

　やがて報告が届いた。

「フランクフルト空港の管かん制せい塔とうがオッケイを出した。アム・マインの方だ。そっちに向かえ」

　短く答えて聖樹は、フランクフルト・アム・マインに進路を取る。

「レオン、何で向き変えてんの？」

　高天に聞かれて、ため息まじりに答えた。

「このまま日本に帰ることになったからだ」

　三人は、いっせいに驚おどろきの叫さけびを上げる。

　それで夢美がようやく目覚めた。

「おはよう、眠り姫」

　聖樹が声をかけると、夢美はパチパチとまばたきし、再び横になった。

「あ、また寝たぞっ！」

「きっと相当、疲れてたんだよ」

「しかし、いつまで寝る気だ。人間業わざじゃないな」

　聖樹は微笑みながら視線をまわし、その先で夢美をとらえる。

　ゆっくりおやすみ、私の貴女ダアム。

「だけどさ」

　高天が両腕を頭の後ろで組みながら、思い出すように言った。

「リーザって、すごくカッコよかったよな。オレも、あんなふうになりてぇ。『銀の薔ば薇ら騎士団』に入って、悪と戦うってカッコいいじゃん。レオン、オレを騎士団に入れてくんね？」

　光坂が身を乗り出した。

「あ、僕も入りたい」

　聖樹は、うなずく。

　味方がほしいところだった。

「いいよ。冷泉寺も、もちろん、だろ。そういう約束だ」

　冷泉寺は、ふんと横を向いた。

「まかせる」

　聖樹は、くすっと笑う。

「では、三人は騎士候こう補ほ生せいだ。佐さ藤とうは、貴女ダアム候補生としよう」

　日本での生活は、きっと、今までに経験したこともないものになるだろう。

「鍛きたえるから、覚かく悟ごしておけ」

　そう言いながら聖樹は、眼がん下かに広がる雲の下に、遠く離れていくミカエリス家と騎士団本部を思い描く。

　まるで追い出されるようなものだった。

　くっそ、アクスクーっ！

　聖樹は奥歯をかみしめ、操縦桿かんを握にぎる。

　必ず戻ってくる！

　七聖宝を収集し、必ず帰って、騎士団をこの手に取り戻す!!
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「夢ゆめ美み、話はまだ終わってない。そこから動くな。ピアスを取るためにドイツに行ったんじゃないのか。そのまま戻ってきた理由を説明しなさい」

　日本に帰ってきて、私は、さんざん怒おこられた。

　でも言いわけをしたり、逆らったりしないで、おとなしくしていた。

　心の中が、喜びでいっぱいだったから。

　だって鈴すず影かげさんが、しばらくドイツに戻らないで、日本にいることになったんだもの。

　学校には通わないみたいだけどね。

　そのわけは、誰だれも知らない。

　話してもらえないから。

　でもいいんだ。

　日本にいてくれるっていうだけで、もう最高にうれしい！

　ドイツでの経験は、恐おそろしいこともあったけれど、二度とはできないようなことばかりで、まぁまぁ楽しかったしね。

　鈴影さんと知り合って、なんか自分の運命が変わっていくような気がする・・・なんて、うふっ！

　その夜は満月で　私の庭には、家の人に知られたくない彼らが三匹、集まってきた。

「あのさぁ、呪のろいは解とけたんだろ」

　宏ひろしが、いらだたしげに言った。

「それなのに、何で変身するわけ？」

　さぁ・・・。

　私は光こう坂さか君を腕うでの中に抱き、冷れい泉せん寺じさんを肩かたに止まらせ、そして宏を脇わきに従したがえて、月夜のお散歩に出た。

「鈴影さんちに行ってみようよ」

　暗い道も、皆みんなと一緒だったら平気。

　鈴影さんの家に着いてドアフォンを押し、中に入って玄げん関かんまで歩いていくと、鈴影さんは、やさしく笑って、私たちを迎えてくれた。

「ようこそ、騎き士し候こう補ほ生せいの三人、それに貴女ダアム候補生の夢美」

　うふふ・・・。

　不安もいっぱいあるけれど、なんとなく幸せな気も、したりする・・・。








「月光のピアス　　　了」
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